


光合成・植物生理測定関連機器
| ~・携帯用光合成蒸散測定システム(オープン式-

-リーフチャンパー内を一定の環境条件 (C02濃度、温
度、湿度、光環境)に設定することが可能なオープン

システム設計により、光合成の環境動態反応が測定で

きます。

・電子冷却によりチャンパ一内の温度を自動制御できま

す。また、標準のガス変換パラメーター以外に、葉面湿

度、葉面C02モルフラクション、 Ball-Berryインデ
ックス、円ubP利用等の計算ソフトも内蔵されていま
すので、使用者が自由に変更追加することが可能です0

・グラフィ ックスモードにより、測定又は計算された変

数をグラフ化できます。コンダクタンスやインターナ

ルC02濃度の時間的変化をク、ラフ表示できます。

・LI-6200携帯用光合成蒸散測定装置(クローズド式)も

同時に販売しております。

1・ 高分解能[jJ.Jfl3i]アナライザー l 

しト6262高分解能C02lH20アナライザー
・絶対値モード又は差動値モードにて、 C02及びH20濃
度が測定できます。

・赤外線熱検出器は電子冷却素子により、-12'CIこ保たれ

ていますので、出力は極めて安定しています。

I L!I・ スーパーポロメーター 1 
-測定中チャンパ一内の湿度をコンビュータがステデイー

ステー卜制御しますので測定時気孔の変化がありません0

・葉を切り取らずに蒸散抵抗値、蒸散量を直読測定で、きる

画期的な超精密自動蒸散計です。

・測定室(チャンパ一)の温度・湿度、葉面温度、乾燥空

気流量、光量子量もデジタル表示します。

・各種ポ口メーターの基準計器です。

(測定値)

範囲

蒸散抵抗値:0.5-100s/cm 
気孔コン夕、クタンス:0.02-2cm/s 

気孔コンダクタンス:0.008-0.8mmol/ni/s 
蒸散 量:0.1-50μg/cni/s 

※詳細カタログを用意しておりますのでご希望の節はご遠慮、なくお申しつけ下さい。
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表紙に寄せて 小さなアプラナ科の雑草.Arabidopsis t，加/ia仰を高等植物のモデノレ系とした研究は，この10年に大きな成果
をあげてきた。その和名，シロイヌナズナには喰べられない，役に立たない機物につけられるイヌの語を破い

ているが，どうして植物研究の分野では大いに役立つことが示されたわけである。

中でも花の形態形成に関するABCモデノレは特筆に値する成果といってよいだろう。写真はモデノレの基礎と
なった花のホメオティック突然変異体で，上段はpおtillata(B-)突然変異体，中段左から.aμtala2 (A-)突然
変異体，野性型.agamous (C-) ~突然変異体の花である。下段左は 2 つの B 遺伝子 . PISTILLATAと
APETALA3とを構成的に発現するトランスジェニッタ植物の花で，右はPISTILLATA遺伝子を用いた初
situ RNAハイプリダイゼーションの結果である。これらの結果はABCモデルから予想される通りであった。
シロイヌナズナの利点はこのように遺伝学のみならず，分子生物学のツーノレが次々と開発されることで飛躍

的に増大した。シロイヌナズナの全ゲノムを読むとL、う国際プロジェクトも，今年から本格的にスタートした。

これからの10年に，エポックメーキングな研究が日本植物生理学会員の中から生まれることが大いに期待され
ている。(後藤~爾，京都大学化学研究所)

日本植物生理学会1997年度年会

および

第37回シンポジウム

講演要旨集

会期:1997年3月27日(木)---29日(土)

会場:京都大学総合人間学部

日本植物生理学会



①都ホテル
③からすま京都ホテル
⑤ハートンホテル京都
⑦ホテルリッチ京都
⑤ホテルギンモンド
⑪サンホテル京都
⑬京都プラザホテル

②京都ロイヤルホテル
@三条烏丸ホテル
⑤ホテル京阪京都
③ホテルサンルー卜京都
⑮ホテルアルフア京都
⑫京都セントラルイン
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;鰍織機

東

大

路

東一条通

工事中

グランド

西門

A号館

口
口
口
円
U

受付、 F， G会場(地1階)
展示会場、掲示板(1階)

評議員会会場(地 1階)

常任評議員会会場 (2階)
総会会場 (2階)

PCP編集委員会・編集実行委
員会会場 (2階)

受賞選考委員会会場 (2階)

D号館

口

A， B， C， 0， E会場

年会本部、学会本部

(1 ，2，3階)
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A， B， C， D， E会場・年会本部(総合人間学部E号館)

(2階) (3階)

F， G会場・受付(人間・環境学研究科棟)

(地下1階)

( 1階)
ピロティ

入口'

(2階)
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....G会場

F会場，評議員会

総会

展示会場

掲示板

常任評議員会
PCP編集実行委員会
PCP編集委員会
受賞選考委員会



H， 1， J会場(総合人間学部A号館)

(地下1階)

・・・・・・・・・・・・・『

( 1階)

入口炉

H会場、若手の会
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口交通のご案内

1)会場へのアクセス

年会会場の京都大学総合人間学部は， ]R京都駅(烏丸出口)から市バス206番で40分くらい「東一条」下車徒

歩2分，または市パス17番，特17番で「百万遍」下車徒歩5分です。京阪電鉄ご利用の方は， r丸太町」または
「出町柳」下車徒歩15分です。阪急電車は「河原町J，市営地下鉄は「丸太町」が最寄りですが，そこからはパ

ス，タグシーが必要です。飛行機の場合，関西国際空港からは]Rrはるか」で75分，伊丹空港からはリムジンパ

スで60分で ]R京都駅と連絡します。学内には，学外者用の駐車場がありません。車での入構はご遠慮下さし、。

2)懇親会会場(京都パークホテル)へ

奨励賞，論文賞受賞講演終了後，総合人間学部正門前から懇親会会場までパスを出します(定員300名)。

また，市パスでは，年会会場から206番(京都駅行き)で35分くらい「博物館前」下車，三十三間堂隣り，博

物館の向かし、です。市バスは非常に混み合うことが予想されますので，京阪「丸太町」または「出町柳」まで歩

き(15分くらい)， r七条」下車，東 ()I!の反対側)へ徒歩5分，の方が確実です。

口参加登録受付

1) 27日午前8:30より大学院棟地下ロビーで参加登録の受付を始めます。

2)すでに参加申込をされている方は「予約参加受付」で講演要旨と名札をお受け取り下さL、。

3)まだ，参加申込をされてない方(参加費を納入されてない方)は， r当日参加受付」で手続きをお取り下さい。
4)会場内では常時，名札をご着用下さい。

ロクローク (E号館 (E-12))

お預かりする時間帯は次の通りです。夜間は管理できませんので，必ずその日の中に荷物をお引きとり下さし、。

3月27日 8 : 30~ 17 : 45 (ミキサ一時は閉鎖)

3 月 28 日 8:00~17:15

3月29日 8: 00~17 : 00 

口講演発表される方へ

会則第4条2項により，年会の研究発表の講演者は本学会の会員に限ることと定められています。したがって，

演者が本会に未加入の場合は，発表に先だって学会本部にて入会手続きをお取りいただくようお願いします。

1)発表はすべて OHPによって行って頂くことになりました白 35mmスライドは使用でき

ませんo

OHP発表についての諸注意:

(1) A 4サイズを使用して下さい。画面は縦横どちらでも使用できます。会場後部の人にも文字が見えるよう

画面全体をフルに利用したレイアウトをご考慮下さL、。

(2) OHPの操作・進行は演者または共同研究者等のサポートによりお願いします。

(3) 同じものを繰り返し使用する場合は，発表をスムーズに行うため，その数だけシートをご用意下さい。

(4) 写真等ハーフトーンの OHPシートはインクジェットプリンターよりもカラーコピー機を使用した方がコ

ントラストがきれいに仕上がるようです。

(5) OHPランプはつけ放しにしますので，消さないで下さL、。
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2)一つ前の講演が始まるときには「次演者席」に着席して下さし、。

3)一般講演は講演時間12分討論3分です。講演開始10分後に第1鈴.12分後に第2鈴(講演時間終了)の順に

時間経過をお知らせします。座長の指示に従い，時間を厳守して下さい。

口年会参加者への連絡方法

1)会期中 (26 日 ~29日)年会本部へのお問い合わせや年会参加者への伝言には下記の電話または FAX をお使い

下さい。電話はレンタルで‘すので，会期中以外はかけないで下さい。

TEL 080-800-0529 FAX 075-753-6577 

2)年会本部で受け取った伝言は大学院棟1階ロビー付近の「伝言板」に掲示します。会場内での呼び出しは致

しません。

3)また.r伝言板」は年会参加者相互の連絡にも自由にご利用下さい。

口年会およびシンポジウムについてのお問い合わせ

3月26日までの年会およびシンポジウムについてのお問い合わせは下記にお願いします。できる限り電話では

なく.FAX. e-mai1をご利用下さい。

干611宇治市五ヶ庄

京都大学食糧科学研究所 JSPp年会準備委員会 (委員長，浅田，総務，遠藤)

TEL/FAX 0774-31-8119 e-mai1: endo@food2.food.kyoto-u.ac.jp 

口関連会議

学会賞選考委員会 3月26日 14 : 00~15 : 00 大学院棟233演習室

(大会前日)

編集実行委員会 3月26日 15 : 30~16 : 30 大学院棟233演習室

(大会前日)

編集委員会 3月26日 17 : 00~21 : 00 大学院棟233演習室

(大会前日)

常任評議委員会 3月27日 12 : 00~13 : 00 大学院棟233演習室

評 議 員 ~ 恥 3月27日 18 : OO~ 大学院棟地下講義室 (F会場)

総 ~ 3月28日 12 : 00~13 : 00 大学院棟233演習室

口ミキサ一

日時 :3月27日(木 17: 30~ 

場 所:京大生協・吉田食堂1階(総合人間学部キャンパス内)

無料ですのでご自由にご参加下さい。

口懇親会

日時:3月28日(金 18: 30~ 

場 所:京都パークホテル

京都市東山区三十三間堂廻り町644-2 TEL 075-525-3111 
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口関連集会 第 1日 3 月 27日(木)午後 6 時~ H会場

「植物生理若い研究者の会」
オーガナイザー 中嶋信美(国立環境研)

18: 00 はじめに

18 : 05 農業分野へ活かすためのブラシノライドの代謝に関する研究

古関(西川)直子(東京農工大・応用生物・学振特別研究員)

19 : 00 ジベレリン生合成酵素遺伝子の単離と発現解析

山口信次郎(理研・国際フロンティア)

19 : 55 おわりに

20: 00 親睦会

当日 お弁当の予約を受け付けます。

講演要旨及びプログラムは「植物生理若い研究者の会ホームページ」

http://www相c.hiroshima-u.ac.jp/-nakaOOO/

においても見ることができます。

口「光合成測定」の本，差し上げます。

D. Wa1ker著，和田野晃訳「光合成測定J(原題TheUse of Oxygen Electrode and Fluorescence Probes in 

Simple Measurements of Photosynthesis)を旭光通商脚より年会準備委員会に若干数ご寄付いただきました。

年会参加者に限りお分けいたしますので，ご希望の方は，往復はがきで年会事務局までお申し込みください。

締切は3月14日(金)必着です。返信はがきの宛名も必ずご記入下さい。ご希望多数の場合は抽選の上，引換券

を返送いたします。年会当日，受付にて本をお受け取りください。なお，郵送はし、たしません。
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口授賞式・受賞講演

〔授賞式〕

16 : 00 

〔受賞講演〕

第 2日 3月28日(金)16: OO~ 17 : 00 D会場

選考経過報告

賞状授与

日本植物生理学会奨励賞

16 : 20 佐藤 忍(筑波大学・生物科学系)

ニンジン培養細胞系を用いた細胞壁機能の研究

日本植物生理学会論文賞

16 : 40 米 華玲(京都大学食糧科学研究所，現・中国科学院上海植物生理研究所)

シアノパクテリアでの NAD(P)Hデヒドロゲナーゼに依存する循環的電子伝

達

一受賞論文一

1. Mi， H.， T. Endo， U. Schreiber， T. Ogawa and K. Asada: 

NAD(P)H-Dehydrogenase-dependent cyc1ic electron flow around 

photosystem 1 in the cyanobacterium Synechoり'stisPCC 6803: 

A study of dark-starved cells and spheroplasts. 

Plant Cell Physiol. 35: 163-173 (1994) 

2. Mi， H.， T. Endo， T. Ogawa and K. Asada: 

Thylakoid membrane-bound， NADPH-specific pyridine nuc1eotide 

dehydrogenase complex mediates cyc1ic electron transport in the 

cyanobacterium Synechoり'stissp. PCC 6803. 

Plant Cell Physiol. 36: 661-668 (1995) 
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午前

会場 8:309:30 

11 

日程表

第1日 (27日)

一誌で「寸

A 

顧
光合成細菌

(1aAl-) 

C02同化

(1aBl-) 

タンパク質・酵素

(1aCl-) 

情報伝達系

(1aDl-) 

プログラム形態

形成(laEl-)

形態形成一光

(1aFl-) 

環境応答一無機

栄養(laGト)

ホルモンー

オーキシン

(1aHl-) 

細胞骨格

(1al1-) 

種子形成

(1aJl-) 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

J 

nu 

内

4
J
V

-
|
 

守，
唱

E--

FEl 
光合成細菌(1pAl-) 

光化学系1(1pAll-) 

C02同化(lpBl-)

光合成と環境

タンパク質・酵素(1pCl-)

室乗代謝・窒素固定(1pCll-)

情報伝達系

(1pDト)

プログラム形態形成

(1pEl-) 

形態形成ーその他(1pF1-)

環境応答一光(1pF4-) 

環境応答ー無機栄養(1pGl-)

環境応答一イオン(1pGI0-)

ホルモンーGA・エチレン・

サイトカイニン(1pHl-)

細胞壁

(1plト)

生殖・遺伝(1pJl-)

脂質(lpJ14-) 
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第2日 (28日)

午前

nu 

吋

3。OT
I
-
-

一寸つ

圏
光化学系 1(2aAl-) 

光化学系II(2aAI0-) 

光合成と環境(2aBl-) 

呼吸(2aB12)

窒繁代謝・窒素固定

(2aCl-) 

オルガネラ分化

(2aC9-) 

情報伝達系

(2aDl-) 

加齢(2aEl-) 

匪発生(2aE7-)

栄養生長・生殖生長

(2aEll-) 

環境応答一光(2aF1-) 

環境応答一温度(2aF10-)

環境応答ーイオン

(2aGl-) 

ホルモンーその他

(2aHl-) 

細胞壁(2al1-) 

生体膜(2aI8-) 

遺伝子(2aJl-) 



第2日 (28日)

午後

匝

会場 13:00

A 
光化学系 II

(2pAl-) 

シンポジウム I

栄養シグナル応答

(SIl-) 

葉緑体成分のバイオ

ジェネシス(2pCl-) 

シンポジウム II 授賞式

アポプラストの

ダイナミズム 受賞講演

(SII1-) 

シンポジウム ITI

高等植物匪発生の

分子機構 (SITI1-)

微生物・ウイルス

(2pFl-) 

生物時計

(2pGl-) 

シンポジウム W

微量必須元素研究の

最前線(SW1-)

~ 
~ 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

J 

日程表

午前

第3日 (29日)

光化学系 II(3aAl-) 

電子伝達(3aA9-)

二次代謝

(3aBl-) 

オルガネラ分化

(3aCl-) 

細胞分化

(3aDl-) 

重力(3aEl-)

細胞周期・細胞分裂

(3aE9-) 

環境応答ー温度

(3aFl-) 

環境応答一水分・

浸透圧・傷害(3aGl-)

吸収・転流・蒸散

(3aG9-) 

細胞内輸送・分泌

(3aHl-) 

生体膜

(3all-) 

遺伝子

(3aJl-) 
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午後

nu 
nu 
q叫TA
 
nu 
n
U
 

内正
唱
E
A

I 

シンポジウム V

プラスチドと核の

クロストーク (SV 1-) 

シンポジウム羽

Photooxidative Damage 

and Its Relaxation (SVI1-) 

シンポジウム vll

Frontier of 

Arabidopsis Research 

(SVlll-) 

シンポジウム VIII

高等植物における

光および病傷害ストレス

応答の分子機構(SVllII-) 



シンポジウム I 第2日 3月28日(金)13: OO~ 15 : 45 B会場

13 : 00 

13 : 05 SI-01 

13 : 30 SI-02 

13 : 55 SI-03 

14 : 20 SI-04 

14 : 45 SI-05 

15 : 25 

「栄養シグナル応答と代謝制御」
基盤研究 (B)r積物個体における光合成機能統御の分子基盤」共催

オーガナイザー 泉井桂(京都大院・農)

中村研三(名古屋大・農)

はじめに-overview 中村研三(名古屋大・農)

座長泉井桂(京都大・院・農)

光合成と脂肪酸合成の同調機構

佐々木幸子(名古屋大・農)

タバコ NPK5プロテインキナーゼによる HMG-CoAreductaseのリン酸化

村中俊哉大江田憲治町田泰則2

( 1住友化学・生命研 2名古屋大院・理)

座長 中村研三(名古屋大・農)

無機窒素源に応答した C4光合成 PEPcarboxylase遺伝子の発現制御

杉山達夫，榊原 均，鈴木めぐみ，武井兼太郎(名古屋大・農)

PEP carboxylaseのリン酸化による活性調節

泉井桂，畑信吾，厳田尚弘，上野宜久，古本強，

西保雄介，増田隆男(京都大院・農)

Control of nitrate assimilation and sucrose metabolism by protein 

phosphorylation 

Steven C. Huber (USDAJARS， North Carolina State Univ.) 

総合討論

12 



シンポジウム 11 第2日 3月28日(金)13: 00.........15 : 45 D会場

Dynamism of Apoplast rアポプラストのダイナミズム」

13 : 00 

13 : 10 sn-Ol 

13 : 30 sn-02 

14 : 10 sn-03 

14 : 35 sn-04 

15 : 00 sn-05 

15 : 25 

15 : 40 

オーガナイザー 桜井直樹(広島大学総合科学部)

Opening address 

Naoki Sakurai (Hiroshima University) 

Apoplast vs. cell walls 

Y oshio Masuda (Tezukayama College) 

Chair; Takayuki Hoson (Osaka City University) 

Apoplastic xylanases and s-glucanases in cell wall metabolism in barley 

M. Banik， M. Hrmova， A.]. Harvey， P. B. Hoj， G. B. Fincher (University 

Adelaide) 

Chair; Kazuhiko Nishitani (Kagashima University) 

Control of inorganic ion conditions in the apoplast 

Tetsuro Mimura (Hitotsubashi University) 

Organic substances which fiow in the xylem of Cucurbitaceae plants 

Shinobu Satoh (University Tsukuba) 

Xyloglucan story in the apoplast 

Takahisa Hayashi (Kyoto University) 

General discussion 

Masamitsu Wada (Tokyo Metropolitan University) 

Closing address 

Akira Watanabe (University Tokyo) 

13 



シンポジウム 111 第2日 3月28日(金)13: 00"""15 : 50 E会場

13 : 00 

13 : 05 SIII-01 

13 : 45 SIII-02 

14 : 25 SIII-03 

15 : 05 SIII-04 

15 : 45 

「高等植物怪発生の分子機構」

オーガナイザー 藤津久雄(京都大院・理)

はじめに 藤津久雄(京都大院・理)

座長 田坂昌生(京都大院・理)

ニンジン不定匪形成過程で発現するホメオボックス遺伝子の構造と機能

福田裕穂，日渡祐二得字圭彦，出村拓川原良一2

(東京大・理・植物園東北大・理 2理研・ジーンパンク)

イネ匪発生過程におけるホメオボックス遺伝子の発現

松岡信，佐藤豊，玉置雅紀，長戸康郎l

(名古屋大・分子応答研究セ東京大・農)

座長福田裕穂(東京大・理・植物園)

シロイヌナズナの匪発生とその後の発生過程で見られる器官分離と内皮細胞の

分化

動物の匪発生を制御する遺伝子群

総合討論

14 

田坂昌生，石田哲也，相田光宏，深城英弘，

藤津久雄(京都大院・理)

佐藤矩行(京都大院・理)



シンポジウム IV 第2日 3月28日(金)13: 00.......15 : 45 H会場

「微量必須元素研究の最前線」

オーガナイザ一 関谷次郎(京都大・農)

高橋正昭(大阪府大・農)

13 : 00 はじめに 関谷次郎(京都大・農)

座長高橋正昭(大阪府大・農)

13 : 05 SIV-Ol ホウ素は細胞壁で機能する

間藤徹(京都大・農)

13 : 40 SIV-02 鉄獲得の分子機構

馬 建鋒，野本亨資I (岡山大 ・資生研サントリー生有研)

座長関谷次郎(京都大・農)

14 : 15 SIV-03 マンガン欠乏に対する適応戦略

北野高寛，佐々木康二，尼子克己，高橋正昭(大阪府大・農)

14 : 50 SIV-04 徴量要素研究への分子遺伝学的アプローチ

藤原徹(東京大院・農・応生化)

15 : 25 総合討論 高橋正昭(大阪府大・農)

15 



シンポジウム V 第3日 3月29日(土)13: 00--16 : 50 A会場

13 : 00 

13 : 05 SV--01 

13 : 35 SV--02 

14 : 05 SV--03 

14 : 35 SV--04 

15 : 05 SV--05 

「プラスチドと核のクロストーク」
基盤研究 (B)r纏物個体における光合成機能統御の分子基盤」共催

オーガナイザ一 豊島喜則(京都大院・人間・環境)

佐藤文彦(京都大・農)

はじめに 佐藤文彦(京都大・農)

座長佐藤文彦 (京都大・農)

オルガネラのダイナミックスの解明へ:オルガネラで“字"を描く

顕微分子生物学で何ができるのか

黒岩 常祥，松永幸大，東山哲也，西村芳樹(東京大院・理)

光と概日リズムによる葉緑体遺伝子の転写制御機構

豊島 喜則，椎名隆，中平洋一，角山雄一，馬場恭子，佐藤淳子

(京都大院・人間・環境)

葉緑体RNAポリメラーゼのシグマ因子
田中寛，高橋秀夫(東京大・分生研)

座長杉田護(名古屋大・遺伝子)

DNA結合タ ンパク質による葉繰体遺伝子の発現制御

佐藤文彦，中野雄司l，村上真也，吉田茂男l，山田康之2

(京都大・農理研・植物機能奈良先端大)

Regulation of chloroplast development and function 

Wilhelm Gruissem (Univ. California， Berkeley) 

座長豊島喜則(京都大院・人間・環境)

16 



15: 35 SV-06 

16: 05 SV-07 

16 : 35 

翻訳過程における葉緑体遺伝子の発現制御機構

広瀬哲郎，杉田 護，杉浦昌弘(名古屋大・遺伝子)

葉緑体と核を結ぶ情報伝達系の遺伝学的解析

総合討論

望月 伸悦， Marci Su叩in1，長谷あきら， Joanne Choryl 

(東京大・遺伝子， lPBIO， Salk Inst.) 

豊島喜則(京都大院・人間・環境)

17 



シンポジウム VI 第3日 3月29日(土)13: 00---17 : 00 B会場

fPhotooxidaative Damage and its RelaxationJ 

13 : 00 

13 : 10 

13 : 20 SVI-ol 

14 : 00 SVI-02 

14 : 40 

14 : 50 SVI-03 

15 : 30 SVI-04 

16 : 10 

16 : 20 SVI-05 

Organizer: Kozi Asada (Kyoto University) 

Opening address Kozi Asada (Kyoto University) 

Chairperson's remarks 

Mitue Miyao・Tokutomi(Nat1. Inst. Agrobio1. Resources) 

Characterization of photo-tolerant mutants of a cyanobacterium obtained by in 

vitro mutagenesis of psbA 

Kimiyuki Satoh (Okayama Univ.， Natl， Inst. Basic Bio1.) 

Photoinhibition of PSI Kintake Sonoike (Univ. Tokyo) 

Chairperson's remarks Go Takeba (Kyoto Pref. Univ.) 

Role of catalase in protection from photoinhibition 

Dirk Inze1， Sangpen Chamnongpol， Hilde Willekens， Luit Slooten2， 

Marc Van Montague， Wim Van Camp 

(Univ. Gent， lINRA， 2Vrije Univ.) 

Dissipation of excess photon energy by photorespiration and photoreduction of 

oxygen 

Chairperson's remarks 

Kate Maxwell， Murray Badger， Barry Osmond 

(RSBS， Australian Nat1. Univ.) 

Keishiro Wada (Kanazawa Univ.) 

Thioredoxin: Photosynthesis， seed germination， technology 

Bob. B. Buchanan (Univ. Ca1ifornia， Berkeley) 

18 



シンポジウム VII 第3日 3月29日(土)13: 00......15 : 50 D会場

13 : 00 

13 : 05 SVn-01 

13 : 35 SVn-02 

14 : 05 SVn-03 

14 : 35 SVn-04 

rFrontier of Arabidopsis ResearchJ 

オーガナイザー 岡田清孝(京都大・理)

はじめに 岡田清孝(京都大・理)

座長:後藤弘爾(京都大・化研)

「シロイヌナズナゲノムプロジェグトの現状とポストシーケンシングの展望J

田畑哲之(かずさ DNA研)

「温度感受性突然変異体を利用した脱分化過程の解析」

杉山宗隆(東京大・理・植物園)

「ミトコンドリアと核のクロストーク:シロイヌナズナの例」

坂本亘(岡山大・資生研)

座長:岡田清孝(京都大・理)

「花成誘導にかかわる遺伝子群」

荒木崇(京都大院・理)

15 : 05 SVn-05 iT-DNAタギングによる花器官および配偶体形成過程の分子遺伝学的解析」

15 : 35 

石黒澄衛，清水健太郎，影山奈津子，武田憲昌，酒井智子，伊藤寿朗，岡田清

孝(京都大・理)

総合討論

19 

後藤弘爾(京都大・化研)

岡田清孝(京都大・理)



シンポジウム VIII 第3日 3月29日 (土)13: 00.......17 : 00 E会場

「高等植物における光および病傷害ストレス応答の分子機構」

オーガナイザー 岡穆宏(京都大・化研)

座長岡穆宏(京都大・化研)

13 : 00 SVIII-ol フィトクロムの光依存的な核局在
長谷あきら(東京大・遺伝子)

13 : 40 SVIII-02 光形態形成を制御するタンパグ質複合体の解析

松井南，柘植知彦，堂前直I，瀧尾擁士l，山本義治2，Daniel Chamowitz2， 

Xing-W ang Deng2 (理研・フロンティア・分子機構理研・生体高分子解

析， 2Dept. Biol.， Yale Univ.) 

座長松井南(理研・フロンティア・分子機構)

14 : 20 SVIII-03 植物形態形成の環境応答におけるホメオドメインタンパク質の役割

青山卓史，佃真由美，大岸麻紀，岡 穆宏(京都大・化研)

15 : 00 SVIII-04 植物細胞壁:病原菌シグナルの認識と応答装置

白石友紀，山田哲治，一瀬勇規，木場章範(岡山大・農・植病・遺伝子)

座長青山卓史(京都大・化研)

15 : 40 SVIII-05 病傷害ストレスと MAPキナーゼ

瀬尾茂美，仁木智哉，大坪憲弘，佐野浩l，大橋祐子

(農水省・生物研・分子遺伝奈良先端大)

16 : 20 SVIII-06 タパコ培養細胞におけるエリシターによる細胞死誘導機構

鈴木馨l，矢野明IJ，進士秀明1 (1工技院・生命研東京大・分生研)

20 



A会場

第 1日(3月27日)午前 A会場光合成細菌

9:30 laAOl ベリプラズムにおけるアンフォーノレド DMSOレダクターゼを安定化するタンパク質

松崎雅広，岩崎美子，佐藤敏生(広島大・理・生物科学)

9:45 laA02 光合成細菌の DMSO還元系遺伝子の転写活性化に関与する cis-および trans-因子

字治家武史，山本勇，佐藤敏生(広島大・理・生物科学)

10:00 laA03 緑色硫黄光合成細菌 Chlorobium品ゆidumの遺伝子ライプラリーによる紅色光合成細菌 Rhodobacterωρ
sula似s色素合成変異株の機能的相補

永井徹， C. E. Bauer1，井上和仁(神奈川大・理・応用生物， lDept. Biol.， lndiana Univ.) 

10:15 laA04 Rhodovulum sulph幼ifzlumおよびRoseobacterdeniかがωnsにおける光合成器官の酸素感受性発現調節タンノミ

ク (RegA，RegB)の一次構造の決定

松本有美1，永島賢治1，弁上和仁2，C. Bauer3，嶋田敬三1，松浦克美1 (1都立大・理 ・生物神奈

川大・理・応用生物， 3Dept. Biol.， lndiana Univ.) 

10:30 laA05 Hサプユニットを分離した光合成反応中心タンパク質の機能解析

金子武行1，中村史2，原正之町白井誠1，浅田泰男3，三宅淳2 (1茨波大 ・農・生物工学工技院・

融合研工技院・生命研)

10:45 laA06 乾燥状態での光合成反応中心の性質

原正之1，浅田泰男1，三宅淳2 (1工技院 ・生命研工技院・融合研)

11 :00 laA07 Electron donors to photosynthetic reaction center in purple bacterium Rubrivivax gelatinωus 

Artur Osyczka1， Makoto Yoshida， Kenji V. P. Nagashima， Keizo Shimada， Katsumi Matsuura 

(Dept. Biol.， Fac. Sci.， Tokyo Metropolitan Univ.， 1Jnst. Mol. Biol.， Jagiellonian Univ.) 

11:15 laA08 紅色光合成細菌Rubtぜvivaxgelatinosusの反応中心結合型チトクロム欠損株における成長速度回復現象

吉田真， Artur Osyczka 1，永島賢治，嶋田敬三，松浦克美(都立大・理・生物， 1Jnst. Mol. Biol.， 

Jagiellonian Univ.) 

11:30 laA09 好気性光合成細菌 Met，勿lobacterium属の光合成色素量の多様性と光合成反応中心タンパク質をコードする

遺伝子に基づく系統関係の解析

川瀬芳恵，永島賢治，平石明1，松浦克美，嶋田敬三(都立大 ・理・生物豊橋技術科学大・エコ

ロジー工学)

第 1日 (3月27日)午後 A会場光合成細菌・光合成系I

13:00 lpAOl 光合成細菌へリオパクテリアのカロテノイドの再同定:4，4' -Diaponeurosporene 

高市真一1，井上和仁2，赤池光博人小林正美人大岡宏造4，M. T. Madigan5 (日本医大・生物，

2神奈川大・浬・応用生物筑波大・物質工学阪大・理・生物， 5Southern Illinois Univ.) 

13:15 lpA02 光合成細菌へリオバクテリアの光化学反応中心粒子の精製とその性質

篠崎忠治，赤池光博，楠元範明1，服部昭彦，桜井英博1，井上和仁(神奈川大・理・応用生物早

稲田大・教育・生物)

13:30 lpA03 緑色イオウ細菌 Ch伽'ObiumteμdumにおけるパクテリオクロロフィノレCのフェオフィチン化と培養液中の
Mg量変化

時田誠二，嶋田敬三，松浦克美(都立大.lJ¥・生物)

13:45 lpA04 Zn-パクテリオクロロフィルをもっ細菌Acidiphiliumrubrumの光合成反応

岩城雅代，伊藤繁，平石明1，嶋田敬三人小林正美人高市真_4，若尾紀夫5(基生研豊橋技科大

・エコロジー工都立大・理筑波大・物質工日医大・生岩手大・農)

14:00 lpA05 Zn-パクテリオクロロフィルを使う細菌の光合成色素タンパク

嶋田敬三，松浦克美，伊藤繁1，岩城雅代1，平石明2，高市真ーに小林正美久若尾紀夫5 (都立大 ・

理・生物基生研豊橋技科大・エコロジー工学日医大・生物筑波大・物質工学系岩手

大・農・応用生物)
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A会場

14:15 lpA06 Deduced amino acid sequences of photosynthetic proteins of aerobic phoωsynthetic bacterium， AcidiPhilium 

14:30 lpA07 

14:45 lpA08 

15:00 

15:15 lpA幽9

15:30 lpAI0 

15:45 lpAll 

16:00 lpA12 

16:15 lpA13 

16:30 lpA14 

16:45 lpA15 

17:00 lpA16 

rubrum and relatives 

kenji V. P. Nagashima， Katsumi Matsuura， Akira Hiraishil， No討.0Waka02， Keizo Shimada (Dept. 

Biol.， Fac. Sci.， Tokyo Metropolitan Univ.， lDept. Ecol. Eng.， Toyohashi Univ. Tech.， 2Dept. Appl. 

Microbiol.， Fac. Agr.， Iwat疋Univ.)

ラン藻 (Synechoの叫ssp. strain PCC6803)の全遺伝情報の解析

金子貴一，小谷博一，佐藤修正，中村保ー，田中亜矢子，浅水恵理香，宮嶋伸行，杉浦昌弘1，田

畑哲之(かずさ DNA研名大・遺伝子)

遺伝子タギングを利用したラン藻Plectonemaboryanumの変異導入系の開発と評価

道井貴子，明石哲行1，藤田紘一，高橋康弘(阪大院・理・生物阪大・蛋白研)

休憩

ラン藻の光依存性 H+放出における CotAの役割

園田雅俊，加藤彰，加藤大和，北野勝彦1，大河浩，小川晃男(名大・生物分子応答名城大・農)

ラン藻SynechocystisPCC6803における5つの ndhD遺伝子の発現におよぼす低 CO2の影響

大河浩，園田雅俊，加藤大和，小川!晃男(名大・生物分子応答)

Synechocystおsp.PCC6803の PsaK遺伝子破壊株の作製及び表現型の解析

長谷川みき，仲本準(埼玉大・理・分子生物)

好熱性ラン色細菌あ明~choα)CCUS 叩lcanω からの光化学系 I 反応中心複合体の新しし、精製法

上江洲彰久，江頭宏和，菓子野康浩，小池裕幸，佐藤和彦(姫路工業大・理・生命科学)

光合成細菌へリオパクテリア Helioωαillusmobilisの遺伝子ライブラリーによる紅色光合成細菌Rhodob，釘ter
mψωlatus色素合成変異株の機能的相補

村山英未， C. E. Bauer1，井上和仁(神奈川大・理・応用生物， lDept. Biol.， Indiana Univ.) 

緑色イオウ細菌クロロピウムの反応中心:cyt c-P840の電子伝達のおけるグリセローノレの影響

大岡宏造，岩城雅代1，伊藤繁1(阪大院・理・生物基生研)

ヘリオパクテリア H.mo必sti・ωld仰における P800の二量体構造と近傍システイン残基との相互作用

野口功，大岡宏造1，深見佳枝1，井上頼直(理研・光合成科学阪大院・理・生物)

13C-NMR，分子間lH-IHNOEを用いたパクテリオクロロフィルc!7ロロゾーム類似高次会合体のモデリング

溝口正，小山泰，小椋賢治1，稲垣冬彦1(関西学院大・理・ l都臨床研・生理活性)

17:15 lpA17 同位元素置換したクロロフィルaのラマンスベクトルの解析

佐島徳武，小山泰(関西学院大・理)

第2日 (3月28日)午前 A会場光合成系I・光合成系E

8:30 2aAOl 

8:45 2aA02 

9:00 2aA03 

9:15 2aA04 

9:30 2aA05 

9:45 2aA06 

10:00 2aA07 

The characterization of the excited state Raman spectra of the natura1 abundance bacteriopheophytin a and 

the 15N_， 2H-and 13C-enriched species 

Leenawaty Limantara， Shun Sakamoto， Yasushi Koyama (Fac. Sci.， Kwansei Gakuin Univ.) 

All-trans-spheroideneの共鳴ラマン励起プロファイル

佐島徳武，芝幹夫，橋本秀樹1，小山泰(関西学院大・理大阪市大・工・応用物理)

ピコ秒過渡吸収分光法によるスフェロイデンの21Ag状態のエネノレギー準位と溶媒効果の解析

池内充，張建平，小山泰(関西学院大・理・化)

P700濃縮粒子のサプピコ秒レーザーフォトリシス:P700の選択的励起による初期電荷分離過程の解析

熊崎茂一1，池上勇，吉原経太郎1(帝京大・薬分子研)

光化学系I反応中心キノンの結合部位とその反応

伊藤繁，岩城雅代河盛阿佐子原英之， 2S. A. Dzuba (基生研関西学院大 ・理・物理， 2Rus-

sian Academy Sci.) 

カンキツとその近縁種の光化学系 Iサプユニット遺伝子

清水徳朗，高橋正宏1，槍山哲夫1(農水省・四国農試鳩玉大 ・理・分子生物)

系I複合体の蓄積に必須な葉緑体にコードされた Ycf4タンパグは複合体の構成サプユニットか?

高橋格一郎(岡山大・理・生物)
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10:15 2aA08 

10:30 2aA09 

10:45 2aAlO 

11:00 2aA11 

11:15 2aA12 

11:30 2aA13 

A会場

光化学系Iの5kDa"'tプユニットについて

重山童圭，佐藤昭夫，高橋正宏，中津康至，鈴木浩一，清水徳朗1(埼玉大・理・分子生物四国

農試・果樹研)

ρmgA is invo1ved泊 r哩gulationof PSIIIPSI stoichiometry at high light 
Yukako Hihara， Ma鈍hikoIkeuchi (Dept. Biol.， Tokyo Univ.) 

アジド光処理による PSIIの失活はアジディルラジカルではなくアジドイオンによる

高梨寿，真野純一，浅田浩二(京大・食研)

光合成光化学系E内環状電子移動における高電位型チトクロム b・559と非へム鉄の役割

黒岩繁樹，手島圭三，赤堀輿造(広島大・総合科学)

光化学系E電子伝達体の相対位置 I.チロシンとプラストキノンQA
茂森和土，原英之，河盛阿佐子，赤堀輿造1(関学大・理，広島大・総合科学)

光化学系IIの電子伝達体の相対距離 ll. P680とプラストキノン QAなど
河盛阿佐子1，原英之1，岩竣雅代2，伊藤繁2，納達也九佐藤公行2，赤堀輿造3，Sergei A. D四 .ba4

(1関学大・理基生研広島大・総合科学ロシア科学アカデミー)

第2日 (3月28日)午後 A会場光合成系E

13:00 2pA01 

13:15 2pA02 

13:30 2pA03 

13:45 2pA04 

14:00 2pA05 

14:15 2pA06 

14:30 2pA07 

14:45 2pA08 

15:00 2pA09 

15:15 2pA10 

15:30 2pA11 

15:45 2pA12 

酸素発生光化学系E復合体の結晶化:界面活性剤の影響

沈建仁川，青山浩1.2，弁上頼直1，2，神谷信夫2 (1理研・光合成科学理研・構造生物)

膜断片中における光化学系E複合体の電子顕微鏡法による構造解析

石川尚，中里勝芳1，真柳浩太，井上頼直(理研・光合成科学科技団・さきがけ)

光化学系E複合体の電子線三次元構造解析

生呈墜差，真柳浩太1，石川尚1，豊島近2，市村年昭3，井上頼直1(科技団・さきがけ理研・光合

成科学東大・分生研工按院・生命研)

変異導入による PS11電子移動調節における PSII-Lの機能解析

杉山立志，小津真一郎，豊島喜則(京大院・人間・環境)

光合成光化学系 11(PSII)酸化側での電子移動に対する PSII-Lの役割

星田尚司，杉山立志，中野雄喜，豊島喜則(京大院・人間・環境)

Photo-oxidatiゆnof Mn2+ by photosyst疋mll

Taka-aki ono (Photosyn位lesisLab.， The Inst. Phys. Chem. Res.) 

Ca除去 PS11中に見られる新しい EPR信号の検出

三野広幸，河盛阿佐子1，小野高明(理研・光合成科学関西学院大・理)

葉緑体酸素発生系の光再活性化反応での Ca2+イオン要求性の再検討とその作用機作の解析

山下競，水湾直樹，山川昌康(筑波大・生物科学系)

アミノ酸置換体を用いた光合成 Mn安定化蛋白質の構造，機能の解析

元木章裕1，白井美奈1，島津恒夫1，平野昌彦1，加藤栄2 (1東レリサーチセンター東邦大・理・

生物)

紅藻チアニヂウムの酸素発生系E標品に存在する3種の表在性蛋白 (20kD四， 12kDa蛋白と句tc-550の再構

成)

菊地早苗，福田哲也，太田尚孝，沈建仁1，榎並勲(東理大・理・生物理研・光合成科学)

紅藻チアニジウムの酸素発生標品に存在する表在性 12kDa蛋白のクローニングと発現

奥村彰規，太田尚孝，沈建仁1，加茂政晴2，榎並勲(東理大・理・生物理研・光合成科学東

理大・生命科学研)

PSII複合体との静電的結合に関与する表在性 33kDa蛋白のリジン残基の同定

亀井綾子，沈建仁1，太田尚孝，堂前直2，灘尾漢土2，井上頼直1，榎立を勲(東理大・理・生物理

研・光合成科学理研・生体分子解析)

23 



A会場

第3日 (3月29日)午前 A会場光化学系E・電子伝達

8:30 3aAOl 

8:45 3aA02 

9:00 3aA03 

9:15 3aA04 

9:30 3aA05 

9:45 3aA06 

10:00 3aA07 

10:15 3aA08 

10:30 3aA09 

10:45 3aAlO 

11:00 3aA11 

11:15 3aA12 

表在性 18-kDaタンパク質の cDNA配列中に予想される二次構造部位に対応するポリ ベプチド部位の役割

岩瀬啓一郎1，桑原朋彦1.2 (1筑波大・ パイオシステム筑波大・生物)

ジチオスレイトール感受性四量体プロテアーゼの精製と性質

相湾幸子1，桑原朋彦は (1筑波大・ バイオシステム筑波大・生物)

光化学系E膜を用いたビオラキサンチンデエポキシダーゼの反応系と Tween20の効果

長谷川実加1，高市真ーに桑原朋彦1.3(1筑波大・ パイオシステム日医大・生物筑波大・生物)

系E反応中心タ ンパクDlのC末側のアミノ酸を置換したクラミドモナス形質転換体の解析

葉田野有s，佐藤公行，高橋裕一郎(岡山大・理・生物)

psbA遺伝子の randommutagenesisにより得られた強光耐性ラン藻株の耐性機構の解析
皆川純， ~鳥坂義弘1， 2，井上頼直，佐藤公行1. 2 (理研・光合成科学基生研・情報制御岡山大・

理)

大腸菌内で大量発現された酵素を用いた Dlタンパク質c-末プロセシングの生化学的・免疫学的解析
山本由弥子1，稲垣言要人佐藤公行1.2 (1岡山大・理・生物基生研)

光化学系Eの酸化側光阻害における Dl蛋白質分解過程の特徴

山本泰，中谷悦子，逸見隆博，山田水奈 (岡山大・理・生物)

光阻害にともなう光化学系E反応中心蛋白質損傷の酸素要求性

徳富(宮尾)光恵，山本直樹(農水省・生物研)

タパコ葉緑体 NAD(P)Hデヒドロゲナーゼに依存する循環的電子伝達

遠藤剛，鹿内利治1，橋本隆1，山田康之1，横田明穂1.2，浅田浩二(京大・食研奈良先端大・パ

イオサイエンス， 2RITE) 

ラン藻Synechocys的 PCC6803 NAD (P) H dehydrogenase (NDH)の精製

松尾道憲，遠藤剛，浅田浩二(京大・食研)

ランソ ウ秒間echocystisPCC 6803 NAD (P) Hデヒドロゲナーゼ (NDH)のHQNOによる阻害

米筆玲，遠藤剛1，松尾道憲1，小川晃男2，浅田浩二1(中国科学院上海植物生理研京大・食研，

2名大・生物分子応答)

タパコ業縁体におけるミクロソーム型シトクロム P450モノオキシゲナーゼと光合成電子伝達系との相互作

用

杉浦美羽1，有馬大崎1，薮崎義康2，大川秀郎1.3 (1神戸大・自然科学住友化学・生命研神戸

大・農)

11:30 3aA13 葉緑体共役因子 CF1のr，εサプユニットの役割
久堀徹，本橋健，加藤康之， H. Strotmann1，天野豊己(東工大・資源化学研， lHeinrich-Heine 

Univ.植物生化学研)
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B会場

第 1日(3月27日)午前 B会場 CO2同化

9:30 laBOl C4のsource-sinkモデル植物の sink-limit条件における光合成代謝の制御機構に関する研究

津田信一，越後仁，村木功，宮下三幸(弘前大・理・生物)

9:45 laB02 インゲンの爽切除による葉の光合成の低下は，光合成機能タンパクの量の減少を伴なわない

仲野康美，村松伸一，牧野周，前忠彦(東北大・農・応用化)

10:00 laB03 アイスプラントの CAM化に伴って葉緑体に誘導されるG6P輸送活性の性質

是枝晋，金井龍二(埼玉大・理・分子生物)

10:15 laB04 CO2濃度のちがし、による好熱性ラン藻の光合成系の変化

宮入祥夫(工技院・生命工学研)

10:30 laB05 光照射時にみられるラン藻SynechoωcωsPCC7942の細胞外への還元等量の放出

西野徹，姫野道夫，池田篤治1，佐藤良平，和田野晃(大阪府大・農・応用生化京大・農・農化)

10:45 laB06 マウスカーボニックアンヒドラーゼを葉肉細胞細胞質に発現する形質転換タパコの光合成特性について

地主建志1，阿部敬一郎2，石井龍一1(1東大・農・作物アドバンス・ DDSR&Dセンター)

11:00 laB07 クロレラの CO2適応に関与するカノレボニックアンヒドラーゼ以外の要因

小岩麻里，Z. Ramazanov，白岩善博(新潟大・理・生物， Tech. Inst. Canary Islands) 

11:15 laB08 ラン藻Synechococ，αωsp.PCC7942のcmtABCD遺伝子群は HC03-輸送体をコードしてL、る

岡村将人， Dean Price1， Murray Badger1，小川晃男2，小俣達男(名大・農 ・応用生物，1Mol. 

Plant Physiol.， R. S. B. S.， Australian Natl. Univ.， 2名大 ・分子応答)

11:30 laB09 遺伝子タギング法によるクラミドモナス高 CO2要求変異株の単離と解析

福湾秀哉，石崎公庸，松枝昭治，三浦謙治，井上達也，大山莞爾(京大・農・農化)

第 1日 (3月27日)午後 B会場 CO2同化・光呼吸・光合成と環境

13:00 lpBOl Engineering of C4 photosynthesis genes in riα， a C3 plant， for incre酒 edphotosynthetic e血cien岬

Maurice S.B.Ku1， Mika Nomura2， Sakiko Hirose3， Seiichi TokP and Makoto Mats川oka2(1Bot. 

Dept.， Washington State Univ.， 2BioScienc怠 Center，Nagoya Univ.， 3Natl. Inst. Agric. Res.) 

13:15 lpB02 Eleocharis viv~μm における C3， C4光合成特性の発現:PEPカノレポキシラーゼ遺伝子の解析

東江栄1.2，甲斐元土1，高辻博志1，上野修1(1農水省・生物研九大・農・学振特別研究員)

13:30 lpB03 窒素に応答した C4ホスホエノーノレピルビン酸カノレボキシラーゼ (PEPC)活性調節

出路篤，杉山達夫(名大 ・農 ・応用生物)

13:45 lpB04 ラン藻形質転換株 MTlにおける Chrl仰 ωtiumvinosum RuBisCoの発現が光合成に与える影響

小島佳代，原納究，姫野道夫，小林裕和1，和田野晃(大阪府大・農・応用生化静岡県大・食品

栄科)

14:00 lpB05 生葉における Rubisco活性の測定

津山孝人，柴田勝，小林善親(九大..・林)

14:15 lpB06 イネ rbcSアンチセンス遺伝子導入による Rubisco減少は，高 CO2環境における光合成の窒素利用効率の向

上にむすびっくか?

牧野周¥島田多喜子2，宅見蕪雄2，兼子健太郎1，松岡信3，島本功4，仲野広美1，徳富(宮尾)光

恵三前忠彦1，山本直樹5 (1東北大・農石川農短大 ・農資研名大・分子応答奈良先端大・

パイオサイ エンス農水省 ・生物研)

14:30 lpB07 由ibitionof the activity of RuBiSCO by salts and its rescuing by RuBP and glycine betaine 

Anwaruzzaman1， Kazl虫 Ogawa1.2，Tetsuko Takabe3， Ken-Ichi Tomizawa1， A恒hoYOkota1.2 

(IRITE， 2Dept. Bio喝ci.，Grad. Sch. Biol. Sci.， NAIST， 3Biosci. Cent.， Nagoya Univ.) 

14:45 lpB08 チラコイド膜 apH によるリプロース1，5ピスリン酸 (RuBP) カルポキシラーゼ/オキシゲナーゼ

(RuBiSCO)のフォ ーノレオーバー調節

三宅親弘横田明穂1(RITE， 1奈良先端大)

15:00 休憩
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15:15 lpB09 

15:30 lpBI0 

15・45 lpBll 

16:00 lpB12 

16:15 lpB13 

16:30 lpB14 

16:45 lpB15 

17:00 lpB16 

17:15 lpB17 

B会場

葉緑体形質転換法による RuBisCO大サプユニット遺伝子の改変

富津健一1，鹿内利治2，下出綾子1，Christine H. Foyer3，横田明穂1.2 (IRITE， 2奈良先端大・パ

イオサイエンス， 3INRA) 

ホスホリプロキナーゼにより生成するリボース1，5ーピスリン酸

佐野智1，東順一人柴田均3，横田明穂1.4 (1RITE，2京大・農・地球環境島根大・生物資源科学，

4奈良先端大・パイオサイエンス)

光呼吸活性の低いクラミドモナス突然変異株

鈴木健策(東北農試・生理生態研)

高CO2耐性を持つ緑藻Chlorococcumlittoraleと耐性を持Tこなし、Stichococαtsbacillarisのシトクロム b6/fの

光酸化還元変化

岩崎郁子，蔵野憲秀，宮地重遠(海洋パイオテクノロジー研・釜石)

イネ葉の光合成における長期水ストレスの影響

大橋敬子，牧野周，前J忠彦(東北大・農・応生化)

コムキ・葉の老化過程と展開過程における弱光環境への光合成構成因子の応答と光合成

鈴木雄二，牧野周，前忠彦(東北大・農・応生化)

亜硫酸の Chlorellavulgaris光合成及び細胞内 ATPレベルに対する影響

降旗敬，持丸真里，関口憲二，石渡悟，藤原敬之，桜井英博(早稲田大・教育・生物)

光化学系I複合体の Accessorysubunitは，環境ストレスからランソウを防御する重要なサプユニットであ

る

イ中本準(埼玉大・理・分子生物)

耐塩性シロイヌナズナ突然変異体における活性酸素耐性機構の解析

栂根一夫，小林京子，丹羽康夫，大場泰1，和田敬四郎1，小林裕和(静岡県立大・生活健康金沢

大・理・生物)

第2日 (3月28日)午前 B会場光合成と環境・呼吸

8:30 2aBOl タバコ葉緑体型 CuZn-スーパーオキシドジスムターゼはスーパーオキシド生成部位 (PSI)に局在してはじ

8:45 2aB02 

9:00 2aB03 

9:15 2aB04 

9:30 2aB05 

9:45 2aB06 

10:00 2aB07 

10・15 2aB08 

10:30 2aB09 

めて機能する

小川健一1.2，遠藤剛2，金松澄雄九回中亮ーに石黒澄衡1，岡田清孝1，Dirk Inze4，浅田浩二2

(1京大・理 ・植物京大・食研南九州大 ・食品工， UniV. Gent) 

単細胞紅藻 Galdieriaμrti・taのアスコルビン酸ベノレオキシダーゼの性質
上田雅美1.2，佐野智2，重岡成3，蔵野憲秀久宮地重遠4，河内孝之1，横田明穂1.2(1奈良先端大 ・パ

イオサイエンス， 2RITE， 3近畿大 ・農・食栄海洋パイオテクノロジー研・釜石)

葉緑体に局在するチオレドキシンベノレオキシダーゼ一葉緑体における新規な過酸化水素消去系一

山口勝司，西村幹夫(基生研・細胞生物)

モノデヒドロアスコノレピン酸 ESR測定による葉緑体のアスコノレピ‘ノ酸ベノレオキシダーゼ活性の評価

大野千晶，真野純一，浅田浩二(京大・食研)

デヒドロアスコルビン酸を輸送形態とする葉緑体のアスコノレピン酸濃縮機構

畑奈央子，尼子克己(大阪府大・農・応用生化)

植物の， (ゼータ)クリスタリン様タンパク質のジアミド還元酵素活性

真野純一， E. Babiychuk1， D. Inze1，浅田浩二(京大・食研ゲント大・遺伝)

好熱性ラン色細菌Synech四 C側聞知仰の低温感受性

久保英一，菓子野康浩，小池裕幸，佐藤和彦(姫工大・理・生命科学)

好熱性シアノパクテリア Synechoo附 usvulcanusの低温・光で誘導される細胞凝集

平野篤，国頭俊爾，井上頼直1，池内昌彦2(東京電力・エネルギ一環境研理研 ・光合成科学，

2東大・教養・生物)

ラン藻あ附ho問団Sのアデニノレ酸ンタラーゼの遺伝子解析

佐々木さおり，片山光徳，大森正之(東大院・総合文化・生命環境)
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B会場

10:45 2aBI0 A 1aboratory model for the rapid disappearance of cyanobacteria in natural blooms 

Toshio Sakamot0， Donald Bryant (Dept. Biochem. Mol. Biol.， Penn State Univ.) 

11:00 2aB11 Cyanophora抑radi即 cyanelleから分離した膜系とその性質

安冨佳奈子，菓子野康浩，佐藤和彦，小池裕幸(姫路工大・理・生命)

11:15 2aB12 シロイヌナズナのシア ン耐性呼吸末端酸化酵素a1temativeoxidase遺伝子の構造と発現

中園幹生，最相大輔，堤伸信，平井篤志(東大・農学生命科学)

第3日 (3月29日)午前 B会場二次代謝

8:30 3aBOl トレニアの花色の分子育種

鈴木賢一，醇恵民，田中良和，福井祐子，水谷正子，久住高章(サントリー基礎研)

8:45 3aB02 ニンジン培養細胞における代謝的分化および形態的分化に関わる myb相同遺伝子の解析

秋元宏文，野津彰1，飯田滋2，小関良宏(農工大・農・生命東大院・理基生研)

9:00 3aB03 ニンジン変異細胞系における転移因子 Tdcの挿入

伊藤佳央，小関良宏(農工大.A・生命)
9:15 3aB04 ヤグノレマギク培養細胞からの FLS，ANS cDNAのFローニ ングとその解析

佐野知子，戸栗敏博1，武田幸作(東京学芸大・生物キリンビール基盤研)

9:30 3aB05 タパコ培養細胞の 2，4・Dで活性化される scopoletinglucosyltransferaseの精製と諸性質

田口悟朗1，井村洋章2，前田佳男2，林田信明2，下坂官成1，岡崎光雄1.2 (1信州大・遺伝子実験施設，

Z信州大・繊維・応生)

9:45 3aB06 アベナのポリア ミン分解経路

永山烈，平津栄次(大阪市大・理・生物)

10:00 3aB07 形質転換植物のアルカロイド生合成能の改変

入谷輝，高本秀司，橋本隆，山田康之 (奈良先端大・パイオ)

10:15 3aB08 イソキノリ ンアルカロイド生合成の分子育種(1)オウレン 0・methyltransferase遺伝子のタパコにおける

発現

藤本秀基，佐藤文彦 (京大・農..化)

10:30 3aB09 オウレン培養細胞からのシトクローム P450cDNAのクローニングと解析

田中勝，佐藤文彦(京大・農・農化)

10:45 3aBI0 ジャスモン酸メチルによるムラサキ培養細胞の shikonin生産に対する誘導効果

矢崎一史，武田賢太1，田端守1(京大 ・農.A化京大・薬・生薬)
11:00 3aB11 緑藻BotηIOCOC.ωsbrauniiの炭化水素合成系遺伝子の探索

矢野伸一，河田悦和，小嶋洋之(工技院・大阪工技院)

11:15 3aB12 シアノパクテリアのポリヒドロキシ酪酸生合成制御

三宅正人，浅田泰男(工技院・生命研)

11:30 3aB13 光独立栄養的ポリエステノレ生産の代謝

浅田泰男1，高橋英之2，三宅正人1 (1工技院・生命研地球環境産技研)
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C会場

第 1日 (3月27日)午前 C会場 タンパク質・酵素

9:30 laCOl 

9:45 laC02 

10:00 laC03 

10:15 laC04 

10:30 laC05 

10:45 laC06 

ストレプトアピジンに特異的に結合するタンパク質 (78kDa)の分離・精製と構造解析

高瀬徳子，川上馨，阿部俊之助(愛媛大'.・生資)

アラスカエンドウより抽出したリボゾーム凝集活性夕、ノパグ質をコードする cDNAの解析

伊東庸子，安座間喜崇， Eric Davies1，阿部俊之助(愛媛大・農・生物資源 ノース・カロライナ

州立大・植物)

ニンジン培養細胞におけるフィプロネクチン様タンパク質の存在について

我妻千尋，西本完，保田浩，増田宏志(帯広畜大・生物資源化学)

アプシジン酸によって誘導される冬小麦培養細胞の分泌タンパク質に関する研究

桑原慎子，荒川圭太，吉田静夫(北大・低温研)

二倍性コムギ (Triticum附加coccum)における未熟種子の果皮，糊粉層，怪に存在するアミロース合成酵素

としての 56kDaタンパク

藤田直子，平知明(大阪府立大'.・応用植物)

葉緑体ストロマにおけるフェレドキシン鉄ー硫黄クラスター形成機構の解析

西尾和晃，藤田祐一，中井正人，長谷俊治(阪大・蛋白研)

11:00 laC07 真性粘菌フィザノレム変形体酸性ホスファターゼの精製

鈴木陽子，加藤みゆき，金子実子(日本女子大・理・物生)

11:15 laC08 Spirodela oligorrhizaのGPI-アンカーをもっ phosphataseは purpleacid phosphataseである

岡本貴史，中里洋，森田l直樹1，Guy A. Thompson Jr.2，奥山英登志(北海道大院・地球環境科学，

l工技院・北海道工技院テキサス大・植物)

11:30 laC09 Spirodela oligorrhiza (ヒメウキクサ)の GPI-アンカーを持つ purpleacid phosphataseの遺伝子につし、て

錦織美和，鷲尾健司，岡本貴史，中里洋， Guy A. Thompson Jr人奥山英登志(北海道大・地球環

境科学テキサス大・植物)

第 1日(3月27日)午後 C会場 タンパク質・酵素，窒素代謝・窒素固定

13:00 lpCOl ハス種子登熟期および発芽期における子葉プロテアーゼ活性の変動

13:15 lpC02 

13:30 lpC03 

13:45 lpC04 

14:00 lpC05 

14:15 lpC06 

14:30 lpC07 

14:45 lpC08 

15:00 

15:15 lpC09 

鈴木みゆき，岡本龍史，南川隆雄(東京都立大・理・生物)

ヒマワリ種子酸性プロテアーゼの精製

朴恵卿，小林秀行1，日下部功(筑波大・応生化農水省・食総研)

イネの 20Sプロテアソームの部分精製とサブユニットの同定

中津美紀，伊藤健二，平野久(横浜市大・木原生研)

ダイコン APSスノレホトランスフエラーゼの精製と性質

荒武，関谷次郎(京大・農・農化)

Study of S-adenosyl-L-methionine: L-methionine S-methyltransferase from green barley ma1t 

Maria Joao Pimenta， Yvan Larondelle1， Yuji Kamiya (P1ant Hormone Function， Frontier Reseach 

Program， RIKEN， 1Biochimie de la Nu仕ition，Univ. Catholique de Louvain) 

ジャガイモ塊茎における液胞膜 H+・pump

遠藤千絵，箱山晋，前島正義1(農水省 ・北海道農試名大・農・生物化学)

真核藻類Spirogyrasp.のCuZn-スーパーオキシドジスムターゼの分子的性質

金松澄雄，小川健一1，浅田浩二2 (南九州大 ・食品工京大・理・分子植物 京大・食研)

サツマイモ培養細胞におけるポリフェノーノレオキシダーゼの活性化機構とモノフェノーノレ水酸化酵素活性

鈴木啓太，塩入秀成，小島峯雄，野末雅之(信州大・繊維・応用生物科学)

休憩

ピーマン果実脂肪酸ヒドロベノレオキシドリアーゼ (CYP74B)のクローニングとその発現

松井健二，溢谷瑞義，長谷俊治1，梶原忠彦(山口大・農・応生化阪大・蛋白研)
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15:30 1pC10 

15:45 1pC11 

16:00 1pC12 

16・15 1pC13 

16:30 1pC14 

C会場

講演取消

ダイズ共生窒素固定根粒におけるホスホエノーノレヒ・ノレピン酸カノレボキシラーゼの発現様式

畑信吾，泉井桂，河内宏1(京大院・農生物研)

ダイズにおける2つのウリカーゼ遺伝子発現

高根健一，河内宏1，田島茂行(香川大・生物資源科学農業生物資源、研)

エンドウ Fix-突然変異体 E135に形成された根粒における窒素同化酵素の活性

菅沼教生，伊豆原巧，山本浩二，西村真綾，鳥山可菜子(愛知教育大・生命科学)

In Situハイプリダイゼーション法を用いたアルファノレファ根粒におけるアスパラギン酸アミノトランスフ

エラーゼおよびアスパラギンシンセターゼ遺伝子の発現解析

吉岡博文， Lifang Shjl， Gian Treppl， Stephen J. Gantt2， Carroll P. Vancel. 3 (名大・農 ・植物病
理， lDept. ArgO. P1ant Genet. Univ. Minnesota， 2Dept. P1ant Biol. Univ. Minnesota， 3USDA， 

Univ. Minnesota) 

16:45 1pC15 根粒形成遺伝子の Agrobacteriumtumefaciensへの転移と宿主域拡大

川村亮一，阿部美紀子，内海俊樹，東四郎(鹿児島大・理・生)

17:00 1pC16 従属栄養硝化細菌A加ligenesβωlisの硝化に関与する酵素

大野泰史，牧野直純，星野芳子，榎屋温，庄子和夫，山中健生(日大・理工・工化)

17:15 1pC17 Rhodobacterca.ρ'sula似srnf遺伝子群は新規なエネルギー共役型酸化還元酵素をコードする:暗所での窒素国
定における機能

佐伯和彦，熊谷浩高(阪大院・理・生物)

第2日 (3月28日)午前 C会場窒素代謝・窒素固定，オルガネラ分化

8:30 2aC01 キャピラリー電気泳動法による植物業中の N03-，N02-および NH4+イオンレベルの解析

河村義史，高橋美佐，有村源一郎，諌山俊之，入船浩平，五島直樹，森川弘道(広島大・理・遺伝

子科学)

8:45 2aC02 シロイヌナズナ植物業における二酸化窒素ガス代謝機構の解析

有村源一郎，河村義史，入船浩平，五島直樹，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学)

9:00 2aC03 アンチセンス NiRcDNAを導入したタパコ植物から生じる N20ガスの質量分析

五島直樹，陶守満美子，入船浩平， Miche1 Cabochel，森川弘道 (広島大 ・理・遺伝子科学，

lLaboratoire de Bio1ogie Cellulaire， INRA) 

9:15 2aC04 クロレラの備酸取り込みに対する青色光効果一室素源の検討

神谷明男(帝京大・薬・化学)

9:30 2aC05 ラン藻Plectone制 b01抑制mにおけるグルタミン酸合成酵素アイソザイムの生理的役割

奥原宏明，松村智俗，藤田祐一，長谷俊治(阪大・蛋白研)

9:45 2aC06 トウモロコシ・グルタミン合成酵素遺伝子群の根における組織レベノレでの発現部位の解析

加藤勇治，榊原均，杉山達夫(名大・農・応用生物)

10:00 2aC07 イネ発芽種子におけるアスパラギン合成酵素の発現

川地太兵，末吉邦1，杉本敏男1，王子善清1(神戸大 ・自然科学神戸大・農・生物環境制御)

10:15 2aC08 イネ aspartatekinaseの大腸菌での発現

清田誠一郎，坂野勝啓(農水省・生物研)

10:30 2aC09 NH4 +処理で増加するイネ幼植物根の NADH依存性グルタミン酸合成酵素 (NADH-GOGAT)タンパグ質

蓄積の経時的，空間的変化と細胞内局在性

石山敬貴，早川俊彦， A1yson K Tobinl，山谷知行(東北大・農・応生化， 1St.Andrews大)

10:45 2aC10 イネ NADH依存型グルタミン酸合成酵素ゲノム DNAの構造の解析

後藤聡，赤川巧，早川俊彦，山谷知行(東北大・農・応用生物化学)

11:00 2aC11 カボチャ脂肪酸戸酸化系酵素の cDNA!lローニングとその構造解析

林潤1.2，加藤朗1，林誠1.2，西村幹夫1.2(1基生研 ・細胞生物総合研究大学院大・生命科学)

11:15 2aC12 グリオキシソーム機能欠損突然変異体の単離と解析

林誠，鳥山可菜子，西村幹夫(基生研・細胞生物)
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C会場

第2日 (3月28日)午後 C会場葉緑体成分のバイオジェネシス

13:00 2pC01 イネ変異株の葉片に含まれるメナキノン類の同定

13:15 2pC02 

13:30 2pC03 

13:45 2pC04 

14:00 2pC05 

14:15 2pC06 

14:30 2pC07 

14:45 2pC08 

15:00 2pC09 

15:15 2pC10 

柴田勝1，津山孝人1，岩田伸夫人小林善親1(1九大・農・林九大'.'育種)

フェレドキシンのトマト果実組織内局在性

青木考，和田敬四郎(金沢大・理・生物)

ラン藻における二つのプロトクロロフィリド還元酵素の機能分化

藤田祐一，高木英典，長谷俊治(阪大・蛋白研)

“黄化"ラン藻の緑化過程の解析

加田茂樹，藤田祐一，長谷俊治(阪大・蛋白研)

クラミドモナスのクロロフィル b欠損株の解析

伊藤寿，吉田和市1，田中暢明，田中歩(京大・理・植物基生研・穣養育成)

らん藻Synechococ，ωsp.PCC7942およびPled，側 emab01抑制mのMg-キラターゼサプユニット chlD遺伝子

のFローニング

増田建，中山雅人，太田啓之，高宮建一郎(東工大・生命理工・生体機構)

Fラミドモナスクロロフィル b欠損株 (NL-105) でのクロロフィル分解

土井道生，岡山繁樹(九大・理・生物)

大腸菌中で発現させたカリフラワー水溶性クロロフィル蛋白質の性質と mutagenesisによる機能アミノ酸

残基の解析

佐藤浩之，中山克己，岡田光正(東邦大・理・生物分子)

ダイコンの水溶性クロロフィノレ蛋白質の精製・性質と初期的な X線結晶学的研究

尻無清明，西尾直美，内田朗，佐藤浩之，大西勲(東邦大・理・生物分子)

クラミドモナス葉緑体のチトクロム b6f復合体及びチトクロム c6のパイオジェネシスに関与する核コード

遺伝子:CCSl 

01a Sodeinde，井上香織， Beth Dreyfuss1， Sabeeha Merchant1 (Dept. Biochem. Mol. Biol.， Penn 

State Univ.， 1Dept. Chem. Biochem.， UCLA) 

第3日 (3月29日)午前 C会場 オルガネラ分化

8:30 3aC01 葉緑体核様体の分子構築

佐々木真紀子，佐藤直樹(東京学芸大・生命科学)

8:45 3aC02 プラスチド包膜 DNA結合 (PEND)タンパク質の精製

渡辺愛，佐藤直樹(東京学芸大・生命科学)

9:00 3aC03 プラスチド DNA結合タンパク質 PD2の解析

9:15 3aC04 

9・30 3aC05 

9:45 3aC06 

10:00 3aC07 

10:15 3aC08 

10:30 3aC09 

佐藤直樹，大嶋公久(東京学芸大・生命科学)

エンドウの DNA結合タンパク質 PD3の解析

品田幸代，佐藤直樹(東京学芸大・生命科学)

タパコ培養細胞原色素体DNA結合蛋白質の cDNA解析

土屋明美，三浦順一郎，河野順帆，松岡英明，根本泰行(農工大・工・生命工)

葉緑体核様体 DNA結合性タンパク質 CND41の機能解析ー形質転換植物の培養細胞系を用いた解析

中野雄司1，木村啄磨1.4，村上真也2，山田康之3，佐藤文彦2，吉田茂男1(1理研・植物機能京大

・農・農化 奈良先端大 ・パイオ明治大， .) 

タパコ葉緑体核様体タンパク質 CND41の精製とその生化学的性質

村上真也，茶谷大志，中野雄司1，佐藤文彦(京大・農・農化理研・植物機能)

γロイヌナズナ葉緑体における一過性発現による遺伝子プロモーター強度の評価

吉本光希，境谷真男，磯野協ーに丹羽康夫，小林裕和(静岡県立大・生活健康科学， 1RITE) 

シロイヌナズナのミトコンドリア突然変異体における特異的転写産物の解析

坂本亘，村田稔，本吉線男(岡山大・資生研)
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C会場

10:45 3aC10 液胞膜は膜融合に特殊化された領域をもっ?:VAM遺伝子産物の細胞内局在性の検討

和田洋，中村徳弘(東大・総合文化・生命環境)

11 :00 3aC11 The course of reproducti刊 events泊th虐ch1orop1astcyde of the ch1orococca1 a1ga Sc，四ιぬmω quadrica~ゅ

as revea1ed by using inhibitors of DNA replication 

Vilem Zach1ede!' Shigeyuld Kawano， Tsuneyoshi Kuroiwa (Dept. Bio1. Sci.， Grad. Sch. Sci.， Tokyo 
Univ.) 

11:15 3aC12 単細胞緑藻 Chlamyぬmonasreinhardtiiの細胞分裂周期における業縁体核(核様体)の構造/機能変化の解

析

酒井教に鈴木玲奈2，三角修己1，東山哲也1，黒岩常祥1(1東大院・理・生物科学東医歯大・医)

11:30 3aC13 原始紅藻Cyanidioschyz抑制erolaeの色素体ゲノムの遺伝子Fラスター

太田にじ黒岩常祥1(早稲田大・人科東大院・理・生物科学)
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D会場

第 1日 (3月27日)午前 D会場情報伝達系

9:30 1aD01 

9:45 1aD02 

10:00 1aD03 

10:15 1aD04 

10:30 laD05 

10:45 1aD06 

11:00 1aD07 

11:15 1aD08 

11:30 1aD09 

講演取消

タパコ細胞におけるエリシターに誘導される活性酸素生成と (Ca2+)明上昇

佐橋信哉1，河野智謙1，魚住信之1.2，武藤尚志1.2 (1名大院・農生物分子応答)

ポリアミンによるタパコ酸性 PR-1遺伝子の発現誘導

山川博幹，鎌田博，大橋祐子1(筑波大・生物科学農水省・生物研・分子遺伝)

イネ celldeath変異体の解析

高橋章， JII崎努，佐藤光1，島本功(奈良先端大・パイオ九大・農)
イネ培養細胞にエリシター活性を示すイモチ病菌Fーグノレカン断片とその生物活性の特徴

山口武志，渋谷直人(農水省・生物研)

イネにおける細胞質酸性化によるエリシター誘導性遺伝子の発現

貧道纏，南栄一，矢崎芳明1，坂野勝啓1，朽津和幸，渋谷直人(農水省・生物研・生物工学同・

生理機能)

イネ培養細胞原形質膜に存在する坪アセチノレキトオリゴ糖エリシター結合蛋白質のピオチン化による部分

精製

伊藤ユキ，賀来華江，渋谷直人(農水省・生物研)

エンドウによる褐紋病菌サプレッサーの認識機構

杉浦徹也1，木場章範1，青柳雅昭2，加藤敏朗3，一瀬勇規1，山田哲治人白石友紀1 (1岡山大・農，

2日製産業 SIセンター新日鉄先端技研)

Mastoparanによる植物培養細胞応答機構の解析

津木賢，石川敷司，岩崎行玄，旭正(福井県大・生物資源)

第 1日 (3月27日)午後 D会場情報伝達系

13:00 1pDOl ゼンマイ胞子葉緑体における Ca2+依存性プロテインキナーゼ PK54の性質

蒲池浩之，井上弘(富山大・理・環境)

13:15 1pD02 シロイヌナズナ rd22遺伝子の乾燥誘導性のシス領域に結合する MYC相向性タンパク質をコードする

rd22BPl遺伝子の機能解析

阿部洋1， 2，篠崎和子1，浦尾向。1，岩崎俊介3，細川大二良~2，篠崎一雄3 (1農水省・国際農研東京

農工大・農理研・植物分子)

13:30 1pD03 Two-hybrid法によるシロイヌナズナ・フォスフォリパーゼC結合因子のcDNA?ローニングとその機能解

析

三上浩司1.2，平山隆志2，篠崎和子1.2，篠崎一雄2 (1農水省・国際農研・生物資源理研・植物分

子)

13:45 lpD04 シロイヌナズナの PI代謝関連酵素であるホスファチジン酸ホスファターゼ遺伝子の高塩濃度や低温による

発現誘導

片桐健1.2，三上浩司1.3，篠崎和子1.3，篠崎一雄1.2 (1理研・植物分子筑波大・生物科学国際農

研・生資)

14:00 lpD05 高等纏物におけるプロテインキナーゼ遺伝子の解析:MAPKKについて

松岡大介，有賀逸人，出口真紀，南森隆司，深見泰夫1，王子普清2，吉川潮3 (神戸大・自然科学研

究科・生機化神戸大・遺伝子実験施設神戸大・農・環境制御神戸大・パイオシグナル)

14:15 1pD06 WIPKの障害応答初期過程における信号伝達機能

瀬尾茂美，大橋祐子(農水省・生物研・分子遺伝)

14:30 1pD07 講演取消

14:45 lpd08 シロイヌナズナ MAPKK関連遺伝子の解析

市村和也1.2，溝口剛2，篠崎一雄2 (1筑波大・生物科学理研・植物分子)

15:00 休憩
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15:15 lpD09 

15:30 lpDI0 

15:45 lpD11 

16:00 lpD12 

16:15 lpD13 

16:30 lpD14 

16:45 lpD15 

D会場

シロイヌナズナ MAPKKKATMEKKIと相互作用する因子の解析

溝口剛1，市村和也1，2，篠崎一雄1.2(l理研・植物分子筑波大・生物)

ソラマメ孔辺細胞より単離したタンパク質リン酸化酵素 cDNAの構造及び機能解析

木下俊則，和田元，伊藤正明1，島崎研一郎(九大・理・生物三重大・医)

栄養ストレスに応答するプロテインキナーゼの特徴

池田佳久1，鈴木信弘2，小泉望1，佐野浩1(l奈良先端大・遺伝子教育研究・植物細胞工学秋田県

農業短大)

マストパランによるタバコ培養細胞の (Ca2+J叩上昇とプロテインキナーゼ活性化
高橋宏二1，武藤尚志2(l名大・情文 ・生物システム院農・生物分子応答)

ジャガイモ塊茎タンパク質パタチンのリン酸化される可能性について

仙田香織，道家紀志，川北一人(名大 ・農・植物病理)

イネゲノムに存在する複数の SNFl様プロテインキナーゼ遺伝子

高野誠，鐘ケ江(梶矢)弘美，船附秀行1，菊池尚志(農水省・生物研北農試)

オオムギ硝酸還元酵素遺伝子発現の硝酸誘導に対する各種阻害剤の効果

末吉邦，光山貴志，杉本敏男，王子善清(神戸大・農・生物環境制御)

第2日 (3月28日)午前 D会場情報伝達系

8:30 2aDOl 

8:45 2aD02 

9:00 2aD03 

9:15 2aD04 

9:30 2aD05 

9:45 2aD06 

10:00 2aD07 

10:15 2aD08 

10:30 2aD09 

10:45 2aD10 

11:00 2aD11 

クラミドモナスは‘GreenY伺 st'となりうるか?:"単細胞緑藻クラミドモナスの高効率形質転換系の開発

下河原浩介，藤原祥子1，Arthur Grossman2，臼田秀明(帝京大 ・医・化学東薬大・生命科学・

環境応答， 2Carnegie Inst.， Dept. Plant. Biol.) 

ミトコンドリアと核のクロストーク:ch1oramphenicol-hypersensitive酵母変異株の解析と chloramphenicol

処理で誘導される核遺伝子の解析

加藤祥鉱，瓜谷真裕1，丑丸敬史(静岡大・理・生物静岡大・理・化学)

シクロヘキシミドはトウモロコシ低温誘導性遺伝子の l群の発現レベルを高める

トーマス・ベノレベリッヒ，原田真理子，草野友延(秋田県立農短大・生工研)

DEAD-box型へリカーゼが bZIP型タンパク質の転写活性化ドメイ ンと相E作用する

阿南政宏，飯哲夫，岩測雅樹(京都大院・理・生物科学)

アラピドプシスHY5遺伝子を過剰に発現する形質転換体の解析
小山時隆，字佐美竜二，合田和史，岡田清孝(京大・理・植物)

光形態形成や根の形態形成に働くアラビドプシス HY5遺伝子の発現

合田和史，小山時隆，岡田清孝(京都大・理・植物)

シロイヌナズナのレスポンスレギュレーター遺伝子 (ARR1，ARR2)の単離

酒井啓江，青山卓史，岡穆宏(京大・化研)

トウモロコシのサイトカイニン誘導性遺伝子の単離と発現様式の解析

鈴木めぐみ，伊藤置夏，榊原均，杉山達夫(名大..・応用生物科学)

トウモロコシのサイトカイニン誘導性二成分系情報伝達因子 Cipl遺伝子の構造と機能解析

柳原均，伊藤置夏，鈴木めぐみ，杉山達夫(名古屋大・農・応用生物科学)

シロイヌナズナにおけるこ成分制御系シグナノレ伝達因子の検索

上口智治，鈴木友美，梅田裕之，花木直人，水野猛(名大・農)

シロイヌナズナのハイブリッド型ヒスチジンキナーゼ ATHKlのクローニ ング

浦尾剛，篠崎和子，平山隆志1，篠崎一雄1(農水省・国際農研・生物資源理研・植物分子生物)

第3日(3月29日)午前 D会場細胞分化，環境応答/傷害

8:30 3aDOl ヒャクニチソウ培養細胞の管状要素分化過程でスーパーオキシドはリグニン合成時期に生成する

小川健一1.3，中島仁2，高部圭司2，岡田清孝1，浅田浩二3 (1京大・理・植物京大・農京大・

食研)
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D会場

8:45 3aD02 ヒャクニチソウ細胞の管状要素分化過程におけるアミノベプチダーゼおよびエンドベプチダーゼ活性の変動

南淳，平吹充1，福田裕穂2(鶴岡工業高専・物質工学鶴岡工業高専・工業化学東大・理・縞

物園)

9:00 3aD03 光合成核遺伝子RBCSがカノレスにおいて発現するシロイヌナズナ突然変異体の選抜と解析
鈴木朗範，富田英敬，丹羽康夫，小林裕和(静岡県立大・生活健康科学)

9:15 3aD04 トウモロコシ ωb・ml遺伝子の葉肉細胞特異的発現制御lに関わるトランス因子の解析

椎名隆，法忍、考子，豊島喜則(京大・人間・環境)

9:30 3aD05 ニンジンの不定座の形態形成に影響を与えるタンパク質について

9:45 3aD06 

10:00 3aD07 

10:15 3aD08 

10:30 3aD09 

10:45 3aD10 

11:00 3aDll 

保田浩，増田宏志(帯広畜大・生物資源化学)

Ri・プラスミド由来アグロビン合成酵素遺伝子プロモーターの傷害誘導性:情報伝達経路I

征矢野敬，猪口雅彦，近藤弘清(岡山理大・理・生物化学)

Synech刀cystisPCC6803に依存する新規フノレクトースー1.6ーピスホスファターゼの分子特性

村上晃子，田茂井政宏，武田徹，重岡成(近畿大・農・食栄)

シロイヌナズナにおける2つの NADPH-P450還元酵素の発現制御と遺伝子構造の解析

水谷正治，太田大策(日本チパガイギ一国際科学研)

プラスチド ωー3脂肪酸不飽和化酵素遺伝子 (FAD7)における傷害誘導機構の解析

西内巧，児玉浩明，射場厚(九大・理・生物)

イネベノレオキシダーゼ遺伝子5'上流領媛の傷害応答性の解析

平賀勧，通事岡唯志1，伊藤浩之，後藤洋子2，村上高2，松井博和，本間守，大橋祐子2(北大...

生機化和歌山県暖冨セ農水省・生物研)

GFP遺伝子をレポーターとしたイネキチナーゼ遺伝子発現の解析
斉藤美佳子，大井晶夫，松岡英明，渋谷直人1，西沢洋子1(東京農工大・工・生命工学農水省・

生物研)

11:15 3aD12 傷害応答の初期段階に関わる遺伝子

原光二郎，小泉望，佐野浩(奈良先端大・遺伝子教育研究・植物細胞工学)

11:30 3aD13 大腸菌カタラーゼ遺伝子を導入した形質転換タパコの環境ストレス耐性

武田徹，義村由紀子，田茂井政宏，鹿内利治1，三宅親弘2，佐野智2，富津健一人横田明穂1，重岡

成(近後大..・食栄奈良先端大・パイオサイエンス， 2RITE・植物分子生理)

11:45 3aD14 ラン藻でのグノレタチオン過剰蓄積と酸化ストレス耐性の増強

杉中克昭，高本明子1，津嘉弘1，柴田均1(鳥取連大・農島根大・生物資源・生命工学)
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E会場

第 1日(3月27日)午前 E会場プロゲラム形態形成

9:30 1aE01 シロイヌナズナ気孔形成変異株の単離と解析

9:45 1aE02 

10:00 1aE03 

10:15 1aE04 

10:30 1aE05 

10:45 1aE06 

11:00 1aE07 

11:15 1aE08 

11:30 1aE09 

武内洋志，中川 強(島根大・遺伝子)

花茎の伸長抑制jを示すシロイヌナズナの突然変異体fiw(:fireworks)の解析

中村正展，望月伸悦，長谷あきら(東大・遺伝子)

ねじれ変異遺伝子 SPR1のクローニング

立元秀樹，古谷育代，鹿内利治，山田康之，橋本隆(奈良先端大・パイオ)

シロイヌナズナの花茎・座軸の重力屈性反応に内皮細胞層は必須である

深城英弘，]oanna Wysocka-Di11er1， Phi1ip N. Benfeyl，劉l纏i光2，柴田大輔2，藤津久雄，田坂昌生
(京大院・理・生物・植物ニューヨーク大・生物三井業際植物パイオ研)

シロイヌナズナの NADPHオキシダーゼ系 gp91ψhox相同遺伝子欠損変異株の解析
尾之内均，町田千代子1，町田泰則(名大院・理・生命理学キリンビーノレ基盤研)

NgORF13遺伝子の不定根誘導および業形態形成への影響

青木誠志郎，庄野邦彦(東京大学・総合文化・生命)

ネナシカズラの寄生根形成過程における低分子量ヒート ショックタンパク質遺伝子の発現制御

多国欣史，若杉達也1，古橋勝久，山田恭司1(新潟大・理・生物富山大・理・生物)

T線照射により誘導されるシロイヌナズナの形態変化Iーア ントシアニ ンの蓄積と毛の新規突出分化一

菊池尚志永田俊文，小松節子中嶋信美等々力節子，林徹，森昌樹，鐘ケ江(梶矢)弘美

(農水省・生物研科学技術振興事業団国立環境研農水省・食総研)

T線照射により誘導されるシロイヌナズナの形態変化E一根，葉組織の異常形態形成一

永田俊文，等々力節子1，林徹1，小松節子，中嶋信美3，森昌樹2，鐘ケ江(梶矢)弘美人菊池

尚志2(JST・長崎農水省・食総研農水省・生資研国立環境研)

第 1日(3月27日)午後 E会場プロゲラム形態形成

13:00 1pE01 タパコホメオボックス遺伝子の単離及び形質転換体を用いた解析

玉置雅紀，西村明日香，松岡 信 (名大・生物分子応答)

13:15 1pE02 タバコホメオボックス遺伝子NTH1の解析

西村明日香1，玉置雅紀1，相田光宏九藤津久雄2，田坂昌生2，松岡 信1 (1名大・生物分子応答，

2京大院・理・生物・植物)

13:30 1pE03 イネホメオボックス遺伝子群の単離と発現解析

13・45 1pE04 

14:00 1pE05 

14:15 1pE06 

14:30 1pE07 

14:45 1pE08 

15:00 

15:15 1pE09 

15:30 1pE10 

千徳直樹，佐藤豊，松岡信 (名大・生物分子応答)

イネホメオボックス遺伝子 OSH15の形態形成における機能

佐藤豊1，回切明美人千徳直樹1，松岡信1(1名大・生物分子応答農水省・生物研)

分裂組織の構造・機能的維持に関わるシロイヌナズナ遺伝子のクローニ ング

賀屋秀隆，荒木崇，岩測雅樹(京大院・理・植物)

講演取消

有限花序と無限花序とを決める遺伝的メカニズムの解析

後藤弘爾，本間隆，岡穆宏 (京大・化研)

イネ LEAFY遺伝子RLF(Ri，αLEAFY)の単離と機能解析
小西左江子，井沢毅，経塚淳子，島本功 (NAIST・パイオ+イエンス)

休憩

イネの花の形態形成に関わる RAPl，RAP2の構造と機能

森田匡一，経塚淳子，島本功 (奈良先端大・パイオサイエンス)

シロイヌナズナ花芽形成遺伝子APETALAlと直接相互作用しうるタ ンパク質の単離，解析
津進一郎，溝口剛1，篠崎一雄1，町田泰則2，岡田清孝(京大・理・植物応答理研・植物分子生

物名大・理・生物)
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15:45 1pE11 アラピドプシスの花のパターン形成における media1方向と latera1方向にかかわる突然変異 F185，F151の

解析

松本任孝，石黒澄衛，岡田清孝(京大・理・植物)

16:00 1pE12 花のホメオティック遺伝子PISTILLATAの花弁，雄ずい特異的な発現調節機構の解析

本間隆，岡穆宏，後藤弘爾(京大・化研)

16:15 1pE13 シロイヌナズナにおける AGL6遺伝子の機能解析

中谷美穂，荒木崇，岩測雅樹(京大院・理・植物)

16:30 1pE14 ジンタフィンガーを一個のみ含むベチュニアの転写調節因子の解析

中川仁，小林晃，菅野善明1，久保健一，高辻博志 (農水省・生物研青森グリーンパイ オ)

16:45 1pE15 蔚の形成過程において連続的に発現する 7つの新奇なジンタフィンガープロテインについて

小林晃，坂本綾子，久保健一， Pybka Zbigy由w，菅野善明1，高辻博志(農水省・生物研青森グ

りーンパイオ)

17:00 1pE16 雌しべに発現する EPFタイプジンタフィンガープロテイ ンの解析

久保健一1，菅野善明2，小林晃，中川仁，坂本綾子， Rybka Zbigniew，西野徳三，高辻博志 (農水

省・生物研東北大・院・工青森グリーンパイオ)

第2日 (3月28日)午前 E会場加齢・匪発生・栄養成長・生殖成長

8:30 2aE01 

8:45 2aE02 

9:00 2aE03 

9:15 2aE04 

9:30 2aE05 

9:45 2aE06 

10:00 2aE07 

10:15 2aE08 

10:30 2aE09 

10:45 2aE10 

11:00 2pE11 

11:15 2aE12 

コムギ葉緑体における光照射下での RubiscoLSUの活性酸素による断片化

石田宏幸，清水佐知子，牧野周，前忠彦(東北大・農・応生化)

タパコ培養細胞 BY-2における自食作用のコ ンカナマイシンAによる阻害

森安給二(静岡県立大・食品栄養科学)

タバコ (Nicotianatabacum L. BelW3) 葉のアポプラストでのクロロゲン酸様化合物の酸化還元レベノレのア

スコノレピン酸による調節

高浜有明夫(九州歯科大・生物)

DAD-1は植物の細胞死抑制遺伝子か?

西村哲，井沢毅，島本功(奈良先端大・パイオサイエンス)

動物の細胞死抑制遺伝子 bcl-xLおよび ced-9を導入したタパコで観察される UV-Bおよびパラコート耐性

K. A. Ma1ik，三浦正幸1，大橋祐子(農水省 ・生物研・ 分子遺伝筑波大 ・基礎医学・分子神経生

物)

動物由来の細胞死抑制遺伝子を導入したタパコ植物で観察される葉の形態異常

村上高， K. A. Ma1ik， 三浦正幸1，大橋祐子 (農水省 ・生物研・分子遺伝筑波大・基礎医学・ 分

子神経生物)

ニンジン懸濁培養細胞におけるコンディショニングファクターの不定任分化に対する作用

内田史小里，牧久恵，内倉直美，大菅康一1，萱野暁明2，田部井重量2，田中喜之2，鎌田博3，駒嶺穆

(日本女子大 ・理・物質生物科学三菱重工 ・基盤技術研 農水省・生物研筑波大・生物)

不定匪分化初期に特異的に発現する CEM6遺伝子の機能解析

阿佐美淳，山越薫，佐藤茂1，出村拓2，牧久恵，駒嶺穆(日本女子大 ・理・物生 三井業際パイオ

研東北大・理・生物)

ホメオボックス遺伝子の導入によるニンジン不定怪および幼植物体の形態異常

得字圭彦1，日渡祐二人川原良一九福田裕穂1 (1東大 ・理・組物園東北大院・理・生物理研

・ジーンパンク)

ニンジンの光合成関連遺伝子のタローニングと不定lfE分化過程における発現解析

佐藤久美，出村拓，福田裕穂1(東北大院・理・生物東大・理・植物園)

休眠肢芽における細胞周期制御因子の解析

志水佐江，森仁志(名大.Jl・生化学制御)

休眠肢芽に特異的に発現する AD1遺伝子の解析

円由香，森仁志 (名大・農・生化学制御)
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E会場

11:30 2aE13 生長促進作用を持つ西洋ワサビ・ベノレオキシダーゼ遺伝子のイネへの導入

北浦千枝子，小川秀之1，吉田和哉，新名惇彦(奈良先端大・パイオ阪大院・工)

第3日 (3月29日)午前 E会場重力，細胞周期・細胞分裂

8:30 3aE01 

8:45 3aE02 

9:00 3aE03 

9:15 3aE04 

9:30 3aE05 

9:45 3aE06 

10:00 3aE07 

10:15 3aE08 

10:30 3aE09 

10:45 3aE10 

11:00 3aE11 

11:15 3aE12 

11:30 3aE13 

11:45 3aE14 

オートムギ及びコムギ幼葉翰における重力屈性:刺激角度依存性と autotropicstraighteningの関与

樽井裕，飯野盛利(大阪市大・理・植物園)

疑似微小重力環境下におけるアラピドプシス花茎のオーキシン極性移動

岡真理子，宮本健助，上回純一，山本良ーに保尊隆享2，神阪盛一郎2 (大阪府大・総合科学帝

塚山短大・生物大阪市大・理)

キュウリ芽生えの重力形態形成時における ETRl類似遺伝子の発現

藤井伸治，高橋秀幸(東北大・遺生研)

突然変異体エンドウ (ageotro.μ仰)の根の伸長と屈曲に対するカルシウムの作用
Charles L. Stinemetz，高橋秀幸，菅洋(東北大・遺生研)

樹木シュートの姿勢制御因子としての表面成長応力一負重力屈性発現挙動の力学的モデル

山本浩之，吉田正人，奥山剛(名大・農・応用生物)

エドヒガン系サクラの GA3処理枝における負の重力屈性と成長応力

吉田正人，山本浩之，奥山剛，中村輝子1(名大・農日女大・理)

ザンセツシダレモモにおけるジベレリンによる負の重力屈性の発現

津島美穂，吉田正人1，中村輝子(日女大・理・物生名大・農)

シダレヤナギにおけるジベレリン処理による負の重力屈性の誘導

森美穂，中村輝子(日女大・院・理)

ヒャクニチソウ培養細胞の細胞分裂は活性酸素によって制御される

小川健一1，3，中島仁2，高部圭司2，岡田清孝1，浅田浩二3 (1京大・理・植物京大・農京大・

食研)

植物ヒストン遺伝子のS期特異的転写制御に関わる Oct配列の存在意義

国岡健一郎，賀屋秀隆，荒木崇，飯哲夫，岩測雅樹(京大院・理・生物科学)

イネの ιdc2ホモログの細胞周期依存的な発現制御

梅田正明，梅田(原)千景，山口雅利，橋本純冶1，内宮博文(東京大・分生研 農水省・生物研)

B-typeサイクリン遺伝子の M期特異的発現に関わる制御機構

伊藤正樹，岩瀬政行，渡漫昭(東大院・理・生物科学)

タバコの RbcDNAの単離と発現解析

村上浩子，関根政実，新名惇彦(奈良先端大・バイオサイエンス)

タバコ細胞の増殖制御:NPK1プロテインキナーゼ (MAPKKK)とNAK1キネシン様タンパク質の相互作

用

石川雅樹，西浜竜一，坂野弘美，町田泰則(名大院・理・生命理)
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第 1日(3月27日)午前

F会場

F会場形態形成/光

9:30 1aF01 

9:45 1aF02 

10:00 1aF03 

10:15 1aF04 

10:30 1aF05 

10:45 1aF06 

11:00 1aF07 

11:15 1aF08 

11:30 1aF09 

日長感受性に関わる遺伝子 CONSTANSのイネ相同遺伝子の単離と解析

早間良輔，井津毅，島本功(奈良先端大・ パイオ)

青色光及び赤色光によるトウモロコシ幼禁輸の成長抑制

Mohammad Masud Parvez，若林和幸，保尊隆享，神阪盛一郎(大阪市大・理・生物)

B1ue light-induced shrinking of protop1asts from Arabido.ρsishypo∞ty1s釦 dphytochrome-dependent expres-
sion of the b1ue light responsiveness 

Xiaojing W叩 g，Moritoshi Iino(Botanica1 Gardens， Fac. Sci.， Osaka City Univ.) 

西洋わさび毛状根からのフィトクロム遺伝子の単離と解析.II : PHYB， PHYEの解析

驚藤カ，原田宏，鎌田博(筑波大・生物)

完全寄生植物ネナシカズラの色素体ゲノムにおける光合成関連遺伝子の構造と機能:ndh遺伝子の欠失およ

び偽遺伝子化

四方幸治，若杉達也，古橋勝久1，山田恭司(富山大・理・生物新潟大・理・生物)

完全寄生植物ネナシカズラ (Cusωtajap側仰)の芽生えの光応答特性(1)伸長生長およびクロロフィノレ

合成の様式

山田恭司，多国欣史1，成沢雅広，若杉達也(富山大・理・生物新潟大・理・生物)

完全寄生植物ネナシカズラ (Cuscutaja.抑~ica) の芽生えの光応答特性 (II) 光応答性遺伝子の発現バター

Lノ

若杉達也，柴田未知恵，成沢雅広，多田欣史1，山田恭司(富山大・理・生物新潟大・理・生物)

フシナシミ ドロ多核細胞の脊色光照射域で誘発される核分裂と分枝

高橋文雄，菱沼佑1，片岡博尚(東北大・遺生研山形大・理・生物)

積物根組織細胞の生理・形態学的研究 (N)培地中の水によるエンドウ根組織中の空隙形成率の変化

仁木輝緒，梶隆(拓殖大・工・政経)

第 1日 (3月27日)午後 F会場形態形成/その他，環境/光

13:00 1pF01 

13:15 1pF02 

13:30 1pF03 

13:45 1pF04 

14:00 1pF05 

14:15 1pF06 

14:30 1pF07 

眼点を欠損したブラ シノ藻Mesostigl仰が示す走光性の特徴(方向認識性，光感度，波長依存性)について

松永茂，渡辺哲，宮村新一，堀輝三(筑波大・生物科学)

短日植物I伊moeatriヌdaに見出された連続照明下で常に花芽形成するプロトクローン
関屋公子，尾崎葉子，丹羽勝，丸橋亘，横田国夫1(茨滅大・農茨城生工研)

分子内に二重結合を有する新規ポリア ミン

藤原仲介，米山宏、克1(四国農試・資源利用農業研究セ・栄養診断)

スギAGAMOUShomo1ogの雄花での特異的発現

福井充枝，二村典宏，向井議，長尾精文， Y. Wang，篠原健司 (農水省・森林総研)

シロイヌナズナ C1pプロテアーゼの葉緑体の老化に関与する可能性について

中林一美，伊藤正樹，渡漫昭，篠崎一雄1(東大院・理・生物科学理研・植物分子)

ホウレンソウ葉のマイクロボディ型アスコルビン酸ベノレオキシダーゼの分子的性質と生理的意義

吉村和也，吉井真人，三浦登貴子，田茂井政宏，石川孝博1，武田徹，重岡成(近畿大・農・食栄，

l和医大・生化)

ホウレンソウ葉の葉緑体型アスコノレピン酸ベノレオキシダーゼアイソザイムはC末端領域の選択的スプライ

シングを受ける

吉村和也，薮田行哲，本田貴弘，田茂井政宏，石川孝博1，武田徹，重岡成(近畿大..R・食栄，

1和医大・生化)

14:45 1pF08 イネどま葉枯病菌における光応答 cDNAの単離

木原淳一，熊谷忠(東北大・遺生研)

15:00 休憩

15:15 1pF09 シロイヌナズナ LONGHYPOCOPTYL 1遺伝子の機能解析

村本拓也， Howard M. Goodm卸 1，横田明穂，河内孝之 (奈良先端大 ・パイオ ハーバード医大)
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15:30 lpFI0 

15:45 lpF11 

16:00 lpF12 

16:15 lpF13 

16:30 lpF14 

16:45 lpF15 

17:00 lpF16 

17:15 lpF17 

F会場

単子葉植物イネにおける光形態形成に関与する COP1遺伝子の単離とその解析

柘植知彦，吉積毅1，Deng Xing-Wang2，松井南(理研・フロンティア・分子機構帯広宙産大・

草地生産， 2Dept. Biol. Ya1e Univ.) 

エンドウ芽生えの単離核におけるフィトクロム B及びAの検出とその光制御

長谷あきら(東大・遺伝子)

ホウキモロコシのアントシアニン形成に関わるフィトクロムの二つの効果

七銭千津子，恩田祥子，西村陽子1，久保田守2，渡辺正勝人橋本徹1(神戸大・理・生物神戸女

子大・家政基生研)

赤色光，近赤外光によるシダ胞子の発芽誘導

飯沼知子，西脇陽子，岡本和久1，菅井道三(富山大・理・生物名大・理・生物)

シダ植物の青色光受容色素タンパク質遺伝子の単離・解析

鐘ケ江健，本卜鉱淑，和田正三(都立大・理・生物)

ホウキモロコシにおける UV-B照射による DNA損傷と回復一光回復醇素の誘導

秦恵， Eckard Wellm創m1，橋本徹2(神戸大・理・生， lFreiburg Univ.， 2神戸女子大 ・家政)

イネの業位，業構告の変化に伴う， UV-B誘導 DNA損傷とその修復能力の動態

日出間純，熊谷忠 (東北大・遺生研)

イネにおける紫外線 UV-B誘導 DNA損傷とその修復機能との関係について

美恵淑，日出間純， Betsy M. Suther1and1，熊谷忠(東北大・遺生研， lBrookhaven Natl. Lab.， 

Biol.) 

第2日 (3月28日)午前 F会場環境/光・温度

8:30 2aFl 

8:45 2aF2 

9:00 2aF3 

9:15 2aF4 

9:30 2aF5 

9:45 2aF6 

10:00 2aF7 

10:15 2aF8 

10:30 2aF9 

10:45 2aF1O 

11:00 2aF11 

11:15 2aF12 

纏物におけるスクアレン合成酵素の構造と発現様式について

畑信吾，三宮ー宰1，河内宏2，松岡信1，山本直樹2，泉井桂(京大院・農名大・生物分子応答，

2農水省・生物研)

光による葉緑体 RNAポリメラーゼ認識シス配列の変化一光応答転写の一機構ー

角山雄一，馬場恭子，中平洋一，米国章登，椎名隆，豊島喜則(京大院・人間・環境)

イネ核局在性蛋白質受容体遺伝子の光応答的発現

庄子和博1，岩崎俊介2，内宮博文3，松木吏弓4，徳富(宮尾)光恵4，山本直樹4 (1電中研新潟大

・理東大・分生研農水省・生物研)

トウモロコシの DofDNA結合タンパク質を介した光応答性組織特異的遺伝子発現調節機構

柳湾修一， Jen Sheen1 (東大・総合文化・生命， lMassachusetts Genera1 Hospita1) 

赤色酵母 Rhodotorulaminutaにおけるエノレゴステローノレ代謝の光制御

中馬誠，奥津敬之1，村田芳行，多団幹郎1(岡山大院・自然科学岡山大.Jl) 

暗所特異的に発現する分岐鎖 α・ケト酸脱水素酵素遺伝子の糖による発現制御

藤木友紀，伊藤正樹，渡漫昭(東大院・理・生物科学)

青色光に依存したラン藻SynechocystisPCC6803の従属栄養条件下での増殖

和田元，奥村典子1，正元和盛1，渡辺正勝2(九大・理・生物熊大・教育・生物基生研)

ラン藻Anabaenaにおける近赤外光照射による細胞内 cAMPレベルの変化

大森正之，渡辺正勝1(東大院 ・総合文化・生命環境基生研・培養育成)

近紫外光によるナスの生理作用の活性化

塩崎紀子，手塚修文(名大・人間情報・環境システム)

Anabaena variabilisのRNA結合タ ンパク質 RbpAlの配列特異性

川上弘人，佐藤直樹 (東学大 ・生命)

シアノバクテリア AnabaenaVQ1匂bilisM3株における RNA結合タ ンパク質遺伝子群の解析

薗山恭之進，佐藤直樹1，太田にじ飯野徹雄(早大・人科， lJ築学大 ・生命)

低温で誘導される FゆbpAl遺伝子の5

中村あや子，佐藤直樹(東京学芸大 ・生命科学)
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F会場

第2日(3月28日)午後 F会場微生物・ウイルス

13:00 2pF01 

13:15 2pF02 

13:30 2pF03 

13:45 2pF04 

14:00 2pF05 

14:15 2pF06 

14:30 2pF07 

14:45 2pF08 

15:00 2pF09 

15:15 2pF10 

15:30 2pF11 

植物の非宿主抵抗性発現における細胞骨格の重要性(1)

小林裕子，小林一成，久能均(三重大・生物資源・植病)

プロベナゾーノレによるタパコおよびアラピドプシスの全身獲得抵抗性の誘導

吉岡啓子，仲下英雄，桐淵協子，山口勇(理研)

植物の過敏感反応におけるエチレンの重要性

大坪憲弘，瀬尾茂美，仁木智哉，大橋祐子(農水省・生物研・分子遺伝)

塩基性 PRタンパク質遺伝子の転写を司る EREBP遺伝子のゲノム構造と発現の解析

北島佐紀人，高木優1，進土秀明1，佐藤文彦2 (京大 ・RIセ工技院・生命工学研京大...J量
化)

エンドウの防御応答における活性酸素の意義

稲田温子，藤井匡寛，木場主主範，一瀬勇規，山田哲治，白石友紀(岡山大・農)

エンドウの防御応答に対する合成モデノレエリシターの影響

木場章範1，稲田温子1，竹田忠紘2，金光卓也九一瀬勇規1，山田哲治1，白石友紀1(1岡山大・農，

2共立薬大 ・薬名市大・薬)

タパコ培養細胞を用いたキシラナーゼによる細胞死誘導機構の解析

矢野明1，2，鈴木馨1，内宮博文人進士秀明1(1工技院 ・生命研・植物分子生物東大・分生研・細

胞機能)

ダイズ根粒に特異的な SUPERMANホモロ グについて

河内宏，程憲国1，田島茂行1，高辻博志(農水省・生物研香川大・農)

根粒形成過程に異常を示す11系統のミヤコグサ Lotusjゆ側iω 突然変異体

今泉(安楽)温子， JII口正代司，小岩5f"之1，赤尾勝一郎2，庄野邦彦(東大・生命環境岩手生物

工学研農水省・生物研)

酵母細胞における外来性蛋白質・ノレシフエラーゼの発現の変化とストレス蛋白質の関与

海野けい子，保坂真穂，岸戸崇浩，岡閉昌二， Susan Lindquist1 (静岡県大・薬・放射シカゴ大

.HHMI) 

遺伝子のポジショナノレクローニングのための機能検定に必要な，長いゲノム断片によるイネの形質転換系の

確立

秋山康紀1，中村信吾1，鈴木隆夫1.2，Iwona Wisniewska1，3，佐々木典子1，)11崎信二1(1農水省 ・生

物研サカタのタネポーランド植物育種研)

第3日(3月29日)午前 F会場環境/温度

8:30 3aF01 

8:45 3aF02 

9:00 3aF03 

9:15 3aF04 

9:30 3aF05 

9:45 3aF06 

10:00 3aF07 

ラン藻Synechoり'stisSp. PCC6803の脂肪酸不飽和化酵素遺伝子発現の低温誘導機構の解析

鈴木石根， Ma1ay K. Ray， Dmitry A. Lοs， Michae1 Malakhov，村田紀夫(基生研)

Trans-and cis-interactions in the temperatur官-dependentexpression of destaturase genes 

Michae1 Ma1akhov， Dmitry Los， Norio Muratョ(Natl.Inst. Basic Bio1ogy) 

ラン藻Synechゅωαω PCC7002に存在する 2種類の GroELホモローグのシャベロン機能

嘉数江美子，福嶋葉月，林秀則(愛媛大 ・理・物質理学)

⑪開echoωαussp. PCC7942の新しい低分子量 HSP遺伝子およびh砂Gの解析

田中直樹，檎山哲夫，仲本準(埼玉大・理・分子生物)

好熱性ランソウ Sy冗echoω心開svulcanusの低分子量 HSPの精製およびその遺伝子の解析

sanjit K. Roy，田中直樹，檎山哲夫，イ中本準(埼玉大 ・理・分子生物)

クロレラ lea遺伝指導入による形質転換タパコの作出

本城賢一，永石賀子，松本弘子，波多野昌二(九大・農・食糧化学工)

タパコの葉緑体局在性低分子量熱ショックタンパク質の cDNA!1ローニング

李痢願，山本直樹，徳富(宮尾)光恵(農水省・生物研)
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10:15 3aF08 カワヤナギ DnaJhomo1ogの発現特性

10:30 3aF09 

10:45 3aF10 

11・00 3aF11 

11:15 3aF12 

11:30 3aF13 

11:45 3aF14 

二村典宏，篠原健司(農水省・森林総研)

マイナス温度に曝されたコムギで誘導されるハードニングの第2ステージとフラグタ ン代謝

吉田みどり，阿部二朗(農水省・北海道農試)

A仰の'stisnidulance由来ァ、ンノレ脂質デサチュラーゼ遺伝子を導入したタパコの耐冷性

藤井敏雄，西津治，東瑞恵，関口桂子，戸栗敏博(キリンビーノレ基盤技術研)

低温馴化過程におけるオーチヤードグラスのタンパク質組成の変動

荒川圭太，吉田静夫(北大・低温研)

凍結による細胞質の酸性化とその要因

村井麻里，吉田静夫(北大・低温研)

ABAにより冬小麦懸濁培養細胞の細胞膜中に蓄積する 19・kDa細胞膜タンパク質と耐凍性の関係

小池倫也，竹津大輔，荒川圭太，吉田静夫(北大・低温研)

温度ストレスにより誘導される遺伝子のDifferentia1Disp1ay法による検索

松尾友明，永山美香(鹿児島大・農・生環)
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第 1日(3月27日)午前 G会場環境応答/無機栄養

9:30 laGOl 

9:45 laG02 

10:00 laG03 

10:15 laG04 

10:30 laG05 

10:45 laG06 

11:00 laG07 

11:15 laG08 

鉄欠乏オオムギ根におけるムギネ酸生合成経路の研究班:ニコチアナミンアミノ酸転移酵素の遺伝子配列と

発現

高橋美智子，山口博隆，中西啓仁，西湾直子，森敏(東大・農学生命科学)

酵母の鉄吸収変異株ctrlの生長を回復させるオオムギの cDNAクローン

山口博隆，塩入孝之1，森敏(東大・農学生命科学名古屋市大・薬)

鉄欠乏オオムギの根において特異的に発現するギ酸デヒドロゲナーゼ遺伝子の解析

鈴木一矢，板井玲子，鈴木宏一郎，中西啓仁，森敏(東大・農学生命科学)

Synechocystis sp. PCC 6803の CP43'及びフラポドキシン遺伝子破壊株の作製及び表現裂の解析

鈴木豊子，仲本準(埼玉大・理・分子生物)

ラン藻Synec加 COC，側 sp.PCC 7942における硫酸透過酵素サプユニット遺伝子の発現調節

鈴木英治，青木三絵，内山久美子(茨城大・理・生物)

低硫酸イオン環境におけるシロイヌナズナ硫黄同化系遺伝子群の発現応答

高橋秀樹，笹倉紀子，渡部晶子，奥山律子，斉藤和季(千葉大・薬・薬用資源)

シロイヌナズナの硫黄同化経路に関わる遺伝子群の栄養条件による発現制御の解析

中村達夫，原田英美子，山口タ，小泉望，佐野浩(奈良先端大・遺伝子教育研究)

トマト根においてマンガン欠乏により発現が誘導されるタンパク質

北野高寛，佐々木康二，尼子克己，高橋正昭 (大阪府大 ・農・応用生化)

第 1日(3月27日)午後 G会場環境応答/無機栄養・イオン

13:00 lpGOl 無酸素条件下でのニチニチソウ細胞のりン酸吸収

13:15 lpG02 

13:30 lpG03 

13:45 lpG04 

14:00 lpG05 

14:15 lpG06 

14:30 lpG07 

14:45 lpG08 

15:00 

15:15 lpG09 

15:30 lpGI0 

15:45 lpG11 

坂野勝啓，矢崎芳明，清田誠一郎(農水省・生物研)

低リン栄養適応植物ノレジグラスのタンパク質解析

増田泰三，米山忠克，片岡健治1，小松節子2(農研センター国際農研生物研)

Fエン酸放出型低リン酸耐性ニ ンジン培養細胞の糖代謝系の特性

小山博之，瀧田英司，原徹夫(岐阜大・農・植物細胞工学)

ラン藻砂nechococlωssp. PCC7942の硝酸同化系オベロンの亜硝酸による活性化に関わる転写制御因子

愛知真木子，小俣達男(名大・農・応用生物科学)

ラン藻Synechococωssp. PCC7942のnirAオベロンの転写制御に関わる ciselementの解析

前田真一， )11口由利子，大江孝明，小俣達男(名大 ・農・応用生物科学)

ラン藻のシアナーゼ遺伝子の窒素による制御

原野よしみ，鈴木石根1，金子貴ーに小俣達男(名大・農・応用生物科学基生研かずさDNA

研)

ラン藻Synechococcussp. PCC7942の硝酸還元酵素活性はアンモニアの添加によって阻害される

小林正樹，小俣達男， Rocio Rodoriguez1， Cata1ina Lara1 (名大 ・農・応用生物科学， 1Inst. Bio-

quim. Vegetal y Fotosintesis， Fac. Biol.， Univ. Sevilla-CSIC) 

葉緑体包膜の亜硝酸輸送の分子機構

村田祐二，尼子克己，高橋正昭(大阪府大・農・応用生化)

休憩

亜硝酸トランスポーター形質転換によるタパコの窒素利用効率の変化

岡桂子，尼子克己，高橋正昭(大阪府大・農・応用生化)

高濃度のカドミウムで培養したトマト細胞から検出されるフィトケラチン合成酵素の性質と機能

伊藤祥子，井上雅裕，遠山鴻，斌尾昌範(愛媛大・理・生物)

酵母 Sacc加r側 iyceSexi.伊ωの成長に対する重金属イオンと窒素源の影響
須合悦子，井上雅裕，遠山鴻，滅尾昌範(愛媛大・理・生物)

16:00 lpG12 タパコ培養細胞におけるアルミニウムと鉄による細胞死の解析(1)

池側広宏、，山本洋子，松本英明(岡山大・資生研)
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16:15 lpG13 タパコ培養細胞におけるアルミニウムと鉄による細胞死の解析(]I)

山本洋子，池側広宏、，山口雪子，蜂谷晶子，松本英明(岡山大・資生研)

16:30 lpG14 タパコ培養細胞におけるアルミニウム耐性へのグノレタチオンの影響について

山口雪子，山本洋子，松本英明(岡山大・資生研)

16:45 lpG15 ハイドランジア業中におけるアルミニウム結合物質の同定

馬建鋒，平舘俊太郎1，野本享資2，松本英明(岡山大・資生研， l~量環研サントリ一生有研)

17:00 lpG16 アルミニウム耐性機構としてのクエン酸の分泌

馬建鋒，鄭紹建，松本英明(岡山大・資生研)

17:15 lpG17 小麦におけるケイ酸によるアルミニウム害軽減効果の解析

岡本庄司，馬建鋒，松本英明(岡山大・資生研)

第2日 ( 3月28日)午前 G会場環境応答/イオン

8:30 2aGOl 空色西洋アサガオの開花に伴う花色変化の機構解明

8:45 2aG02 

9:00 2aG03 

9:15 2aG04 

9:30 2aG05 

9:45 2aG06 

10:00 2aG07 

10:15 2aG08 

10:30 2aG09 

10:45 2aGI0 

吉田久美，岡崎芳次1，加藤潔2，前島正義3，難波千営子4，西村幹夫4，亀田清， 近藤忠雄5 (椙山

大 ・生活・食品栄養大阪医大・生物名大・人間情報バ名大・農・生化基生研・細胞生物，

5名大 ・化測機セ)

塩ストレス環境下でのオオムギ根における細胞内 pHとリン化合物の変動

且原真木，矢崎芳明1，坂野勝啓1，河崎利夫2(岡山大・資生研農水省・生物資源研四僚畷学

園女子短大)

塩耐性程度が異なる Nicotiana属横物の水ポテンシャノレ変化と Na+，K+イオンの蓄積特性

山田茂裕，小森俊之， Patricia N. Myers，今関英雅(日本たばこ産業・遺伝育種研)

タパコ培養細胞における原形質膜内向き整流性K+チャネノレの塩ストレス適応、

橋野比呂志，副田憲司，村田芳行1，多田幹郎(岡山大・.・細胞生理岡山大院・自然科学)

ラン藻Synechocystissp. PCC 6803のNa+!H+アンチポーター

稲葉昌美，坂本教1，村田紀夫1(総研大 ・生命科学基生研)

グリシンベタインを蓄積できるようになったトランスジェニックイネのストレス耐性

坂本教， Alia，村田紀夫(基生研)

塩ストレス適応および非適応タパコ培養細胞内の遊離アミノ酸組成

副国憲司，大熊英治，福図三穂，村田芳行1，多団幹郎(岡山大..・細胞生理岡山大院・自然

科学)

耐塩性タパコ培養細胞に特異的に蓄積するタンパク質の分析

神田愛，竹田恵美，井田和子(大阪女子大・基礎理)

イネ (αyzasativa L. cv. Sasanishiki)を用いた，塩ストレスによる光合成電子伝達活性の阻害機構の解析

田中義人1，岸谷幸枝2，高倍鉄子3，林泰行4，田中章4，高倍昭洋1.5 (1名城大・理工 ・化学東北

大 ..， 3名大 ・生物分子三菱化学・織物工学研名城大 ・総合研)

ラン藻伽JechocystisSp. PCC 6803野生株および ndhB欠損変異株における塩ストレス条件下での電子伝達

活性

田中義人1，日比野隆1，小川晃男2，高倍昭洋1.3 (1名城大 ・理工・化学名大 ・生物分子応答名

波大・総合研)

11:00 2aG11 耐塩性ラン藻Aphanotheceha坤hyticaの分子シャベロンDnaKの性質

日比野隆1，石川浩1，高倍昭洋1.2 (1名城大・理工名城大・総合研)

11:15 2aG12 火山灰土壌に自生するシロイヌナズナの酸性障害パターンの解析

戸田智美，小山博之，北村訓子，原徹夫(岐阜大.A・植物細胞工学)
11:30 2aG13 ホウレンソウ NiRcDNAを導入したトランスジェニック・シロイヌナズナ植物の二酸化蜜素ガス同化の解

析

高橋美佐，井田正二1，関原明，五島直樹，森川弘道(広島大・理・遺伝子科学京大・食研)
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第2日 (3月28日)午後 G会場生物時計

13:00 2pGOl 

13:15 2pG02 

13:30 2pG03 

13:45 2pG04 

14:00 2pG05 

14:15 2pG06 

藍色細菌の概日性リズムの周期を延ばすゲノム DNA断片の解析

沓名伸介，近藤孝男，佐藤晋ー，石浦正寛(名大・理・生物)

光及び温度パノレスによる藍色細菌の概日性リズムの位相変位

井上千晶，岡本和久，沓名仲介，石浦正寛，近藤孝男(名大・理・生命理学)

藍色細菌Synecho町 cussp. PCC 7942の生物時計遺伝子の相同遺伝子の探索

宇津巻竜也，近藤孝男，井上千晶，井上頼直1，石浦正寛(名大院・理・生命理学理研)

藍色細菌の生物時計オベロンの発現解析

沓名仲介，近藤孝男，石浦正寛(名大院・理・生命理学)

アカパンカピにおけるカルモジュリンアンタゴニスト感受性変異株， φ'z-2，の表現型を抑制する変異株の
分離

別府由紀，豊田勝也，小内清，中島秀明(岡山大・理・生物)

アカパンカピのカノレモジュリンアンタゴニスト感受性変異株， φz仏の温度感受性を抑制する遺伝子のク
ローニング

片桐敏，小内清，中島秀明(岡山大・理・生物)

第3日 (3月29日)午前 G会場環境応答/水分・浸透圧・傷害.吸収・転流・蒸散

8:30 3aGOl ニンジン gDcPAL遺伝子の UV，エリシター，機械的刺激に対する応答

竹田淳子，小関良宏1(京大・農・農化東京農工大・工・生命工学)

8:45 3aG02 植物二次代謝産物による過酸化ストレス保護作用

原口博行，松原久子，信岡梢，福田愛弓(福山大・工)

9:00 3aG03 ゲラニオールは植物細胞にアポトーシスを引き起こす。

9:15 3aG04 

9:30 3aG05 

9:45 3aG06 

10:00 3aG07 

10:15 3aG08 

10:30 3aG09 

10:45 3aG1O 

高嶋傭，泉俊輔，平田敏文(広島大・理・化学)

イチジク果実の成熟に伴う水の動態変化の NMRによる解析

隈元保子，井上員理，渡辺剛史，石田信昭1，狩野広美2(九大.，8l・園芸農水省・食総研生

物研)

チューリップ組織の水の動態に対する低温処理の影響

渡辺剛史，井上虞理，隈元保子，石田信昭1，狩野広美2(九大.，8l.園芸農水省・食総研生

物研)

Glass transition temperatures in ga1actopinitol and other non-r吋ucingsugars 

Ching-Te Chien(Taiwan Forestry Res. Inst.) 

原生動物Eug，初UJgraαゐの適合溶質トレハロース合成に関与するセカンドメセンジャー

生里重些，有本友香，谷亜矢，田村良行，増田渉1，宮武和孝，中野長久1(羽衣学底短大・食物，

l大阪府大・応生化)

エンドウ根の水分属性におけるエンド型キシログルカン転移酵素 (EXGT)遺伝子の発現

高野守，藤井伸治，西谷和彦1，平沢正2，高橋秀幸(東北大・遺生研鹿児島大・教養東京農

工大・農)

塩ストレスで誘導されるシロイヌナズナの Cys2/His2型Zn-:finger蛋白質遺伝子の解析

坂本秀樹，岡南政宏，荒木崇，飯哲夫，岩測雅樹(京大院・理・植物)

シロイヌナズナの乾燥・低温ストレスによる遺伝子発現を制御するシス因子 DREに結合する蛋白質をコー

ドする cDNAの単離

劉強，阿部洋，三浦節子，篠崎和子，篠崎一雄1(農水省・国際農研・生物資源理研・植物分子

生物)

11:00 3aGll シロイヌナズナのプロリンデヒドロゲナーゼ遺伝子 erd5の発現解析

中島一雄，佐藤里絵，清末知宏1，篠崎和子，篠崎一雄1(農水省・国際農研・生物資源理研・纏

物分子生物)
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11:15 3aG12 イネ節管液チオレドキシンh遺伝子の発現の部位特異性

石渡裕，根本圭介，藤原徹，林浩昭，茅野充男(東大院・農学生命科学)

11:30 3aG13 ヒマと小麦の器官と餓管液・導管液のd13C値，d15N値の関係

米山宏、克1，2，増田泰三九藤原英司2，L. L. Hand1ey3 (1農業研究センター筑波大 ・応生， 3SCRI， 

UK) 
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第 1日 (3月27日)午前 H会場ホルモン/オーキシン

9:30 1aH01 

9:45 1aH02 

10:00 1aH03 

10:15 1aH04 

10:30 1aH05 

10:45 1aH06 

カボチャ下駐車由でのアポプラストとシンプラストのインドール酢酸濃度

鶴崎健一，橋田康子1，楼井直樹1(福山大・一般教育広島大・総合科学・自然環境)

イネ液体培養のコンディシ g ンドメディウム添加による Rhizocf，側 iasolaniのIAA産生の増大

古川聡子，庄野邦彦1(都立短大・化学東大・総合文化・生命)

モモ茎頂部からの新たなオーキシン結合タンパク質の単離

菅谷純子，大宮あけみ，菊地幹之，林建樹(農水省・果樹試)

ニンジンの不定匪形成過程におけるオーキシン誘導性遺伝子の単離と解析

北宮絵里，高橋陽介，長田敏行(東大院・理・生物)

オーキシンによって誘導される仰r遺伝子の転写制御機構の解析

酒井達也，高橋陽介，長田敏行(東大院・理・生物)

オーキシン制御遺伝子arcAの機能探索

石田さらみ，高橋陽介， Csaba Koncz1，長田敏行(東大院・理・生物 1""<， ックス ・プランク育種

研)

11:00 1aH07 酵母におけるオーキシ‘ノ制御遺伝子arcAhomo1ogueの解析

石田さらみ，高橋陽介，長田敏行(東大院・理・生物)

11:15 1aH08 ニセアカシア内樹皮レクチン遺伝子プロモーターによる GUS遺伝子のタパコにおける発現

吉田和正，毛利武，西口満，田崎清(農水省 ・森林総研)

第 1日 (3月27日)午後 H会場 ホルモン/GA・エチレン・サイトカイニン

13:00 1pH01 

13:15 1pH02 

13:30 1pH03 

13:45 1pH04 

14:00 1pH05 

14:15 1pH06 

14:30 1pH07 

14:45 1pH08 

15:00 

15:15 1pH09 

15:30 1pH10 

イネ第二葉輸を指標としたジベレリンによる業翰伸長促進現象の組織化学的解析

松倉千昭，伊藤伸一，根本圭介1，谷本英ーに山口淳二(名大・生物分子応答東大.Al， 2名市

大・教養・生物)

Characterization of light-regulated expression of a GA20・oxidaseof pea 

主国L坐豆ya，Tahar Ait-必i，Shannon Frances， Richard E. Kendrick(Frontier Res. Program， 
RlKEN) 

アズキ上座輪切片において Gんによって発現量の増加する遺伝子の単離

金田剛史，柿本辰男，柴田弘郎(阪大・理・生物)

OSH1の過剰発現による内生 GA1量の減少は GA20唱xidaseの発現抑制jを伴っている

草場新之助，村上(嘉納)ゆり子，松岡信1，坂本知昭人山口五十麿3，福元将志(農水省・果樹試，

l名大・分子応答筑波大・農東大.A) 

カウレン合成酵素Bはシロイヌナズナの ga2突然変異体を相補する

山口信次郎， Tai-ping Sun1，神谷勇治(理研 ・フロンティア， lDept. Bot.， D叫keU凶v.)

ent-Kaurene synthase A from C町urbitamaxima and its interaction with ent-kaurene synthase B 

Maria W. Smith， Shinjiro Yamaguchi， Tahar Ait-Ali and Yuji Kamiya(Frontier Res. Program， 

RlKEN) 

イネ緑業中のジベレリン結合蛋白質の細胞内局在と機能解析

小松節子，増田泰三1，海野和俊2，本卜杓允2(農水省・生物研農研センター帝京大 ・医)

蛍光標識化アプシジン酸・ジベレリンとオオムギアリユーロン細胞プロトプラストの相互作用解析研究

休憩

浅見忠男，山本晋1，Maurizio Pulici，一瀬勝紀，瀬戸秀春，中野雄司， Masumi Robe此:son2，安藤

哲人室伏旭3，吉田茂男(理研・植物機能東農工大・ BASE，2CSIRO， 3東大 ・応生化)

チューリップにおけるガム物質生成に対するジャスモン酸メチノレエステノレの効果:特にエチレン生成との関

係

Marian Saniewski，宮本健助1，上回純一1(ポーランド果樹 ・花升学研 大阪府大・総合科学)

エチレンによる浮稲節聞の伸長促進と蒸散の関係

東哲司1，原愛人山村教子2，内田直次1.2，安田武司1.2(1神戸大・自然科学神戸大 ・農)
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15:45 lpH11 糞化ヤエナリ怪軸から精製されたエチレン生成阻害タンパク質の全長 cDNAのクローニング及びその発現

分析

陳暖，酒井慎吾(筑波大・生物科学)

16:00 lpH12 クロモサボニン Iによるレタス根の成長促進作用におけるエチレンの関与

鶴見誠二，石沢公明1，神戸大・自然科学東北大院・理・生物)

16:15 lpH13 メロン果実のエチレン生成機構の解析

加藤俊彦1，大谷珠代人川合啓介1，平林哲夫九中川弘毅1，佐藤経英1.2 (1千葉大・園芸千葉大

院・自然科学日本圃研)

16:30 lpH14 RT-PCRを用いたメロン葉の ACC合成酵素遺伝子および ACC酸化酵素遺伝子の発現解析

古川ー，尾崎武司，今堀義洋，和田光生，小田雅行(大阪府大・農・応用植物科学)

16:45 lpH15 ACC合成酵素アイソザイムの解析

立木美保，森仁志(名大・農・生化学制御)

17:00 lpH16 サイトカイニン処理後短時間で発現が抑制される bHLHタンパタ質をコードする遺伝子の解析

遠山知子，寺本陽彦1，岡田清孝，竹葉剛1(京大・理・纏物京都府大・生活科学・応用生物)

第2日 (3月28日)午前 H会場ホルモン/その他

8:30 2aHOl Isolation of Chalamy必monasrnutant irnpaired at the intervening step in abscisic acid biosynthesis 

Alia， Akira Kato， Shinichi Takaichi1， Tony H. H. Chen2， Norio Murata(Natl. Inst. Basic. Biol.， 

Okazaki， lBiol. Lab.， Nippon Medical School， 2Dept. Hort.， OrモgonState Univ.) 

8:45 2aH02 !lラミドモナスにおける vio泊xanthinの異性化に関与する遺伝子の探索

加藤彰， Alia， Tony Chen1，村田紀夫(基生研オレゴン州立大・園芸)

9:00 2aH03 ジャスモン酸前駆体類とそれらの類縁化合物の生理活性

幸田泰則，喜久田嘉郎，戸嶋浩明1，市原歌民1(北大・農・作物生理生物有機)

9:15 2aH04 単細胞緑藻ドナりエラにおけるジャスモン酸の存在と生理的役割

藤井修平，山本良一，宮本健助1，上回純一1(帝塚山短大大阪府大・総合科学)

9:30 2aH05 タパコ培養細胞におけるフェニルアラニンアンモニアリアーゼの誘導と遺伝子解析

Manisha Shar加 1，権回恵一1，情家高史1，田口悟朗人林田信明1，下坂誠九岡崎光男1.2(1信州大

・繊維・応生信州大・遺伝子)

9:45 2aH06 エンドウのブラシノステロイド生合成変異体 lkbはステロール生合成に欠陥がある

野村崇人，高津戸秀1，横田孝雄2(宇都宮大・農・生物生産上越教育大・自然系帝京大・理

工・バイオ)

10:00 2aH07 カボチャ下座軸におけるブラシノライドの伸長促進作用の機構解明

上村千晶，富永るみ，桜井直樹(広島大・総合科学)

10:15 2aHω アスパラガス花芽化学誘導における EFP(Early Flowering Protein)の解析

Dennis Yeo1，阿部知子，安部弘，桜井成，吉田茂男(理研埼玉大)

10:30 2aH09 ストレスでつくられる花成誘導因子の構造決定

横山蜂幸，山口祥子，猪股慎二，小松一男1，吉田誠一1，阪本興彦，小島清隆2，貝原純子3，滝本

教3(資生堂・薬剤研安分セ， 2R&D室京都生物研)

10:45 2aH1O 新規植物成長調節物質 Dr6の作用機構に関する研究

中嶋直子，平舘俊太郎(農環研)

11:00 2aHl1 ベチュニアのグルタミン酸脱炭酸酵素のアンチセンス遺伝子導入による機能解析

平畠壮規1.3，馬場晶子1，Gideon Baurn2， Hillel Frornrn2，半田高三高柳謙二九高辻博志1 (1農水

省・生物研， 2Weizrnann Insti. Sci.， 3筑波大・農)
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第3日 (3月29日)午前 H会場細胞内輸送・分泌

8:30 3aHOl 

8:45 3aH02 

9:00 3aH03 

9:15 3aH04 

9:30 3aH05 

9:45 3aH06 

10:00 3aH07 

10:15 3aH08 

10:30 3aH09 

10:45 3aHlO 

完全合成改変greenfloresent protein (GFP)遺伝子を用いた高等植物におけるタンパク質細胞内局在部位の

解析

平野貴謙，清水正則，小林裕和，丹波康夫(静岡県大・生活健康科学)

精製前駆体を用いた葉緑体への蛋白質輸送の競争阻害実験

広橋利哉，中井正人，藤田祐一，長谷俊治(阪大・蛋白研)

酵母の小胞体欠損株を用いた遺伝学的手法によるシロイヌナズナの遺伝子のクローニング

松田憲之，中野明彦(東大院・理・生物科学)

小胞体ーゴノレジ体間輸送に必須な SarlGTPaseー植物 SARl遺伝子の優性致死型変異による効果

竹内雅宣，中野明彦(東大院・理・生物科学)

Ara4 GTPaseとその相互作用因子の酵母を用いた解析

上回貴志，松田憲之1，穴井豊昭2，塚谷裕一，内宮博文，中野明彦1(東大・分生研東大・理・

生物科学筑波大・応用生物)

酵母のオートファジーに必須な APG9遺伝子産物の局在の解析

徳永税，田上不比人1，野田健司，大隅高里子1，大隅良典(基生研・エネノレギ一変換帝京大・パ

イオ)

液胞システインエンドベプチダーゼ中間体のN末端アミノ酸配列決定及びタパコ培養細胞への導入

柚木篤史，岡本建史，南川隆雄(都立大・理・生物)

液胞システインエンドベプチダーゼ (SH-EP)における KDEL配列を含む C末端プロベプチドの翻訳後プ

ロセシング

宮腰信，岡本龍史，南川隆雄(都立大・理・生物)

タパコ培養細胞の分泌タンパク質

奥島葉子，小泉望，佐野浩(奈良先端・遺伝子セ・槌物細胞工学)

登熟カボチヤ子葉のデンスベシクノレに見られるタンパク質 DVI00の解析

山田健志1，2，嶋田知生1，Luz Ma巾laMelg.訂ejo1.3，近藤真紀1，西村いくこ1.2，西村幹夫1.2 (1基生

研・細胞生物総研大・生命科学コロンピア国立大)

11:00 3aH11 マイクロボディ蛋白質の膜透過機構~オリゴマー蛋白質を輸送する経路の存在

加藤朗，林誠，西村幹夫(基生研・細胞生物)
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第 1日 (3月27日)午前 I会場細胞骨格

9:30 laIOl 

9:45 laI02 

10:00 laI03 

10:15 laI04 

10:30 laI05 

10:45 laI06 

11:00 laI07 

11:15 laI08 

表層微小管構築における 65kDaMAPの機能

曽根恒星，近野洋，木村宗己，山本周史1，園部誠司，新免輝男(姫工大・理・生命阪大・理)

タパコ培養細胞 BY-2における微小管付随タンパク質の同定

五十嵐久子，園部誠司，新免輝男(姫工大・理・生命)

表層微小管一細胞膜の相互作用に関与するタンパク質の同定

園部誠司，本村宗己，五十嵐久子，新免輝男(姫工大・理・生命)

タバコキネシン様蛋白質 TBK5及びTBKI0の機能解析

松井啓祐，浅田哲弘，柴岡弘郎(大阪大.理・生物)

ニンジンおよびタパコにおける戸チュープリン・アイソタイプの機成と特徴

岡村昭治，南薗帝，岡原孝一，飯田孝幸，片岡智晃(富山医薬大・薬)

高等植物細胞の核からの微小管形成を担うタンパク質について

中山貴照，水野孝一(阪大院・理・生物)

アズキ上座軸切片の伸長に及ぼすオカダ酸の効果

横井崇秀，柴岡弘郎(阪大・理・生物)

独特の減数分裂様式(ー列に四分割する)を示すヒメジャゴケの分裂面挿入機構

嶋村正樹，出口博則，峰雪芳宣(広島大・理)

第 1日 (3月27日)午後 I会場細胞壁

13:00 lpIOl 

13:15 lpI02 

13:30 lpI03 

13:45 lpI04 

14:00 lpI05 

14:15 lpI06 

14:30 lpI07 

14:45 lpI08 

15:00 

15:15 lpI09 

15:30 lpI10 

15:45 lpIl1 

気孔開閉の日周変化に伴う孔辺細胞の微小管の変化

福固めぐみ，中山享子1，浅井尚子1，中嶋信美2，馳津盛一郎，近藤矩朗(東大・理・生物筑波

大・生物国立環境研・地域)

イネの brittleculm (鎌要らず)遺伝子の RFLPマッピング

中村信吾，川崎信二(農水省・生物研)

樹幹の傾斜刺激によるあて材形成初期に発現する遺伝子の cDNA解析

馬場啓一，日尾野隆1，伊藤隆夫，伊藤一弥1(京大 ・木質研王子製紙・森林資源研)

細胞壁合成に関与する温度感受性突然変異体

加藤友彦，佐藤茂，高部圭司1，柴田大輔(三井植物パイオ研京大・農・林産工学)

エンドウ上座軸におけるエンドー1，4-sーグノレカナーゼ，エンドキシログノレカントランスフエラーゼおよびエ
クスパンシンについて

竹田匠，酒井富久美，林隆久(京大・木研)

タパコ培養細胞 BY-2から単離したエンド型キシログノレカン転移酵素 (EXGT-Nl)

長瀬悟，岡本繁久，富田英津子1，西谷和彦(鹿児島大・教養連合大学院・農)

組み換えシュクロース合成酵素の性質

中井朋則，外内尚人1，土田隆康1，森仁志、2，酒井富久美，林隆久(京大 ・木質研 パイオポリマー

.リサーチ名大・農)

管状要素分化に特異的なベノレオキシダーゼ遺伝子ZPO-Cの解析
佐藤康，福田裕穂1(愛媛大・理・生物地球東大・理・植物園)

休憩

ポプラエンドー1.4-sーグルカナーゼのゲノム DNA"ローニング

大宮泰徳，今宿芳郎1，青山卓史1，岡穆宏1，中井朋則，酒井富久美，林隆久(京大・木質研京

大・化研)

キュウリ根導管液タンパタ質 cDNAのクローニングと発現解析

作田千代子，佐藤忍(筑波大・生物)

イネ科植物細胞壁結合型のエキソおよびエンドグノレカナーゼの精製と同定

小竹敬久，中川直樹，桜井直樹(広島大・総合科学)
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16:00 lpI12 イネ発芽種子からのかグノレコシダーゼの精製とその性質

秋山高(農水省・北海道良試)

16:15 lpI13 ナス科植物細胞壁キシログルカンのキシログルカナーゼ加水分解法による構造解析

小西照子，三石安1，加藤陽治(弘前大・教育工技院・生命研)

16:30 lpI14 トウモロコシ幼葉輸細胞壁からの uv吸収物質の酵素的遊離
宮本健助， Schopfer Peter1 (大阪府大・総合科学， lFreiburg大)

16:45 lpI15 トモロコシ芽生えの成長に伴う細胞壁分解活性の量的質的変化

井上雅裕，ネピンス・ドナルド(愛媛大・理・生物，カリフォノレニア大デイピス校)

第2日(3月28日)午前 I会場細胞壁・生体膜

8:30 2aIOl 

8:45 2aI02 

9:00 2aI03 

9:15 2aI04 

9:30 2aI05 

9:45 2aI06 

10:00 2aI07 

10:15 2aI08 

10:30 2aI09 

10:45 2aI10 

11:00 2aIl1 

11:15 2aI12 

11:30 2aI13 

Y釘ivフェニルグリコシドによるゼニゴケプロトプラストの安定化と分裂促進

菅原康剛(矯玉大・理・生体制御)

細胞壁伸展性のタリープ解析 (2)根，匹敵，葉輸の伸長生長と粕鎖性パラメータの相互比較

谷本英一，山本良一1，山口淳二人松倉千昭2(名古屋市大・自然科学・生体分子帝塚山短大・

食品名大・生物応答)

オーキシン及び費量によって誘導される細胞壁の力学的性質の変化

田口俊久，勝見允行(国際基督大・生物)

エンドウ上座軸の伸長と細胞壁構造の変化

藤野猛史，伊東隆夫(京大・木質研)

イネ蔚に存在するアラピノガラタタンプロテイン及び関連オリゴ糖の解析

川口健太郎，賀来華江1，刈屋圏男，箱山晋，渋谷直人1(農水省・北海道良試農水省・生物研)

ギンドロ培養細胞におけるホウ素の細胞内分布

掛川弘一，金子哲1，石井忠，松永俊朗2(農水省・森林総研農水省・食総研農水省・農環研)

ダイコン可溶性画分から単離したホウ酸ーラムノガラクツロナンーE複合体

金子哲，松永俊朗1，石井忠2(農水省 ・食総研農水省..環研 農水省・森林総研)

ホウ酸ーラムノガラタツロナン-II複合体中のホウ酸の結合糖残基

石井忠，松永俊朗1，掛川!ll.ー(農水省・森林総研農水省・農環研)

ホウ酸ーラムノガラクツロナンE複合体に対する抗体を用いた免疫電顕

高崎美紀，河口清香，小林優，間藤徹，関谷次郎，高部圭司1(京大・農..化京大・..林産)

ダイコン細胞壁におけるベクチン質多穏とカルシウム・ホウ素の相互作用

小林優，浅香智之，間藤徹，関谷次郎(京大・農・農化)

イネ培養細胞液胞膜の脂質組成およびプロトンボ γプ活性におよぼす冷温ストレスの影響

中村善行，山口蜂生1，小林秀行，笠毛邦弘2(農水省・食総研筑波大・生物農水省 ・生物研)

カサノ!リ液胞膜の H+輸送性ピロフォスファターゼの一次構造について

池田己喜子，渡辺洋子，田中喜之1，前島正義2(岡山県大・栄養農水省・生物研名大・..

生化)

ミッチェノレの化学浸透説，及びパタテリアの鞭毛回転に関する H+ー駆動力説に対する幾つかの素朴な疑問

清沢桂太郎(阪大・基礎工・生物工学)

第3日 (3月29日)午前 I会場生体膜

8:30 3aIOl キクイモ細胞膜の2種類の H+-ATPaseポリペプチドと C末端ドメインの免疫プロット分析

長谷昭，上岡華代1(北海道教育大・函館・生物名大...生化)

8:45 3aI02 塩ストレス適応および非適応タバコ培養細胞の原形質膜 H+-ATPaseの酵素反応特性

Dyan Iswantini，菅井真人，角谷忠昭，村田芳行1(京大..， 1岡山大・農)

9:00 3aI03 ..カラスムギ根の細胞膜 H+-ATPase活性の Ca2+による可逆的制御

三浦光雄，木下俊則U，島崎研一郎(九大 ・理・生物)
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9:15 3aI04 

9:30 3alO5 

9:45 3aI06 

10:00 3alO7 

10:15 3aI08 

10:30 3aI09 

I会場

シャジクモ節間細胞に電気刺激を与えた時の初期イオン電流の解析-Ba2+に感受性を示す成分

大川和秋，筒井泉雄1，野家修一2(阪大院・理・生物科学岡崎生理研・生体膜賀医大・麻酔)

シャジクモ類における機械刺激受容機構N.電圧固定法の適用
新免輝男(姫路工大・理・生命)

車輪藻細胞のリン酸輸送;単離節間細胞におけるリン酸輸送系の誘導とその機構

三村徹郎， R. J. Reidl， F. A. Smith1 (一橋大・生物， lDept. Botany， Univ. Adelaide) 
植物ミトコンドリアにおけるリン酸輸送タンパク質の cDNAクローニング

高畠令王奈，畑信吾，河内宏1，泉井桂(京大院・農農水省・生物研)

シロイヌナズナ無機リン酸トランスポーター遺伝子の過剰発現によるタパコ培養細胞リン酸吸収の増大

光川典宏，奥村暁，白野由美子，佐藤茂，柴田大輔(三井植物パイオ研)

Arab必opsisK+トランスポータのクローニング

魚住信之1.2，Eugene ]. Kim3，山口剛生2，Francisco Rubio3，坪井昭夫4，武藤尚志1.2，J叫ianI.
Schroeder(1名大・生物分子応答名大院..， 3Dept. Biol.， Ctr. Mol. Genet.， UC， S如 Diego，

4基生研)

10:45 3aI10 葉緑体包膜に局在する電子伝達と K+輸送の関連

村田善則，尼子克己，高橋正昭(大阪府大・農・応用生化)

11:00 3aI11 植物液胞膜カルシウム能動輸送系の生化学的解析

上岡華代，田中喜之1，前島正義(名大・農・生化農水省・生物研)

11:15 3aI12 ダイコン細胞質膜水チャネルの一次構造解析と液胞型分子との比較

須賀しのぶ，樋口達治，前島正義(名大・農・生化)
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J会場

第 1日 (3月27日)午前 J会場種子形成

9:30 1a]01 The metabolism ofωrbohydrates in cerea1 seeds under anoxia 

Pierdomenico PerataL2， ]unji Yamaguchi2， Lorenzo GuglielminettP， E1ena Loreti1 and Amed印

A1pP (IDipartimento Bio1ogia delle Piante Agrarie， Univ. di Pisa， 2Nagoya Univ.， Bioscience 

Center) 

9:45 1a]02 ゴマ種子のチアミン結合タンパタ質の性質

渡辺克美，筑紫久美，清水まゆみ，足立崇，吉田豊和，光永俊郎(近畿大..・食栄)

10:00 1a]03 シロイヌナズナ LEC1遺伝子の匪発生における役割

10:15 1a]04 

10:30 1a]05 

10:45 1a]06 

11:00 1a]07 

11:15 1a]08 

11:30 1a]09 

大藤雅章1.2，Tami Lotan2， Kelly Matsudaira Yee2， Ma1iryn A. L. West2， ]ay Danao2， Russe1 R02，]. 

Lynn Zimmerman3， Robe此L.Fischer4， Robe此B.Go1dberg5 and ]ohn]. Harada2 (1基生研・発生生

物， 2Univ. Ca1ifomia， Davis， 3Univ. Mary1and Boltimore Co山lty，4Univ. Ca1ifomia， Berke1ey， 

5Univ. Ca1ifornia， Los Ange1s) 

シロイヌナズナを用いた種子発芽の遺伝学的解析

南原英司，早間良輔，土屋雄一朗，内藤哲(北大..・応用生命)

OSMYB5とインテグリン遺伝子プロモーター中の AACAモチーフとの相互作用について

鈴木章弘，広瀬咲子，鷲田治彦，呉伝銀，土岐精一，高岩文雄(農業生物資源、研・生物工学)

イネ・ジベレリン酸誘導性遺伝子の転写調節領域の解析とそれに作用するタンパク質因子の検索

鷲尾健司(北大 ・地球環境・環境分子生物)

糖センサーとイネ座におけるr アミラーゼ遺伝子の転写抑制j

梅村孝明2，Pierdomenico Perata1，蓬原雄三人山口淳二1(1名大 ・生物応答セ名波大・農)

イネ発芽種子システインプロテアーゼの遺伝子構造と発現制御

加藤英樹，新谷愛，南川隆雄(都立大・理・生物)

イネ未熟種子特異的プロテインキナーゼ遺伝子の機能解析

浅野敬幸1，川崎務2.3，多国雄ーに島田浩章1(1東京理大・基礎工 ・生物工三井組物パイオ研，

3奈良先端大・パイオ)

11:45 1a]10 転写因子 VP1と相互作用するタンパク質のPローン化

保浦徳昇，服部束穂 (三重大 ・遺伝子)

第 1日 (3月27日)午後 J会場生殖・遺伝，脂質

13:00 1p]01 

13:15 1p]02 

13:30 1p]03 

13:45 1p]04 

14:00 1p]05 

14:15 1p]06 

14:30 1p]07 

アブラナ科植物の自家不和合性に関与する花粉側認識物質の探索

原実，高山誠司，奈晃植，日向康吉1，磁貝彰(奈良先端大・パイオ東北大.Ol) 

蛍光色素 SYBRGreenを用いた花柱内の花粉管観察方法の開発

東山哲也，黒岩晴子1，河野重行，黒岩常祥(東大院・理・生物科学共立女子短大 ・文)

雄性配偶体形成過程において発現する LIM8遺伝子に関する研究

上藤洋敬，高瀬尚文，平塚和之，堀田康雄(奈良先端大・ バイオサイ エンス)

ユリ花粉母細胞において減数分裂期に発現する LIM13遺伝子産物の解析

尾形信一，平塚理恵1，皆見政好，高瀬尚文，平塚和之，堀田康雄(奈良先端大・パイオサイエン

ス慈恵医大・生物)

ユリの減数分裂期に発現が誘導される LIM18遺伝子の機能解析

皆見政好，平塚理恵1，高瀬尚文，平塚和之，堀田康雄(奈良先端大・ バイ オサイエンス慈恵医

大・生物)

吹掛け絞りアサガオの CHI遺伝子中に挿入したEn/Spm類縁のトラ ンスポゾン Tpn2

星野敦1.2，飯田滋1 (1基生研総研大 ・生命科学)

AFLP-based mRNA fingerprinting法およびdifferentia1disp1ay法によるマノレパアサガオ花弁のキメラ斑形

成に関わる遺伝子の探索

土生芳樹1，田中(深田)幸子1，久富恵世1.2，飯田滋1(1基生研総研大)
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14:45 1p]08 

15:00 

15:15 1p]09 

15:30 1pJlO 

15:45 1pJl1 

16:00 1pJl2 

16:45 1pJl3 

17:00 1pJl4 

17:15 1pJl5 

17:30 1pJl6 

17:45 1pJl7 

J会場

トランスジェニックイネのジーン・サイレンシング;アンチセンス RNAの関与

休憩

森野和子， Odd-Arne Olsen1，経塚淳子，島本功 (NAIST・バイオサイエンス， 2Agric. Univ. Nor-

way) 

トランスジェニ ッタ トノレコギキョウ植物の育成とその解析外来遺伝子の後代への遺伝について

西原昌宏，星伸枝，阿部善子，山村三郎(岩手生物工学研)

B本産 Tiプラスミドゲノムの構造解析 (3) 制限酵素地図の構築と遺伝子マッピング

鈴木克周，大田伸之，服部嘉行，裏地美杉，前田康昇，加藤明1，吉田和夫(広島大・理・生物科

学北海道農試)

日本産 Tiプラス ミドゲノムの機造解析 (4) : T-DNA領域の構造解析

大田伸之，鈴木克周，服部嘉行，裏地美杉，前田康昇，加藤明1，吉田和夫(広島大・理・生物科

学北海道農試)

日本産 Tiプラス ミドゲノムの構造解析 (5) : vir遺伝子領域の解析

服部嘉行，大田伸之，裏地美杉，前回康昇，加藤明1，鈴木克周，吉田和夫(広島大・理・生物科

学北海道農試)

クラミドモナス DNAメチルトランスフエラーゼの精製と特徴づけ

中野由佳，小泉望，佐野浩 (奈良先端大・遺伝子教育研究・植物細胞工学)

キュウリ MGDGsynthaseに対する抗体を用いたホウレンソウ MGDGsynthaseの解析

北川史二郎，下嶋美恵，太田啓之，増田建，高官健一郎(東工大・生命理工・生体機構)

葉緑体膜の主要糖脂質合成酵素， MGDG Synthaseのシロイヌナズナでのクローニ ング

粟井光一郎，太田啓之，下嶋美恵， j:曽田建，高官健一郎(東工大・生命理工・生体機構)

高発現プロモーターを用いたミクロソーム ωー3デサチュラーゼ遺伝子 (NtFAD3) のタバコにおける過剰発

現

演目達朗，児玉浩明，的場厚(九大・理・生物)

アシノレー脂質型，ア・ンノレーCoA 型 ~9 不飽和酵素と相向性のあるタンパク質遺伝子のクローニング

水谷正子，田中良和，芦刈俊彦，久住高章，村田紀夫1(サントリー基礎研基生研)

第2日 (3月28日)午前 J会場遺伝子

8:30 2a]01 シロイヌナズナの MAR結合タンパク質の同定と解析

茂田一郎，飯哲夫，岩淵雅樹(京大院・理・生物科学)

8:45 2a]02 シロイヌナズナのゲノム解析プロジェグト1.物理地図の作製と塩基配列決定法

佐藤修正，小谷博一，中村保一，浅水恵理香，金子貴一，宮嶋伸行，田畑哲之(かずさDNA研)

9:00 2a]03 シロイヌナズナのゲノム解析プロジェクト II. ゲノム情報解析と解析データ公開システムの開発

中村保ー，宮嶋伸行，佐藤修正，小谷博一，金子貴一，浅水恵理香，田畑哲之(かずさ DNA研)

9:15 2a]04 cDNAセレク ション法によるシロイヌナズナ第5染色体由来のYACクロー ン5F11DNA上の発現遺伝子の

同定およびトラ ンスポゾンタギング法による遺伝子の後能解析

関原明，伊藤卓也，林田信明1，加藤紳子，柴田大輔2，篠崎一雄(理研・植物分子生物信州大・

繊維三井業際植物パイオ研)

9:30 2a]05 アラピドプシス ・ゲノムの特定領域に存在する遺伝子群へのトランスポゾン挿入変異体の系統的作出方法の

確立へ向けて

伊藤卓也，関原明，林田信明1，加藤紳子，柴田大輔2，篠崎一雄(理研・組物分子生物信州大・

繊維 三井業際植物パイオ研)

9:45 2a]06 シロイヌナズナサイクロフィリンの機能解析

斉藤武1，芦田裕之1，田中克典2，川向誠2，松田英幸人中川強1(島根大・ 1遺伝子生物資源科学)

10:00 2a]07 シロイヌナズナにおけるプロリノレイソメラーゼ遺伝子の発現調節

多国隈圭，斉藤武，芦田裕之，問中克典1，川向誠1，松田英幸1，中川強(島根大 ・遺伝子島線

大 ・生物資源、科学)
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J会場

10:15 2a]08 アラピドプシスのヒスチジン生合成系の第2及び第3段階を触媒する複機能酵素遺伝子の単離と構造解析

藤森功，太田大策(日本チパガイギ一国際科学研)

10:30 2a]09 植物ズプチリシンの遺伝子クローニングと構造解析

上杉員紀，坂和憲，山形裕士(神戸大・農・生物機能化学)

10:45 2a]10 遊離メチオニンを過剰に蓄積するシロイヌナズナ突然変異体 (mto1-1)の解析I.メチオニン生合成関連

遺伝子発現の解析

千葉由佳子，木嶋文子，山本紋子，南原英司，内藤哲(北大...応用生命)

11:00 2aJ11 遊離メチオニンを過剰蓄積するシロイヌナズナ突然変異体 (mto1-1) の解析1I.メチオニン蓄積パターン

の解析

太田垣聡，南原英司，内藤哲(北大・農・応用生命)

11:15 2aJ12 w砿 y遺伝子のスプライシングに関するシスとトランスの因子

一色正之，森野和子，中島みどり1，井沢毅，佐藤光2，島本功 (NAIST・パイオサイエンス植

工研九大..) 

11:30 2a]13 高次の遺伝子構造を介した Gln1; 1 promoterの活性制御機構の解析

渡辺明夫1，2，渡漫昭1 (1東大院・生物科学名大・農・生化学術j御)

第3日 (3月29日)午前 J会場遺伝子

8:30 3a]01 

8:45 3a]02 

9:00 3a]03 

9:15 3aJ04 

9:30 3a]05 

9:45 3a]06 

10:00 3a]07 

10:15 3a]08 

10:30 3a]09 

トマトのフルクトキナーゼ cDNAのクローニングと mRNAの積による誘導及び果実内局在

金山喜則， A1an B. Bennett1 (東北大...園芸カリフォノレニア大・デーピス校)

シロイヌナズナのフルクトースー6ーフォスフェート 2ーキナーゼ/フルク卜ースー2，6ーピスフォスファターゼ

(F6P， 2-kinase/F2，6BPase)をコードする cDNAの単離

寺本真紀，稲田のりこ，伊藤正樹，渡遁昭(東大院・理・生物科学)

シロイヌナズナ葉緑体光合成遺伝子の組織特異的発現に関与する6因子遺伝子の解析

磯野協ー1，清水正則2，横田明穂1.3，小林裕和2 (1RITE・植物分子生理静県大・生活健康科学，

3奈良先端大・パイオ)

タパコ psaDbリーダーは小麦匪芽抽出液中でも翻訳エンハンサーとして作用する

大灘みちる，小保方潤ー(北大・地球環境科学)

ラン藻S川echocystisPCC6803のpsbD/C遺伝子のプロモーター領棋に結合する転写調節因子の同定

森凹勇人，林秀則(愛媛大・理・物質理学)

Synecho即 αtSPCC7942のグノレタチオン合成酵素遺伝子破壊株の表現型

奥村典子，正元和盛，和田元1(熊本大・教育・生物九大・理・生物)

イネ dehydroascorbatereductase遺伝子のクローニングと解析

浦野純一，丑丸敬史(静岡大・理・生物)

フタパネゼニゴケの CuZnースーパーオキシドジスムターゼ遺伝子の構造と銅による発現調節

問中克幸，滝尾進，山本勇，佐藤敏生(広島大・理・生物科学)

非光合成細胞・組織に発現するフェレドキシン -NADP+レダクターゼ (FNR)遺伝子:イネ座とタバコ培

養細胞の FNRcDNA !lローニング

井田正二，青木秀之，熊田アンリオパディア，土山直美，増村威宏1，田中園介1(京大・食研京

府大..・農化)

10:45 3a]10 トウモロコシ根で硝酸によって誘導されるフェレドキシン遺伝子のクローニング

松村智裕，榊原均1，杉山達夫1，長谷俊治(阪大・蛋白研名大・農・応生科)

11:00 3aJl1 形質転換トウモロコシを用いた PEPCおよびPPDK遺伝子の発現解析

伊津桂，谷口光隆， Maurice S. B. Ku1， ]enq-Homg Lin 2，斉藤秀章3，石田祐二九大田象三九小

鞠敏彦三松岡信久杉山達夫(名大・農， 1Washington St. Univ.， 2Nat. Chung-Hsing Univ.， 3日本

たばこ・遺伝育種研名大・生物分子応答)

11:15 3a]12 トウモロコシ C4型ホスホエノールピルビン酸カノレボキシラーゼ遺伝子の細胞特異的転写調節因子の検索

谷口光隆，杉山達夫(名大 ・農・応用生物科学)

S4 



J会場

11:30 3a}13 トウモロコシ幼葉輸のアルデヒド酸化酵素遺伝子の解析

関本弘之，瀬尾光範1，灘尾績土2，神谷勇治，小柴共ー1(理研 .FRP，1都立大・理・生物理研

・生体分子)

11:45 3a}14 タパコ亜硫酸還元酵素 cDNAのクローニングとその発現様式

米倉圭子，田中良和，芦刈俊彦，久住高章，長谷俊治1(サントリー基礎研阪大・蛋白研)
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A-Ol 
日本植物生理学会奨励賞
ニンジン細胞培養系を用いた細胞壁機能の研究
佐藤忍(筑波大・生物)

我々は、均質な細胞集団が得られ形態形成現象の
解明に優れたニンジンの細胞培養系を用いて、細胞
壁が細胞・組織間相互作用を通してどの様に発生現
象と関わっているかを明らかにすることを目的に以
下の研究を行った。
1 )ベクチン多糖の構造と細胞間接着
細胞聞の接着性が弱くなり形態形成能力を失った
細胞株等を用いた細胞壁多糖の構造解析の結果、ペ
クチンの中性糖側鎖の構造(Ara，Gal， Xyl) と細胞間
接着性の聞に相闘が見出され、ポリガラクチュロン
酸主鎖以外の多糖が細胞聞の接着や形態形成現象に
関与している可能性が示唆された。
2)分泌タンパク質の種子中における機能
培養細胞の培地中に分泌される諸タンパク質の解
析の結果、カルスの培地中には、塩や界面活性剤で
可溶化されないゲル状の物質として存在する新奇な
分溜、性の不溶性プロテアーゼインヒピターが存在
し、植物体では、種子中の匪内と、匹と匹乳の間隙
に分泌されて匹を取り囲むように存在し、種子発芽
時に合成されるシステインプロテアーゼから匹を
守っている可能性が示唆された。

A-02 
日本植物生理学会論文賞
シアノバクテリアでのNAD(P)Hデヒドロゲナーゼ依
存の光化学系I循環的電子伝達系
米華玲、遠藤剛1、Schreiber，U人小川晃男3、浅田浩二2
(上海植物生理研、 2京大・食研、'univ. WOrzburg、'名大・生

物分子応答研〉

シアノバクテリア， 葉緑体はミトコンドリア呼吸
鎖のNADHデヒドロゲナーゼ(ND町サプユニットに
相向性を示すndh1.宣伝子群をもっている。大気∞z濃
度で生育できないシアノバクテリア変異株の一つが
ndh遺伝子を欠損していたことから、 CO2濃縮への
NDHの関与が示唆されたが、その分子機構は不明で
あった。 Synechocystis PCC 6仰のndh欠損の変異
株を用い、 NDHが呼吸電子伝達だけではなく、光化
学系1 (PSI)循環的電子伝達を触媒することをPSI反
応中心P7∞の酸化還元、クロロフィル蛍光などの測
定により、細胞、 Spheroplastさらにチラコイド膜レ
ベルで証明した。このNDH依存のPSI循環的電子伝
達系はSpheroplastにNADP+、チラコイド膜にフェレ
ドシンとNADp.の添加によって再構成でき、シアノ
バクテリアNDHの生化学的性質を初めて明らかにし
た。これによってPSI循環的電子伝達反応がシアノバ
クテリアのCO2濃縮に関与していることが明らかと
なった。さらに高等植物葉緑体でのNDH・依存の循環
的電子伝達反応についても触れる。
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S 1-01 
光合成と脂肪酸合成の同調機構

佐々木幸子(名古屋大・農・生化学制御)

植物の脂肪酸合成は明暗で調節されているが、その仕

組みが明らかになったので、報告する。植物ではプラス

チドで脂肪酸が合成されるので、 Buchananにより見つけ
られたプラスチド特有の調節機構ーそれは光化学系Iか

ら発生する電子を用いて、フェレドキシン、チオレドキ

シンを経てシグナルを伝達し、触媒活性に必要なs-s
結合を開裂して酵素を活性化する機構ーが関与している

と推定されたので、これを証明する実験をした。脂肪酸

合成を調節し、最初の反応、を行う鍵酵素ーアセチルCo
Aカルボキシラーゼーは光照射で活性化されるので、こ

の酵素について調べた。単離したこの酵素はs-s結合
の還元により活性化され、またシグナJレトランスチ・ュサ

ーであるチオレドキシンで活性化されたので、上記の様

式で調節されると推定された。さらにこの酵素はpH，
Mg+2の変化の影響を受け、光照射時のストロマの生理的

条件下で最大活性を示した。これらの結果より、脂肪酸

合成は光合成に連動した変化(ストロマのpH， Mgぺ酸化

/還元電位)により制御されると推定された。炭酸ガスを

固定する還元的ベントースリン酸経路の鍵酵素はこれら

の機構で調節されるので、植物は光合成と脂肪酸合成を

このようにして協調させているのだろう。

S 1-02 
タバコ NPK5プロテインキナーゼによる HMG-CoA
reductaseのリン酸化
笠宣盆輩、大江田憲治、町田察則1

(住友化学・生命研、 1名大院・理学研究科)

纏物における酢酸ーメI~ロン酸経路の代謝産物に
は、細胞の分化、地殖に係わる各種の植物ホルモン

や、有用二次代謝産物が数多く含まれている。

HMG-CoA reductase (トiMGR)は、酢酸ーメバロン酸
経路における鍵酵素であり、転写、翻駅、翻訳後の各

ステップでさまざまな制御を受けることが知られている。

我々が、植物の生長・地殖に係わるプロテインキナ

ーゼを単離する鼠みの過程でタI~コからクローニング
した cDNA(cNPK5)は、 HMGRをリン酸する酵素、す
なわち、HMGRkinaseをコードしていることがわかった。
NPK5と構造的に類似したプ口テインキナーゼをコー
ドする cDNAは、アラピドプシス、ジャガイモ、イネ、ラ
イムギなど多くの植物種からクローニングされている。

本講演では、 NPK5プロテインキナーゼによる
HMGRのリン酸化実験、形質転換纏物の解析結果な
どを報告するとともに、動物、酵母における NPK5と
類似したプロテインキナーゼとの機能差異について考

察する。

59 

S 1-03 
無機窒素源に応答したC4光合成PEPcarboxylase 

遺伝子の発現制御l

笠血塗玄・榊原 鈎・鈴木めぐみ・武井費量太郎

{名古屋大・.学協)

C4ppclの発現は無機蜜黛源によって制御される.この制御

において、無織宣震源は内商事シグナルと考えられる2つのシグ

ナル、すなわち、サイトカイニン(Cytk)とグルタミン(Gln)、
に伝換され、これらはそれぞれC4ppclの転写と転写後の段階

をiElこ制御する.

この栂演でI草、演者の研究室で同定、発見された遺伝子とそ

の発現制御解析の結果を中心に、童家栄養に応答したGlnの生
成機僧並びにCytkによる C4ppclの転写制御の織構を考療す
る.前者については、重硝酸の還元に必要なシロヘム合成に関

わるふadenosyl-L -methionine dependent uroporphyrinogen 
111 methyltransferase遺伝子の発現を館まえ、ー白磁還元及び
ンモニ同化に関わるグルタミン合成醇窯遺伝子族の宣S憶による

遺伝子発現の制御織備を述べる.後者については、 Cytkの帯電
機皇家源に応答する根での蓄積制御並びにバクテリア型ニ成分

情報伝逮系のresponsEトregulatorであるCheY.遺伝子線のホ
モログとして録近同定されたCytk-inducibleprotein 1の発現
を中心にして、無機..源による C4ppcl発現制御のトウモロ

コシ・4車レベルの情報伝違繍備にも言及する.

S 1-04 
PEP Carboxylaseのリン酸化による活性間節

皐韮韮、畑信吾、薮田尚弘、上野宜久、吉本強、

西僚雄介、増田隆男(京都大学大学院・農学研究
科・植物生理)

本酵素(PEPC)はαおよびCAM光合成の初期炭酸固
定のみならず、アミノ酸などの生合成、窒素源の同
化、共生根粒菌への炭素源の供給、気孔の開閉など

多彩な生理的役割をもち、種々のアイソザイムが存
在する。 PEPCはリン酸化を受けると、主としてリン
ゴ酸のフィードパック阻害能が低下し、生理的条件
下での活性が上昇する。今回は、植物PEPCにおける
この調節機構の普遍性を概観し、その分子機構の解
明にむけての研究の現状を、われわれの知見を含め
て紹介する。リン酸化部位はN-末端近傍にあり(ト
ウモロコシc4型PEPCではSer15)、そのSer残基を酸
性のAspに置換した組換え体酵素はリン酸化型と同様

の性質を示す。 Ser周辺のアミノ酸配列はすべての植
物PEPCにおいて保存されている。 C4型PEPCは、明
条件下でリン酸化を受ける。このリン酸化に与る酵
素 (PK)としてはCa2+非依存性のものが知られてい
るが、われわれは依存性のもの(CDPK)も関与する可
能性について種々の検討を行っている。この過程で
見いだしたCDPKおよびこれに類似するがCa2+非依存
性の酵素(CRK)についても述べる。



S 1-05 
CONτ'ROL OF NITRATE ASSIMILATION 
AND SUCROSE METABOLISM BY PROTEIN 
PHOSPHORYlATION 
Steven C. HuberUSDNARS， North Carolina 
State Univ.， Raleigh， NC 27695-7631， USA 

It appears that reversible protein 
phosphorylation may play a central role in the 
regulation of important plant pro田 ssessuch as 
sucrose metabolism and nitrate assimilation. In 
many cases， the requisite protein kinases are 
strictly Ca2+-dependent and thus ther巴 is a 
potential role for cytosolic [Ca2+] in the control 
of plant C/N-metabolism. Our results indicate 
that protein phosphorylation regulates sucrose 
synthesis， via control of sucrose-phosphate 
synthase (SPS)， and nitrate assimilation via 
control of NADH:DItrate reductase (NR)， in 
mature leaves. In addition， very recent results 
suggest that sucrose degradation 回 talysed by 
sucrose synthase (SuSy) in sink tissues may also be 
controlled by this mechanism. Specific aspects of 
the regulation of SPS， NR and SuSy will be 
discussed. 

S IT-Ol 

Apopl出 tvs.αII Walls 

Yoshio MASUDA; Tezukayama白 llege，Nara 631 

Long after the pioneering study of Hugo de Vries 
(1874) on the role of the cell wa1l in growth， AN.J. Heyn 
(19却1)andH. Soding(1931) discovered inAvena achange 
泊themechanical ~町'operty of the cell wall in responseω 
applied hormones. Biochemical studies on changωin 
polysa<∞haride∞mponents as the background of 
mechanical properties∞mmenced after the World War 
11， owing to白edevelopment of analytical methods of 
sugars， i.e. chromatographies. We have done an extensive 
study on the cell wall changes caused by hormones泊
terms of mechanical pro戸rliessince 1970 and of the 
composition of matrix polysa<∞harides since 1975. In 
the 1仇hcen他ry，the cell wall， often回 lled“Zellhaut
(cell skin)，" was simply considered a part of山∞llular
structure. In fact， cell walls are of different kinds such as 
“org組 walls，"walls of parenchyma or of vascular bundles. 
百le∞ncept“apoplast"was proposed by E. Munch in 
1930 for a tissue∞mpartment including the cel1l wall 
and intercellular space， allowing water to pωs through 
r∞ts， not via protoplasmic∞mponents (symplast). 
However， for the future studeis on cell walls， the use of 
the term “apopl錨t"could be advantageous. 
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S IT-02 
Apoplastic Xylanases姐 ds-Glucanases in CeU Wall 

Metabolism in Bar1ey 
M. BANIK， M. HRMOV A， A J. HARVEY， P. B. H仰組dG. 
旦型CHER;D句1.of Plant Science， University of Adelaide， 
WaiteC細 P凶，G¥en Osmond， S. A 5064， A凶tralia.

。11walls of barley endospenn are characterized by high 
levels of arabinoxylan組d(1→3，1→4)-s-glucans. Following 
germination， walls of the starchy endospenn are∞mpl出 ly
degraded and this ensures that hy世olyticenzymes sωretω 
金om血.ealeurone orぽutellumωnga血 freea∞essωtheir 
starch組dstorage protein subs回tes.τbeぬzymes世latdegrade 
∞11 walls are s民reted泊ωthe中oplasticspace surrounding 
ale凹 neor scu飽:ll釘 ωlls.Two endo-s-gluc組 ases 眠
syntbω国dde novo血 thegenninated grain and同偽記
oligoglu∞sides伽 m(1→3，1→4沖-gluω凶.The oligomers 
ωn be hy伽 lys叫 ω脚 osebyexl吋 -glu叩 aseor by s-
glu∞si伽ses.百lere包incrωsingevidence白紙也eendo-s-
gluωnases evolv叫金om也epathogenesis-related (1→3沖・
glu<ωnωes. Arabinoxylan dφolymerization is mediated by也e
∞nωnωaction of(1→4沖-xyl組鎚es，α-arabinofuranosiωses
組 dpossibly s・xylosi也ses，all of which are synthesized in the 
germinated barley grain.百eprimary s町uctureof a (1→4)-s-
xylanase has been def血巴d企omcDNA and genomic clones. 
Expression of血exylar幽 eappωぉωbe∞nf血吋ω曲ealeurone 
layer; no enzyme or gene transαiptsωnbedet切tedin vegetative 
tissues. Gibberellic acid泊伽ωstr;組 scriptionof bo曲 the
xyl創tase組dα-arabinofuranosidasegenes， but也巴reare clear 
temporal differen<ωs in the secretion of the偲zymes.

SIT-03 
CONTROL OF INOROGANIC ION CONDITIONS 
IN THE APOPLAST. 

Tatsuro MlMURA; Bio1oqica1 Labo1atory， 
Hitotsubashi Onivarsity 

Matabo1ism of inorqanic ions in p1ant 
cal18 has been wida1y invastiqatad. 
proqrass of mo1ecu1ar bio1oqy 
c1arified mo1ecu1ar basis of membrane 
transport proteins for some ions. 
Howavar， it is not yet possib1e to 
exp1ain the ionic situation of each 
compartmant. Apop1ast is one of the 
most important compartment 0 f 
intra-p1ant systems as the 
circumstancas of tha cytop1asm. 
Recent1y we started an ana1ysis of the 
inorqanic posphate (Pi) status in 
bar1ey 1eaves and found that the 
apop1astic Pi 1eve1 was a1s。
requ1ated by combination of the 
transport systems of both the p1asma 
membrane and the tonop1ast. In the 
present study， I discuss the factors 
invo1vinq in the inorqanic ion 
conditions of the apop1ast. 



SII-Q4 
ORGANIC SUBSTANCES WHICH R.，OW  町 τ'HE
XYLEM OF Cucurbitaceae PLANTS 
Shinobu SATOH; Inst. Biol. Sci.. Univ. Tsukuba. 

Tsukuba305 

Vascular tissues play roles in the coordination of plant 

development by connecting organs. Xylem sap fills the 

cell wall of above-ground organs as ex回 .cellularf1uid and 
the substances in the sap釘ethought to be mainly derived 

from the substances鈴cretedfrom the cells of血ecen住al

cylinder of root. We are analyzing the substances in 

xylem sap of Cucurbitaceae plants to elucidate the roles 
of the root in the development of above-ground organs. 

1) Xylem sap of squash contained inositol. a range of 

proteins and polysaccharides such as pectin.百le

activities which promote or inhibit the gr田ningof 

出olatedcucumber cotyledons (MW3α)() or 14∞). and 
promote and inhibit adventitious root formation were also 

de飽cted泊出esap. 

2) For the elucidation of the functions of the xylem sap 

proteins. we screened a cDNA library made from 

cucumber root with antiserum raised against to凶 xylem

sap of cucumber. Four groups of clones including glycine-

rich pro旬inwere obtained. 

S II-05 
XYLOGLUCAN STORY IN THE APOPLAST 

Takal山aHayashi
Wood Research Institute. Kyoto University. Gokasho. 
Uji. Kyoto 611. Japan 

Amacromol巴cular∞mplexcomposed of xyloglucan 
and cellulose 0∞m 泊批apoplastand contribu回 rigidity
to the walls of th巴growingplant四日.百tereis evidence 
位lata皿泊induωscell elongationωs∞泊凶witha∞rtain 
level of xyloglucan solubilization in白eapoplastic spωeof 
pea stems. Auxin-泊du偲dendo-l.4-j3-g1ucanase could be 
responsible for白esolubilization泊 thestems. whereas no 
xyloglucan-specific endo・1.4-J3-g1ucanase(xyloglucanase) 
activity has been found泊suspension-c凶ωredpoplar cells 
and auxin d田snot increase the activity of xyloglucan-
related enzymes such as XET or EXT. 
Hydrolysis of j3-g1ucan complex wi白poplarcellulose-

S炉型cificendcト1.4-J3-g1ucanase(cellulase) caused the 
solubilization of both xyloglucan血 dωH叫oseas well as 
the new reducing ten凶nalsaround the cellulose 
microfibils.百ぉsefmdings suggest白紙血.ecellulase 
attacks白巴randomand amorphous regions ofωn叫ose
microfibrils. where xyloglucans may be interwoven. In 
poplar cells. addition of auxin further泊creasedthe level of 
cellulase activity. accompanied by the further solubilization 
of xyloglucan in the culture medium. 
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SIII-Ol 
ニンジン不定隆形成過程で発現するホメオボックス遺伝子の構

造と機能

遍盟益盤、日渡祐二1、得字圭彦、出村拓1、川原良一2(東
大・埋・植物園、 1東北大・理・生物、 2理研・ジーンパン

ク)

私たちは、ニンジン不定怪形成の分子機構解明に向けて、

ニンジンから 6種類のホメオボックス遺伝子のcDNA(CHBl・
CHB6)を単魅した。単離された遺伝子はいずれも、ホメオド
メインとともに、ロイシンジッパーをもち、二量体として働

くことが予想された。これらの遺伝子の不定怪での発現をin
situ hybridizationにより調べたところ、 CHBlrnRNAは心
臓型)}fおよび魚雷型怪で、茎項と根端の将来の分裂組織領域

に局在するととが示された。また、CHB3-CHB5rnRNAはい
ずれも、不定怪形成過程を通じて、最内層の皮膚細胞に局在

していた。しかしながら、 CHB4.CHB5 mRNAは魚雷型怪か
ら発現するのに対して、 CHB3rnRNAはすでに琢状怪から発
現している、また、 CHB4rnRNAは降職でのみ発現するのに
対して、 CHB3とCHB5rnRNAは脹軸と線の両方で発現する
というように、その空間的、時間的発現に差がみられた。一

方、 CHB6rnRNAは前形成層と思われる領域に局在してい
た。このように各CHBrnRNAは、不定脹組織分化過程で特有
の発現パターンを示した。次に、CHB遺伝子の機能を知る手
がかりを得るために、これらのホメオボックス遺伝子をアン

チセンス、センス方向につないだ遺伝子を不定歴に導入し

た。その結果、組織形成に異常が見られる遺伝子導入体が得
られた。これらの結果を合わせて、妊の組織形成過程におけ

るホメオボックス遺伝子の役割について考察したい。

SIII-02 
イネ匪発生過程におけるホメオボックス遺伝子の発現

訟聞盤、佐厳重、玉置雅紀‘長戸康郎名大・分子応答研
究セ、 東大 ..)

ホメオボックス遺伝子はホメオドメインと呼ばれるDNA結

合ドメインをコードする遺伝子で、動物においては匪発生時

のパターン形成に重要な役割を果たしていることが知られて

いる.Il近、植物においてもホメオボックス遺伝子の存在が

報告され、植物の怪発生時においても、ホメオボックス遺伝

子が重要な役割を担っていることが想像されている.しかし、

現在の所、このことを積鍾的に支持する実験結果はほとんど

得られていない.そこで、纏物の怪発生時におけるホメオボ

ックス遺伝子の機能を倹討する目的で、イネのホメオボック

ス遺伝子OSH7の座発生時における発現パターンを、野生型イ

ネおよび、歴発生過程に変異を起こしたイネを用いinsituハ
イプリダイゼーション法により検討した.その結果、 OSH7は

器官分化が起こる以前の座発生初期から、将来茎頂が形成さ

れるべき商事位に局所的な発現を示した.また、茎頂が分化で

きない変異線の内でOSH7の発現パターンに変化を来した物が

存在した.これらの結果は、 OSH7が器官分化以前の怪発生初

期段階で、茎頂分化領織の決定に関わっていることを示唆し

ている.



Sill-03 
シロイヌナズナの医'量生とその後の発生温湿で見られる
..分障と内皮錫胞の分化
且抵昼lt、石田管也、相回光宏、深城英弘、蔵相'久雄(京大大
学院・理・生物・植物〉

植物の体作りは基本的に茎と根を上下に貫く輸とそれに直交
する放射相祢な輸に規定されて各様官・組織が分化することで
おこなわれ、そして、この 2つの輸はiE発生の過程で確立する
と考えられている。しかし、これらの臓が確立する過程はもと
より、植物の発生を通じて各器官・組織が分化する過程で・く
調節相臨機の分子メカニズムについてほとんど解っていない。
主主々 は、 2つの子棄が融合し 1つのカップ型の子棄になるcuc
突然変異体をシロイヌナズナから単緩した。そして、この表現
書置が独立なCUCl遺伝子とCUC2途伝子の 2重変異によって引
き起こされたことを明らかにした。 CUC2遺伝子をトランスポ
ゾンタギングにより単調量したところ、この遺伝子は植物に広く
存在する新しい遺伝子ファミリーの一員であることが解った。
それぞれの遺伝子の単一並びに2重突然変異体の解析から、
(1)これらの遺伝子はどちらもiE発生過程で2枚の子棄が分
隊して形成される過程に作用すること、 ( 2)頂芽分裂組織の
分化に関係すること、 (3)花における 4枚のがくや6本の雄
しべが分隊して形成される過程に関与することが示唆された。
そこでこれらの知見を基にこれらの遺伝子の・きを中心に器官
の形成と分般に関して考察を行なう。さらに、主主々はシュート
の重力居住に関係するSGR遺伝子群の解析も行なっているが、
そのうちSGRl遺伝子は際発生過程でiE輸の内皮細胞の分化に
関係し、芽生えた後の緩と花茎においても同じく内皮細胞の分
化に関係することが解った。そして、内皮細胞の分化に関係す
る別の遺伝子の存在も確留された。これは敏射相祢な輸に沿っ
た特定の組織の分化に関係する遺伝子群の存在を意味しており、
この点に関しでも考察する。

Sill-04 
動物の匪発生を制御する遺伝子群

佐藤矩行(京大・院・理・動物)

ホメオボックス遺伝子などのクローニングを契機に

動物の匹発生に関与する遺伝子とその作用機構に関

する理解が飛躍的に進んでいる。ホメオティック遺

伝子群は確かに動物脹の前後輸にそった部域化に重

要な役割を果たしているが、最近なってその働きが

動物によって必ずしも同一でないことが示されてい

る。またこの遺伝子群が動物の初期発生における前

後・背腹などの体軸の確立に働いているという証拠

もない。したがって、単なるアナロジーから、植物

の匪発生そくホメオボックス遺伝子の働きと考える

ことは必ずしも的を得たものとも思われない。

ここでは、動物の初期発生において、前後・背

腹・左右などの基本的な体輸の形成に関わると思わ

れる遺伝子群を、ショウジョウパエ、 c.エレガン
ス、カエルなどいくつかの動物を例に説明する。卵

に予め存在する母性因子の働き、転写因子による転

写制御のカスケード、成長促進因子を介した細胞間

相互作用などの重要性をクローズアップする。植物

の匪発生の分子機構の考察の助けになれば幸いであ

る。
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SN-Ol 
ホウ棄は細胞壁で機能する
間藤徽 (京都大.a・植栄)

ホウ素 (8)は1923年に高等植物の必須元素であ
ると確認されその機能について多くの仮説が握案
されてきた。機能を知るためにまずBの局在留位
を検討した。細胞中には水溶性Bと細胞壁結合B
がある.プロトプラストやllB-NMRを用いた検討か
弘前者はすべてホウ磁の形で細胞壁内に存在し
細胞質には存在しないことを示した。ついで細胞
壁の酵素加水分解物中にホウ葉会合穂鎖を検索し
ラムノガラクツロナンII(RG-II)として知られてき
たペクチン賞多糖のみがBと会合していることを
示した。この複合体はホウ酸Z分子がRG-II単量体
Z本を架橋していた。これはホウ酸ジエステル共有
結合がペクチン賀篇鎖をRG-II領場で架橋し，ペク
チン纏鎖ネットワークを形成していることを示し
ている。この復合体の抗体を用いて免疫電顕を
行ったところRG-IIエピトープは根のすべての細胞
に存在し，細胞壁中では一次壁の原形質側に多く
検出された。中葉には検出されなかった。培養細
胞はゲルマニウム酸がホウ酸に代普するが，ゲル
マニウム酸によってもRG-II二量体が形成されるこ
とからホウ棄によるRG-II複合体形成，ペクチン糖
鎖ネットワーク形成がその必須作用であると結諭
した.

SN-02 
鉄獲得の分子機構

馬建鋒、野本事資1(岡山大・資生研、 1サントリ一生有

研)

櫛物は土壊中の媛溶性鉄を獲得するために、織々な戦略

を持っていることが近年明らかになってきた.現在、鉄の

獲得様式の遣いによりStrat喝y 1とStrat唱 y IIに分けら

れている.双子葉植物やイネ科以外の単子葉植物は

Strategy 1、イネ科植物はStrategy IIとされているが、

両者の主な遣いは量生可溶化と吸収の織式にあると恩われる.

Strategy 1植物は主に根掴のpHを低下させるととや還元

剤の放出によって鉄を可溶化するが、Strategy II植物は

根から鉄キレート物質ムギネ酸類を分泌することによって

鉄を可溶化する.また、 Strategy I植物は鉄を吸収する際

に、原形質膜上において3価鉄から 2価鉄への還元を行う

が、 Strategy II縞物はこのような還元過程を経ず、ムギ

ネ酸類一鉄鎗体のまま通過するとされている.今回は

Strategy IIを中心に、ムギネ酸類が鉄獲得にける役割を

ムギネ酸類の生合成経路とムギネ量産類一鉄鎗体の吸収特性

を通して考察する.



SN-03 
マンガン欠乏に対する適応戦略

北壁車窓、佐々木康二、尼子克己、高橋正昭(大阪
府大・農・応用生化)

地はFeに次いで要求量の多い植物の微量必須元素
である。欠乏させると光合成の酸素発生やストレス

対応の欠損を導く。我々は、陥が欠乏した時に発現
が誘導されるタンパク質や遺伝子の解析により欠乏

に対する植物の適応から陥の吸収や移行を明らかに

することを目的として研究を行ってきた。本報告で
は、発現が誘導されるタンパク質から明らかになっ

た養分欠乏に対する適応の巧妙な戦略を紹介する。
一定期間完全培養液で栽培したトマトを、地のみ

を欠く培養液で更に10日間栽培した。その聞に根の
抽E含量は殆どOになり欠乏症状を示し始めた。根を
試料とし、形質膜タンパク質からアフィニティーク
ロマトにより地欠乏で誘導される金属結合ペプチド
を単離し、また、 RNAを鋳型としてRT-PCRを行い、

地 E欠乏と正常植物のディファレンシャルディスプレ
イからMn欠乏植物に特異的なcDNAのクローニング

を行った。その結果、抽1欠乏によって発現の誘導さ

れるタンパク質の中に、これまで土嬢微生物との接

着に必要なタンパク質として報告されているタンパ

ク質が見いだされる等、不利な環境における植物の

これまで知られていなかった適応が明らかとなった。

SN-04 
微量要素研究への分子遺伝学的アプローチ

車昆ー趣 味大院・農・応生化)

植物の必須元素の生理機能の解析は，以下に述べ

る2つの事柄についての知見を得ることが目的であ

る。第ーは，元素の植物での吸収移行過程と分布お

よび存在状態を明らかにすることであり，次に，そ

の要素が植物においてどのような素反応に関わって

いるかを明らかにすることである。必須元素の役割

をこれらの両面から明らかにするためには，分子遺

伝学的な研究手法を，生理，生化学的研究と連動さ

せながら，取り入れることが有効であると考えられ

る。演者らの研究グループでは，このような観点か

ら植物の栄養生理に関する研究を行っているが，微

量要素に関する研究としては，シロイヌナズナを材

料にホウ素栄養に関わる変異株と，重金属に関わる

と考えられるメタロチオネイン遺伝子の解析を行っ

てきている。本発表ではこれらの研究の最近の結果

を報告する。
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SV-Ol 
オルガネラのダイナミックスの解明へオルガネラで"字"を錨く
顕微分子生物学でなにができるか
黒岩常祥、訟永幸大、東山普也、西村芳樹 (東大院・理・生物科学)

我々 は、 uvレーザーと光ピンセットの顕微録作法により、 1個の細胞
より特定のプラスチドやミトコンドリアを単厳したり、単修した1
-100個のミトコンドリアからPCRによって圃tDNAの特定な領績や
遺伝子の噌帽を試みた。研究材料として、細胞核や細胞質の断片と
ミトコンドリアが容易に区別できる、ミトコンドリア核が明瞭な粘
菌 (PhYsar，岨駒JycephaJ四 jを先ず用いた。オルガネラの集団から
特定のオルガネラだけを週択する方法として二つ考えられる。第ー
は、 PCRで解析したいオルガネラだけを残すように、他の部分をuvレ
ーザーで焼き切る方法である。第二は、特定のオルガネラだけをIR
レーザーによる光ピンセット法で遭択的に移動・分自Eする方法であ
る。先ず前者の方法で、特定なミトコンドリアの圃tDNAの特異!JI位や
遺伝子の滑帽を試みた。しかしスライドガラス上でuvレーザーによ
りミトコンFリアが完全に破語草されたように見えても、 DNA分子の断
片は僅かに残っており、 PCR槽帽にかかってしまった。そこで、後者
の方法にかえた。顕微鏡下でIRレーザーを使ってミトコン Fリアを
移動し、分隠したミトコンドリアを使って"IIT"と"Y"という字
を錨いた。これを"ミトコンドリア工芸"あるいは"オルガネラ工
芸"と名付けた。次に遭叙した1-100個のミトコンドリアから PC 
Rを使って.tDNAの特定領舗の噌幅を試みた。その結果、選択的に分
隠した9個のミトコンドリアから特定領繊をPCRlI・面することができ
た。鰻近、西村らは、 1舗のプラスチドやミトコン Fリアを分自Eする
技術を改良し、 4舗のミトコンドリアから特定の遺伝子 (CoxI)を槽
飼させることに成功している。この方法の開発により、細胞内の1
個のプラスチドの発生分化といった現象を分子生物学的に顕微鏡下
で解析することができるようになった。このような生物学を"顕微
(録作)分子生物学"と名付け、その今後の展望を述べる。

SV-02 
光と概日リズムによる葉緑体遺伝子の転写制御機構
豊島豊旦L椎名陸中平洋一，角山雄一，馬場恭子.
佐藤淳子(京都大学大学院・人間・環境学研究科)

葉緑体コードの遺伝子の発現は、核による様々なレベ

ルでの制御を受けている。葉緑体のpslD遺伝子の転写活
性は光によって可逆的に調節されているが、この応答も

核の制御下にあることがわかっている。 psbDプロモー
ターは.35領域が変異した特異な構造をとっており、この
点が光による制御をほとんど受けず典型的な原核型プロ
モーターの特徴を有しているpsbAプロモーターと異なっ
ている。ここでは、 in 叫回転写によるプロモーター構造

の比較解析から明かになった知見を基に、葉緑体遺伝子
の転写の光応答に関する新しい機構を提唱する。
psbD遺伝子の転写には、 .35領域の上流に存在する転写
増強配列が必要であるが、この配列は光による転写制御
には直接関わっていないことがわかった。一方、 psbAプ

ロモーターの.35配列を破壊すると、転写の光応答性が見
られるようになり、逆にpsbDプロモーターの・35領減をコ
ンセンサスな配列に変えると、光応答性が消失すること

が明らかになった。この結果は、 RNAポリメラーぞのプ
ロモーター配列認識特性が、光によって可逆的に変化す
ることを示すものであり、 6因子などの核コードの因子
がその制御に深く関わっていることが考えられる。ま

た、 pslD遺伝子の転写は、概日リズムによっても制御さ
れており、その機構を光による制御との関連において考
察する。



SV-03 
業縁体RNAポリメラーゼのシグマ因子

盟主.... 、高橋秀夫(東大・分生研)

業縁体は進化的に、シアノパクテリア様の光合成細菌が真桜細胞内

に共生して生じたというI/.~r有力である。実際、.縁体DNAには真

正細菌のRNAポリメラーゼサプユニットの相同遺伝子群がコードさ

れており、これら遺伝子産物が集合して転写袋置を構成すると考え

られる。しかし、真正細菌のRNAポリメラーゼにおいて、プロモー

ター毘険の特異性を決める転写開始因子"シグマ"に対応する遺伝

子は葉緑体DNA上には見いだきれない。従ってRNAポリメラーゼザ

プユニットのうち、転写特異性を決めるシグマ因子遺伝子地峨に移

行することで、被と策縁体の遺伝子発現を路網させているというモ

デルが考えられてきた。それにもかかわらず、シグマ因子の実体は

全く不明であった。

我々は近年、真正細菌のシグマ因子聞の保存配列を用いた相問性検

索により、原始的な単細胞の紅旗Cyanidi師団ldariumRK.1からシグ

マ因子遺伝子(si8A)のクローン化に成功した。 sigAは被DNAにコード

されるが、遺伝子産物は薄緑体内に局在している。また、遺伝子産

物はシグマ因子活性を持つことが生化学的に示された。従って、

sigAは核にコードされる業縁体RNAポリメラーゼシグマ因子である

ことが証明された(判。さらに後々は最近、 C.caldariumRK.1がさ

らに2種の重量縁体シグマ因子遺伝子(si8Bおよびs以方を持ち、これら
の遺伝子が光条件によってsigAとdifferentialな制御を受けていること

を示した。従って、真正細菌で見られるようなシグマ因子の

Heterogeneityによる遺伝子発現の制御が、業縁体でも生巳ている可能

性が強く示唆された。

(*) Science 272. 1932・1935(1996) 

SV-04 
DNA結合タンパク質による葉緑体遺伝子の発現

制御

隼産五阜、中野雄司 1、村上真也、吉田茂男 l、

山田康之2 (京大・農・農化、 l理研・植物機能、

2奈良先端大・バイオ〉

植物細胞に特有の細胞内小器官である色素体の

分化を制御する因子については長く不明のまま

であった。我々は培養条件を制御することによ

り容易に色素体分化を制御でき、かっ高い色素

体分裂活性を示すタバコ緑色培養細胞を材料に

色素体該様体の実体と色素体機能分化における

役割を明らかにすることを試みている。ここで

は我々がタバコ緑色培養細胞葉緑体核様体より

単離した41kDのDNA結合性タンパク質の特徴と

本タンパク質が葉緑体遺伝子発現の負の制御因

子として機能している可能性について紹介する。
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SV-05 
REGULATION OF CHLOROPLAST DEVELOP-
MENT AND FUNCTION 
wllhelm GRUISSE~1. Dept. of Plant and Miαobial 
Biology， University of Califomia， Berkeley， CA 94720 

Chloroplast development involves significant control of 
gene expression at the transcriptional and post-transcrip-
tionallevels. Recent studies liave shown -that reszulated 
mRNA stability is especially important during the light-de-
pendent development of chloroplasts and activation of 
hotosynthesis. Ourresearch has focused on the 3'-end 
has a key role in generating functional mRNA and in regu-
lating the decay of this mRNA. We discovered that 3' 
stem-loop structures act in concert with nucleases and 
regulaωry proteins to direct correct processing or degrada-
tion of the mRNA. The nucleases are assembledinto a 
highmoleωlar weight (HMW)∞mplex that is similar in 
function to the recently reportedE.coli RNA 'degrad。
some'. In chloroplasts， however， the HMW nuclease 
∞mplex is regulated by novel， nuclear-encoded ancillary 
CS-type RNA-binding proteins. Once a stable mRNA has 
been formed， its decay is determined by RNA-binding 
prot巴insthat regulate the endonucleolytic removal of the 
stabilizing 3' stem-loop followed by polyadenylation and 
accelerated degradation.百lUS，in plant cells， polyadenyla・
tion of cytoplasmic and plastid mRNAs operates in paral-
lel， but with different consequences for the metabolism of 
the respective mRNAs. (Supported by the U.S. Natio但閣l
Science F，ωndation) 

SV-06 
翻訳過程における業縁体遺伝子の発現制御機織

1M瀬哲郎， 杉田穫， 杉浦昌弘 (名大 ・遺伝子)

高等植物の葉緑体形成過程において翻訳は業縁体遺伝子発現

の重要な制御段階である。業縁体の基本翻訳因子の構造は原篠

生物のものと類似しているが、ユニークな翻訳制御機構が存在

する。例えば多くの薬縁体mRNAにはShine-Oalg間四 (SO)様配
列が5・非銅訳領峨上の決まった位置に存在しておらず、また全

く存在しない場合もある。また戸bAmRNAの筒訳は光や発生
のステージによって大きくコントロールされている。さらに翻

訳と岡ーの空間内で起こる微々なRNAプロセシングが翻訳に

彫書を与えていることなどである。こうした業縁体翻訳制御の

詳細な分子織構を解明する目的で我々は業縁体抽出液を用いた

inげtd調訳系を初めて開発した。この系では20種以上の業縁
体光合成関連遺伝子やハウスキーピング遺伝子転写産物が正確

に翻訳されることが確認されており、この系は様々な翻訳制御

の分子機構を解明する上で極めて有用であると考えられる。ま

ず我々は血 vitro翻訳系を用いて3種類の光合成関連遺伝子
mRNAの翻訳に関わるシス/トランス因子の解析を行った。そ
の結果数種類の新たなシス配列とその配列に相互作用するトラ

ンス因子が正確な翻訳開始のために必要であることを見いだし

た。さらにRNAプロセシングが翻訳に与える影響について光

合成関連遺伝子群のmRNAを用いて解析を行い、 RNAプロセシ
ングカ輔訳効率の決定するうえで重委であることを見いだした。

これら葉緑体特有の翻訳制御機構の重要性について議論する。



SV-07 
葉緑体と核を結ぶ情報伝達系の遺伝学的解析
望旦盤盟、 MarciSurpin¥長谷あきら、 Joanne
Chory、(東大・遺伝子、 'PBIO，Salk Inst.， USA) 

高等植物において葉緑体の分化を臨書し、翼線
体遺伝子の発現を低下させると、核コードの光合
成関連遺伝子の発現が抑制されることは以前から
知られており、葉緑体から伝達され、核の光合成
関連遺伝子を協調的に発現する機構があると考え
られてきた。このような葉緑体から該への情報伝
達系の実体を解明する目的で、藁緑体の分化を阻
害しでも、核コードのCA剖量伝子の発現抑制が部
分的に解除されたアラピドプシスの突然変異体を
単離した (gun7・gun6) 0 GuNiI伝子の相互関係
について遺伝学的解析を進めたところ、 gun7
gun4及びgun7gun5.二重変異体は相加的な表現型
の場強を示すが、 gun4gun5はそれぞれの単一変
異体と同レベルの表現型であることから、 GUN情
報伝達系には少なくとも2つの経路が存在すると
考えられる。さらに、三重変異体及び他のgun変異
との遺伝解析から、 GUN情報伝達系のモデルを示
したい。また、 GUN7，GUN4及びGUN5:遺伝子の
ポジショナルクローニングの進行状況についても
併せて報告する。

S¥1:-01 
CHARACTERIZATION OF PHOTO-TOLERANT 
MUTANTS OF A CYANOBACTERIUM OBTA別ED
BY lN VITRO RANDOM MUTAGENESIS OF psbA 
Kimiyuki SATOH; Oept. Biol.， Fac. Sci.， Okay創na
Univ.， Okayama 7∞& NmB， Okazaki 444， Japan 

Photosynthetic pigments of Synechocystis sp. PCC 
6803 become bleached under higher photon flux densities 
of visible light， e.g.， at 320μmole photons.m.2.s". We 
have created 18 mutants of the cyanobacterium， which are 
resistant to出ephotobleaching， by an in vitro random 
mutagenesis of psbA2 gene (Narusaka et al.， 1995). 白隠
to five amino acid substitutions were found in each mutant 
in血etarge凶 178amino acid叩 gionon the 01 protein， 
which covers nearly one-half of the carboxyl part of the 
protein. The amino acid substitutions in血巴semutants 
were distributed in clusters in some specific regions on the 
protein， i.e.，白ePEST -like sequence and iωvicinity， the 
region between amphipathic OE司helix叩 dbeginning of 
transrnembr叩巴 E-helix (260・277) 釦 d 血e carboxyl・
terminal extrusion from E-helix. However， even when 
mutations were res住ic包dto the PEST -like sequence and 
its vicinity， for example，世lerate of degradation of D1 
protein was not appreciably affected. On the other hand， 
the analyses of fluorescence emission spectra 釦 d
thermoluminescence profiles， as well as of photochemical 
activities， suggested that enhanced dissipation of energy at 
the level of excitation transfer andlor electron transport， 
rather than出edamage-repair cycle of D 1 protein， is 
primarily responsible for the observed photo-tolerance. 

6S 

S¥1:-02 
PHOTOINHIBITION OF PSI 
Kintake SONOIKE; Oept. Biol. Sci.， Grad. Sch. Sci.， 
Univ. Tokyo， Bunkyo-ku， Hongo， Tokyo 113， Japan 

Quite contrary to the usual be!ief， PSI is 
selectively photoinhibited by the light-chilling treatment 
of chilling-sensitive plants or by weak light位回tmentof 
thylakoid membranes [Plant Cell Physiol. 37， 239-247 
(1996)]. PSI is readily photoinhibited in leaves of 
Cucumis sativus at low temperatures by weak 
illumination with almost no damage on PSII. The 
photoinhibitory process in出er巴actioncenter of PSI goes 
through three steps， the inactivation of the acceptor side， 
the degradation of the reaction center subunit and the 
destruction of the reaction center chlorophyll， P-700. 
The inactivation of the acceptor side is caused by the 
destruction of iron-sulfur centers which serve as electron 
acceptor in PSI. Selective photoinhibition of PSI can 
also be induced in isolated thylakoid membranes in vitro. 
Selective degradation of psaB gene product is 
accompanying with the photoinhibition of PSI， and both 
the degradation and the inhibition are suppressed by the 
presence of scavengers of reactive oxygen species. Thus， 
we are hypothesizing that some protecting mechanisms 
for PSI， possibly scavenging system for reactive oxygen 
species， are the chilling sensitive components in chilling 
sensitive plants. Reactive species of oxyg巴n，
accumulated at the loss of such protecting mechanisms， 
may be the cause of destruction and degradation of PSI. 

S¥1:-03 
ROLE OF CATALASE IN PROτ芭CTION FROM 
PHOTOINHIBITION 
'I2i広且~ Sangpen Chamnongpol，阻ldeWillekens， 2t凶81∞ten，
MarcV:組 Mon箇，guand Wim Van Camp 
Laboratorium v，∞r Geneti切組d'Laboratoire associe de l'Institut 
Nationa1 de la Recherche Agrononuque (France)， 35 K.L 
Ledegancksttaa~ B・9000Gen~ Belgium; 2J)ienst Biofysiω， Vrije 
Univer冨iteitBrussel， B・1050Brussel， Belgium 

Themajorin側冒tof叩 laboratoryisωunderst加 dhow plants linut 
the damage ωm“byo泊dative総ess.In toba∞0，白reeωtaJぉe
isofonns differentiaJly expres鈴dd町ingplant development and in 
zぉponse旬environmentaJstress conditions were identified. In order 
ωde白隠世¥Croleofca包la踊 inremaving H.，O， ， we have ∞nstructed 
住ansgenictぬaccolines with reducedωtaJaSe低位vity(< 10% residuaJ 
ぉ刷ty).W加Igrownund<釘lowlight (< 150 jUlIollm'S)， these plan岱
品開。dno discerm'ble pb回lOtypear凶hadpboωw叫leticactivities組 d
P8II efficiencies sinular to con回 1plants. However， lines sever，唱ly
reduωd in cataJase activity d，問lopedwith necrotic 1ωions when 
expo剖 toIugher light intensities (250 jUlIollm'S)百.eca蹴 of出is
deterioration was identified鎚 photorespiratoryH.，O， beca凶e1ωf 
mαm岱∞uld切戸町m飽dby甘eatingCat・deficientplants with Iugh 
CO，・Necroticleaves showed no increase in H.，O， levels， but the 
ascorb脚gIuta白ionecycle for H，o， removal was即時
compromi剖 O雌剖 gluta出 onea則 mulatedωliiglllevels， 
sugg信組nga shortage of reducing power in Cat-deficient plants. Our 
da包 sugg創出atCat-a必vityis a major H.，O， sink. In a∞ordance with 
51ぉha role， we found白紙leafdiscs of Cat-deficient plan匂aremuch
less efficient in remaving e羽racell叫arH.，O，也ancontrols. The 
imponance ofωltaJa鑓wassubstantiated釦民herby showing白紙Cat-
deficient plan包 aremore蜘sith唱ω H.，~，3・組Iinotriazol，ozone and 
鈍ltstres哩



SW-04 
DISSIPATION OF EXCESS PHOTON ENERGY BY 
PHOTORESPlRATION AND PHOTOREDUCTION OF OXYGEN 
Kate MAXWELL， Murray BADGER and ~arry OSMOND: 
Phoω，bioenerg岡崎sand Mol同ularPlant Physiology Groups， Res. 
School BioI. Sci. Institute of Advanced Studies， Australian National 
University. Box 475， Canberra 2601， Aus回Iia

Light dependent O2 uptake has been re-evaIuated dぽing
photosyn白esisat CO2 saturation in leaves of C3 and CAM plants 
under a variety of conditions， using a new， closed gas exchange 
system attached to a mass spec位。meterequipped wi曲 apulse 
modulation f1uorimeter. Our results show that， at most， the Mehler 
reaction O2 Up旬kecan account for 10010 of photos:卵白eticO2 
evolution at CO2 saturation in C3 plants， whereas oxygenase uptake 
at CO2 and O2 compensation is often 50% of the max加町nrate of 
CO2 saturated， photosyn白esis.百lis佐ansitionis associated with an 
incre田ein nonphotochemical quenching (NPQ) and de心line泊 PSII
e貸iciency.However， at CO2 saturation during deacidification in a 
malic en勾meCAM plant (Phωe 1lI)， rates of Iight dependent O2 
uptake may exceed 30% of O2 evolution (confirming observations 
of百 omaset al， Plant P伽叩，1Biochem 1987，25，998-103). This 
high rate may involve the Mehler reaction and/or Iight-stinlulated 
mitochondrial respiration of malic acid. In these plan臼atleast， O2 
and CO2 are aItemative electron a∞叩tors，SUpporting high PSII 
efficiency and maintaining low NPQ. The high capacity for elec甘on
甘ansp。此toO2 at CO2 saturation副首leseplants persis飽泊toph凶e
IV， yet when O2 and CO2 compensation is attained， gas exchange in 
these CAM plants is indistinguishable合'omC3 plants. 

PHOTOSYNTHESIS， 
CHNOLOGY 

SEED 

Plant & Microbial Biol.， UniV. 
94720 

Al色刷ghconsider凶
years after its必scoverv.resear由位¥the 
has 
σα) lies in regu1ati肌 F出t
sis，血eregu]at 
Fo位、erplimt 1 
i値bility，cell di 
Iboratorv has 
mobiliza悦o
The鎗studieshave館内aledchanges 

(2) hormonal responses， (3)釘lZymea
ertzyme匙由ibitorsconsistent with a role 
early signal in gerrnination and 
lopm回.1.Extensions of 
pot回出1application of thioredo対n.
indicates出atthioredo沿nmay 
f∞也 through，組¥ongother changes， 
and首'¥Creasing・estib出ty. St1 
e・oupshave uncovered the potential 
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SW-Ol 
シロイヌナズナゲノムプロジェクトの現状とポストシークエン

シングの展望

回畑哲之 (かずさDNA研究所)

1996年8月、シロイヌナズナゲノムシークエンシングが、日

米欧の国際健制プロジェクトとしてスター卜した。 5つの研究

グループが合意内容に基づき重複のないよう定められた領媛を

分担し、全体として当面1.2Mb/month (1年に約15Mb)の

ベースで泡基配列が決定される。配列データは、 P1または

BACのクローン単位で相同性検索、コーディング領減予測等

の結果と共に各グループのwwwページ、 AtDB、および国際

DNAデータベース上で滞りなく公開される予定である。 E十画

が予定通り進めば、遅くとも8年以内にはシロイヌナズナ全ゲ

ノムの復基配列カf明らかになる。大量のゲノム泡基配列情報が

今後のシロイヌナズナの生物学を変えてゆくであろうことは疑

う余地がない。現在行われている遺伝子探索、自慢能解析の方法

ははるかに効率化されることが予想され、また全く新しい方法

面白も開発されてしかるべきであろう。来るべき状況を正確に把

握し、それに対する準備をいかに早い時期から迅速にしかも適

切に進めておくかが、日本のシロイヌナズナ研究の将来にとっ

て置要なポイントとなるかもしれない。

SW-02 
温度感受性突然変異体を利用した脱分化過程の解析

杉山宗隆(東京大・理・植物園)

植物細胞の脱分化においては、分化した細胞で隠

されていた増殖能や(他の細胞種への)分化能が再

び顧在化してくる。この過程の詳細を知ることは植

物の分化の基本的な仕組みを理解することにもつな

がると期待される。これまでに私たちは、器官再分

化を指標としたスクリーニングにより、シロイヌナ

ズナの温度感受性突然変異体を6種 (srdl-3，rrdl， 

2，4)単離しているが、この中には脱分化段階に関

連すると思われるものも含まれている。これらの変

異体を用いた解析結果に基づいて、脱分化過程にお

ける増殖能・分化能の変遷、増殖能と根分化能との

関係、組織による分化能・増殖能の違い、 SRD2と

CDC2a発現と増殖能との関連、などについて考察し

たい。



SW-03 
ミトコンドリアと核のクロストーク :シロイヌナズ
ナの例

坂本亘(岡山大・資生研)

ミトコンドリアは呼吸をつかさどる細胞内小器官で

あるが、それだけでなく様々な物質合成を行うコン
ノfートメントとしての役割も合わせ持っている。正

常なミトコンドリア機能の保持には、核とミトコン

ドリアの遺伝子が協調的に発現される必要があり、
協調性に異常をきたすと、おそらく植物の生長や発

生に様々な変化を及ぼすと考えられる。例えば、形
態形成のある時期(発芽や雌雄器官の形成など)に
おいては、通常よりも多くのエネルギーが必要とさ

れるため、もしもミトコンドリアの呼吸活性が何ら
かの変異によって低下すると、これらの器官分化に

影響を及ぼすと思われる。我々は、このようなミト
コンドリアと核のクロストークを担う遺伝子につい
て、シロイヌナズナを用いて解析している。今回は

これらの例として、 (1)シロイヌナズナで「斑入
り」を起こす突然変異chloroplastmutaωII (chm)とミ
トコンドリアゲノムの再構成との関係、及び(2)ミト

コンドリアのチトクロームオキシダーゼタンパク質
複合体の形成に関与する制御遺伝子(Atoxal，Atabcl) 
について考察する。

SW-04 
花成誘導にかかわる遺伝子群

荒木 崇(京大・大学院・理学研究科・植物学系)

花芽形態形成過程の遺伝学的制御機構に関する理

解は近年大きく進展した。この過程の最初の過程で

ある花芽分裂組織のアイデンティティーの決定に関

与する遺伝子が最近になって相次いでクローン化さ

れ、詳細に解析されている。その結果、これらの遺

伝子の直接ないしは間接の制御因子としての花成遺

伝子の理解の必要性の認融が高まりつつある。

シロイヌナズナでは 10以上の花成遺伝子が「花

成遅延突然変異Jとして同定され、遺伝学的・生
理学的に研究されてきた。そのうちのいくつかの

遺伝子は、最近クローン化され、解析されている。

われわれは、新しい花成遅延突然変異の単離と

当該遺伝子のクローン化を目的として、 Columbia

野生株およびap1・13変異を親株としたT-DNA

タグ・ラインの作出と突然変異体のスクリーニン

グを進めてきた。これまでに約 1000ラインを

スクリーニングし、 T-DNA挿入変異による花

成遅延変異体を 2系統得ている。これらの系統を

中心に、これまでに得た花成遅延変異体の解析に

ついて報告する。
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SW-05 
T-DNAタギングによる花器官および配偶体形成過程
の分子遺伝学的解析
五墨遭遇E、清水健太郎、影山奈津子、武田憲昌、
酒井智子、伊藤寿朗、岡田清孝(京都大・理・植物)

突然変異体のスクリーニングを行っていると、比
較的高い頻度で不稔性の変異体に出会う。これは、
花器官の発達や雄性・雌性配偶体の形成には数多く

の遺伝子が機能していることを意味すると考えられ
る。そこで我々は、花器官(特に雄しべと雌しべ)

および配偶体の形成のどの過程でどのような遺伝子
が機能しているかを体系的に解析することを目的に、
シロイヌナズナの T-DNAタギングライプラリから、
突然変異体の単離と遺伝子のクローニングを試みた。
これまでに約 1刈m系統の T-DNAタギングライブ
ラリをスクリーニングし、 12 個の不稔性変異体を
単離した。このうち ms53Aは開花後も約の裂聞が
起こらない変異体で、花粉の成熟も不完全であった。
MS53A 遺伝子はリノtーゼをコードしており、この
遺伝子が蔚の裂開すなわち口辺細胞の細胞死にどの

ように関係しているか解析を進めている。このほか、
匪嚢の発達に異常がみられる変異体 gmや、雌しべ
が太くなり心皮の数が増加する変異体Ll2に関して
解析を進めている。

S¥1I(-Ol 
フィトクロムの光依存的な核局在

量盆主主主(東大・遺伝子)

フィトクロム (Phy)は様々な光応答反応の受

容体として働く水溶性色素蛋白質であるoPhyに

はPhyA、PhyBなど複数の分子種があるが、最近

の研究により PhyAとPhyBの作用機構が大きく

異なることがわかった (Shinomuraet a1.. 1996)。

そこで比較的研究の遅れているPhyBについて、

レポーター酵素 (GUS)との融合蛋由貿の細胞

内分布を遺伝子導入シロイヌナズナで調べたと

ころ、核への局在が観察された。また、シロイヌ

ナズナの成熟葉より単隠した核で PhyBが検出

された。さらに、植物体を暗所に移すと核分画の

PhyB量が減少した。以上の結果は、 PhyBが光依

存的に核に局在することを示唆している

(Sakamoto & N静岡i.1996)。さらに我々は、
エンドウ芽生えでも同様の光制御が見られるこ

とを確かめた。以上の結果をもとに、 PhyBの核

局在の生理学的意義について議論する。



Sm-02 
光形態形成を制御するタンパク質複合体の解析

盤え且、柘植知彦、堂前直I、瀧尾搬出、山本義齢、
D阻 ielα四nowitz2、Xing-W血gDeng2
(理研・フロンテイア・分子機構、 1理研・生体高分子解析

室、 2Dept.αBio1.Yale Univ.) 

我41ま、光による形態形成を統括的に制御するタンパク質複
合体と考えられる、 COPl∞mplexおよびCO円∞mplexについ
て解析を行っている。 COPlタンパク質に結合するタンパク質
をFar-w回tem法によって幾っか単離して機能解析を行ってい
る。そのうちの幾っかは転写の活性化因子ではないかというこ
とが示唆された。
CO円complexは明所で5ω四 a、暗所で7∞由aの複合体を
形成していることがわかっている。この∞mplexはdet1/cop9
問機の表現形質を持つω'P8や命st買copll)変異株では形成が阻
害されていることがわかり、 COP8やFUS6タンパク質がこの
complexの構成成分であると考えらている。我々は、 COP9
∞mplexのすべての成分のペプチド配列決定を行い、その結果
この∞mplexのp50とP52のバンドが実際FUS6タンパク質で
あることを同定した。
またcop9変異株ではCOPlタンパク質の光による分配がおこ
らないことから cop9複合体とCOPlタンパク質は、直接また
は間接的に何らかの相互作用をしていると考えられる。
現在得られている知見をもとに光形態形成について議論する。

SVIIト03
植物形態形成の環境応答におけるホメオドメインタ

ンパク質の役割

青山卓史、佃真由美、大岸麻紀、岡 穆宏僚大・化的

植物の形態は個体発生のプログラムにより規定され

ているだけでなく、環境からの刺激によっても大き

く影響を受ける。この多元的な要因の統御における
制胸機構を理解するため、シロイヌナズナのAthbファ
ミリーに属する転写因子Athb・ 1 およびAthb・ 2~こ焦点
をあて、それらが中心となる転写制御ネットワーク

と環境刺激応答および形態形成との係わりを形質転

換植物の系を用いて調べた。

人為的に転写活性化能を調節できる改変Athb・1を
発現する形質転換シロイヌナズナでは、活性化能の

誘導によって、明所では子葉および本業の短軸方向
の伸長阻害が、暗所では光形態形成様の変化がおこ

る。また同様の改変Athb-2を用いた実験においては、
明所、暗所ともに匪軸の伸長阻害および水平方向へ
の肥大成長が見られた。これらの結果から、 Athb・1

およびAthb・2は植物形態形成の制御に関与する転写
因子であることが示唆された。一方、 A的b・2を含む
いくつかのA的b遺伝子では、赤外光などの特異的な
環境刺激に応答して転写誘導がおこることがわかっ

てきた。これらの事実から、 Athbタンパク質群は環

境刺激応答と形態形成の間を橋渡しする制御因子で
はないかと考えられる。
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SVIι04 
植物細胞壁病原菌シグナルの舘織と応答装置

白石友紀、山田哲治、一瀬勇規、木繍.範

(岡山大・.・纏病・遺伝子)

植物原形質臓は病原菌シグナルの受容・a.の婦として広く
信じられている.実際に、複数の植物でエリシター結合タンパ

ク賓の存在が報告され、分限と商事析が精力的に進められているe

原形質肢に存在するポリホスホイノシチド代鰍系やATP銭e活
性は病原薗の生産するエリシターやサプレッサーに応答するも

のの、祖特異的サプレッサーに対するinvitroでの応答に特異

性は見いだせなかった.このような知見から、演者らは細胞盤

機能に注目して解析を進めた.現在までに、植物細胞鐙には病

原菌シグナルに結合する結合タンパク貨が存在すること、病原

芭シグナルに応答するNTPase(ATPase)活性と活性磁衆生成

系が存在すること、さらに、これらの活性はサプレッサーに種

特異的に制御されるという鎗果を得た.また、細胞墜には活性

厳.生成系と連動する感綾阻害物質の生成系が存在し、独自の

防御織織を備えることも明らかとなった.このように、病原菌

シグナルに対する纏物細胞盤のinvitroにおける応答は、組織

レベルにおける防御応答や.~I!I.の特異性と完全に一致した.

現在、植物細胞墜には病原菌シグナルによって作動する分子ス

イッチ{防御応答へのシグナル伝達系の出発点)が存在し、細

胞蟹こそが病原菌と植物の特異性を決定する渇であるとの作重量

仮践に基づいて解析を進めている.

Sm-05 
病傷害ストレスとMAPキナーゼ
瀬尾茂美、仁木智哉、大坪憲弘、佐野浩l、本並

益王
(農水省・生物研・分子遺伝部、 I奈良先端大)

我々は、病斑形成の初期に特異的に発現し、傷

害によりその転写産物が1分以内に増加する
MAPキナーゼ(WIPK)をタバコより単離した。こ
の遺伝子の発現はジャスモン酸(JA)によって活性

化されるが、サリチル酸やABAによっては影響
を受けない。 WIPKの機能を調べるため過剰発現
を目的とした組換えタバコを作成したところ、

以下の特性をもっ2種の組換え体が得られた。
1 )この植物を傷つけても内在性のWIPKの発現
を含め、正常な傷応答すなわちJA信号伝達経路
が全く働かない個体、 2)導入されたWIPK遺伝
子およびJA信号伝達経路が恒常的に働く個体。
WIPKはタンパク質レベルでは恒常的に検出され
る。また、野生型タバコでは、 WIPKは傷を受け
てから一過的にリン酸化による活性化を受ける

が、この活性化WIPKは、 1)の個体では傷に影響

されず恒常的に非常に少量が、 2)の個体では恒常
的に多量が検出された。これらの結果は、活性

イとされたWIPKがJA-信号伝達系を活性化している
ことを示す。転写レベjレでの素早い傷応答とタ

ンパク質レベルでの活性化の関係が興味深い。



SWl-06 
タバコ培養細胞におけるエリシターによる細胞死誘導機構
量生一重¥矢野明1、 進士秀明 1 (1工技院 ・生

命研、 2東大 ・分生研)

植物は病原体の進入に際して抗菌物質の生産、防御遺伝子

発現、過敏感反応死等の防御応答によって対抗する能力を有

している。このような防御応答の分子機構を解明するために

タバコ培養細胞を用いてエリシターシグナル伝達系の解析を

行っている。我々は、タバコ棄において品種特異的に過敏感

反応様の応答を引き起こすことが知られている糸状菌由来の

タンパク質性エリシターをタバコ培養細胞に処理することに

よって、活性酸素の発生、防御遺伝子発現といった典型的な

防御応答とともに細胞質及ぴ核の収織を引き起こし、最終的

に細胞死を誘導することを見いだした。過敏感反応死は植物

細胞内にプログラムされた機構によって制御される積極的な

過程であると考えられており、このタバコ箸養細胞における

エリシターによる細胞死の誘導はその分子機構の解明のため

の有効なモデル実験系になると考えられる。この細胞死の誘

導にはea2+の流入、ある種のプロテアーゼ及ぴプロテインキ
ナーゼ活性を必要とすることが示唆された。さらに細胞死の

進行に先立つてエリシタ}応答性47・kDプロテイン・キナー

ゼの活性化が起こることを見いだし、過敏感反応死のシグナ

ル伝達系において重要な役割を担う可能性が考えられた。
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laAOl 
ペリプラズムにおけるアンフォールドD附 Oレダクター

ゼを安定化するタンパク賀

松崎雅広、省崎美子、佐臓敏生(広島大・理・生側ヰ学)

脱重光合成細菌 Rhodobactersphaeroides f. sp. 

denitrificansの dimethylsulfoxide (DM50)呼吸の末

繍還元醇素であるDMSOレダクターゼは、ペリプラズム

に局在するタンパク質であり、補欠分子族として分子内

に1分子のモリブデンコファクター (Mo-co)をもっ.
聞 50レダクターゼを、塩.で処理し、 Mo回coを解隠

させるとDM50レダクターゼはアンフォールドし、アグ

リゲーションを起こす.そこに大腸菌の分子シャペロン

であるGroEしを添加すると、アグリゲーションが抑制さ
れた.また、同織の効果が、光合成細菌のペリプラズム

画分にも観察されたことから、ペリプラズムにアン

フォールドしたタンパク質を安定化する因子が存在する

ことが示唆された.そこで、この安定化因子の精製を館

み、その一つの候補となるタンパク賀を分商量した.この

タンパク貨は、 N末繍アミノ酸配列より、大腸菌のジペ

プタイドトランスポートタンパク質(DppA)と相同性が

であることが示された。

laA02 
光合成細菌のDMSO還元系遺伝子の転写活性化に関与
する C1S-および、trans-因子

宇治家武史山本勇佐藤敏生 (広島大・理・生

萄事享γ一

光合成細菌Rhodobactersphaeroides f. sp. 

deni tr i fi cansのDMSO還元系遺伝子dJ11sCBAと二成

分転写制御系のレスポンスレギュレーターの遺伝子

dJ11sRに挟まれたDNA領域に四つの閉じ方向に並ぶ繰

り返し配列、 5'ーCXG'πXACATを見いだした。さらに

今回、新たにdJ11sR:変異株UJT311を単離し、 dJ11s描伝

子産物とヌクレオチドの繰り返し配列のdJ11sCBA転写

における役割を検討した。野生株では四つの繰り返

しモチーフを持つDNAプロープと結合するタンパク

質がゲルシフト法で検出された。 UJT311株は、光合

成で増殖したが、 DMSOよるDMSO還元酵素の誘導合成

ができず、 dJ11sCプロモータ}領域に結合するタンパ

ク質も持っていなかった。 UJT311株をdJ11sR遺伝子で
形質転換すると、 DMSO還元酵素の合成とDNA結合活

性が回復した。従って、 dJ11sR産物がDNAプロープの

繰り返しモチーフを認識し結合してDMSOによる誘導

の際に働く dJ11sCBAの転写活性化因子であると考えら

れる。
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laA03 
緑色硫黄光合成細菌αlorobil四街pidi聞の遺伝
子ライブラリーによる紅色光合成細菌
励。dobac街rω戸uJatus色素合成変異徐の繊能的
相補
丞韮盤、 C.E.Bauerl、井上和仁(神奈川大・
理・応用生物、 1Dept. Biol.， Indiana Univ.) 

緑色硫黄光合成細菌Ctepidumは鉄硫黄型の
光化学反応中心を持ち、光繍集系としてパクテ
リオクロロフィル(Bchl)cを含むクロロソームを
持つ。
今回、ベクターにp.JRD215、宿主に大腸菌
XLl・BlueMR/pD円'51を用いて作製した
Ctepidumの染色体DNAライプラリーと
R.ω戸 ula脚色素合成変異株ZY4(bchM::胎n)，
DBI71(bchF::Krn)， DB却4(bchG::Krn)をそれぞれ
接合させ、光合成機能を相補させることができ
たので報告する。相補された株はBchla合成能
を示し、 B8∞・850色素蛋白複合体を形成した。
興味深いことにはbchG相補株では培養液が緑
色を呈し、 670nm付近に吸収極大を示す色素が
細胞抽出液中に認められた。アセトン/メタ
ノール(7:2)溶媒で色棄を抽出したところ、“4run付近に吸収極大を示し、これはCtepidum
から伯出されたBchlcの極大と一致した。ま
た、Bchlaの吸収極大も溶媒中で野生型の
R.ωIpsulaωsから抽出した場合(769nm)より約
8nm短波長側にシフトした。

laA04 
RbodovuJum suJphidonJum および Roseobscter
denitrincansにおける光合成器官の酸素感受性発現調書面タ
ンパク(RegA、RegB)の一次構造の決定

絵主主主主l、永島賢治l、井上和仁1、C.Bauerl、ー・田敏三l、

訟浦克美1 (1都立大・理・生物、 1神奈川大・理・応用生物、

IDept. Biol.. Indiana Univ.) 

紅色光合成細菌は、多くの種で酸素の有無により光合成器
官の合成が制御される。 RodobsctercapsuJstus、
Rodobacter spbseroidesを用いた研究により、センサーキ
ナーゼである RegBとレスポンスレギュレ}ターである
RegAが、光合成器官をコードしている遺伝子を制御してい
ることが判ってきた。
しかし、この 2種とも酸素存在下での光合成曇官の発現制
御パターンが似ている。今回、前記のRodobscterとは発現
制御パターンが異なる RbodovuJumsuJphidonJu皿、
Roseobscter denitri，βcsnsにおいて、新たにrelfA、relfB
織の遺伝子の配列を決定した.
Rb.cspsuJstusのrelfAとの相同性は、それぞれ、 90%以
上と非常に高く、また同織のオベロン構造を形成しているこ
とから、機能も同車種であると推測される。一方、 relfBは、
センサーおよびPン酸化活性榔位があると報告されている
C末織側でも高い栂向性を示すとともに、部分的にかなり保
存されていないIi!JlJがあった.配列の比較から、まだ不明の
relfBの酸素センサー部位と織能を解明の手がかりが得られ
る。



laA05 
Hサブユニットを分離した光合成反応中心タンパク

質の機能解析

金王昆!I.、中村史2、康正之3、白井蹄1、浅田泰男3

三宅淳2C茨媛大'.・生物工学、 E工技院・融合
研、 3工技院・生命研)

光合成細菌Rhodopseudomonasviridisの光合
成反応中心タンパク質(RC)からアルキルエーテル

型の界面活性剤を用いてHサプユニットを分離した
RCHを得ることに成功している。 RC

H
ではユビ

キノンが容易に脱離すると考えられる。本研究で

はRC
H
へのユビキノンの脱酸と導入を行った。

ユビキノンを導入したRC
H
と野生型RCについてパ

クテリオクロロフィル2量体(BchI2)、結合型チト

クロムcの酸化還元電位を測定した。
酸化還元滴定の結果、 RC

H
においてq部位から

ユビキノンを脱離した場合、 Bchl2の磁化還元電位

中点(耳、)は、 RCのBchl2の印直に比べて約40mV低

電位側に移動した。しかし、q，部位にユビキノンを

導入させることにより、 Bchl2の耳、値は野生型の値

に復元することが確認された。

以上の結果よりBchl2の酸化還元電位の移動は

ユビキノンの脱落に起因することが示唆された。

laA06 
乾燥状態での光合成反応中心の性質

屋孟孟l、浅田泰男¥三宅淳2e通産省・工技院・生命工学
工業技術研究所、 2同省、産業技術融合領波研究所)

光合成細菌Rhodopseudomonas凶抽・sの光合成反応中心蛋白

質を厚さ lmmのポリアクリルアミドゲルに固定化し、ゲル

をlmMフェリシアン化カリウムを含む 10mMトリス塩酸

緩衝液 (pH8必でインキユベートした後、真空乾燥した。

乾燥ゲルに抱獲された光合成反応中心蛋白質の分子内での電

子伝違反応をキセノンランプを用いた閃光分光法で浪Ij定した。

パクテリオクロロフィル2量体、結合型チトクロム中のへ

ム、キノンなどの酸化還元中心の聞の電子伝違反応は試料の

酸化還元状態 (Eh)に応じて水溶液中でも乾燥ゲル中でも起

きる。光酸化されたパクテリオクロロフィル2量体の再酸化

反応は水溶液中では2成分の指数関数的減衰として観察され

たが乾燥ゲル中では早い減衰成分が消失し 1成分であった。

以上の結果より、このアクリルアミドゲル抱埋 ・乾燥とい

う方法により、各酸化還元中心の酸化・還元状態を固定する

ことができるが、エネルギーレベル等は少し変化している可

能性があるということが解った。

参考文献 M.Hara，Y. Asada釦d1. Miyake (1996) Mat. Sci. Eng 

C， in press. 三宅淳、上野費生、原正之(1996)蛋白質・核酸・

酵素、 41巻、 2050-2054ページ
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laA07 
ELECτRON Dα沢)RS1'0 PHOTOSYNTHETIC REACTION 
CENTER 別 PURPLE8んC1ERIUMR，ゆrivivaxμlatinosus
A血rrOSYCZKa1.M法。ωYOSHIDA， Kenji V.P. Nん.GASHIMA，

Keizo SHIMADA， Katsumi MA TSUURA; Dept. 8101， Fac. Sci.， 

Tokyo Me回伊li凶 Univ.，M泊amiohsawa1・1，Hacbi吋i，Tokyo 

192・03， 1 pennanen直ad命ess:Inst of Mol. 8io1.， Jagiellonian 

U凶v.，al. Miclaewiαa 3， 31-120 Krakow， Poiand 

We anal戸ed曲eelectton回DS伽 reactio目的msoluble 

electron carrier pro旬insω 也ephotosyntbetic reaction center 

(RC) mutationally devoid of白ebound cytocbrome subunit泊

c244 mutant of R.gelatinosω. High Poten出1lron-Sulfur P剛 S加

(HiPIP. E".= 330 mV) and Low Pote目白lCytocbromec・551(E"， 

= 50 m V) were foundω"瓜cipate面白.edirect reduction of曲e

photo-oxidized bacteriochlorophyll dimer In mutated RC 

C咽 plexessuggesting dispen細胞 roleof臨 boundcytωbrome 

泊凶otωyntbesis.80曲 proteinswere alsoめ，Ieto泊町副総twitb 

也eC.戸ocbrome組以IDItb側mdto RCs present泊 wi1dtype ILI44 

cells， indicating tbe pos5ibi1ity白atin tbis species two 

alternative electron回且sferpatbwaysωRC are pr官sent

We ar芭 cons凶 ctinga genetical sy蹴 m to intr叫 ucepoint 

mutatioDS 0自由esurf郎eof tbe cyωぬromete回bemesubunlt ω 

10<温lize也eb泊ding5i飽5for its soluble physiological partners 

and identify tbe bemes， which direcdy accept electrons from 

鈎，lubieel創泡"Ondonors. 

laA08 
紅色光合減穂留RJiJriV;四 g働問sの反即物C結合型チトクロム
欠損附こおける成長遮闇-現象

宣aK.A1.町句czb'、永島賢怠晦E敬三拙1崎克漢傭立
大・理・生組旨lt.aN臥政i，JagidkJia lliv) 

紅色光合震調薗の反応中'C組合柑コ羽音合チトクロムサフユニ
ット例措」パクテリオクロロフィJ!.二・W叫溜績の電子供与
体となってい&先醐凶衛鳩飴チトクロ.kJまお割宣種子伝達蛍白

剤こよって寓翫されを』この曲賞とし万端蝿のチトクロムc

と紺司町・位鉄イオウ蛋白質QmP)カ切られていふ組金光合

成縄闘の判コ羽音合テトクロムを欠くも(/)/J情り、このチトクロム

の存在憲篠を不壊摘こしているこれら¢種切羽軒が坤婦制彊白

節、ら薗摘こ，(.クテリオクロロフィルニ置倒こ供与されをゐ

紅色光合成細菌RJb柿m:ge.加制Sにお，、て結合チトクロムを

欠損した練を僧iL..光合商こよる歳長¢温度を測定したところ、
野封劇院肖糟匙防車匙均実働旬臨時れ九この度調蹄b秘割金
蛋白質￠獅誠遼~たところ、 E軍司P の含有量カ智羽町二上昇してい
九これJ草場伝子欠損増強薗恒雄開准理~(ランス変似事
発されたをmと考えられふしか」この欠損蹄伊助、ら野生抑こ
匹撤する歳優遇衰を示すもα鴻句杭九これを骨くると、国司Pの
含有量カ'世識のそれと匹敵するま切3砂しており、何ら例理
由こよりHiPIP鍔現齢胃'置されたものと考えられ九水溶性チ

トクロムcの含有.，iI.可制Z噌舎にも劉凶慣られtJ;/J、つ九こ
繍開まHiPIP鳩飴チトクロム制調しt=.，反応申印ご対する電月F
供与体として毅庫前"t!t~いという裳々α淘瞭と一致すふ



laA09 
好気性光合成舗萄嶋的州北町御iU7J属の光合成色策量の多徴性と

光合成反応中心タンパク質をコードする遺伝子に遂づく系統関係の解析

ヨH翠差夏、永島賢治.平石明¥松浦克重量.鴫困敬三
(穆立大・理・生物、'.相量銭術科学大・エコロジー工学)

州諸eらによりtI唱された16SrRNAに釜づく分子系統学の進展

害事により細菌界の系統関係が明らかになってきた.光合成細菌と非

光合成細菌との聞に系統的な量産は無〈両者が混在する.紅色光合成

細菌鮮ではいずれも同微な術遣の反応中心を持つことから.少なく

ともこの細菌鮮中の非光合成細菌は祖先型の持っていた光合成織能

を欠失したものであると考えられる.このような光合成から非光合

成へのエネルギー獲得織式の度化は遺伝子レベルで解明する

する必要がある.

本研究では光合成色素の合成能lまあるが光合成的には生育できない

地内I#dJactertimを用いた.16SrRNAのJ&&配列，表現型情"とも

に非常に煩似しているしているにもかかわらず光合成色療の合成量

に顕著な差が見られた10徐に闘して色濃合成量の遺産の調査と光合

成反応中心タンパク貨をコードしている遺伝子配列の決定及び

系統解析を行なった.その鎗果、色.合成量の多少に関わらず‘

全ての織の光合成反応中心タンパク遺伝子は織能しうる形で保存さ

れていた.また遺伝子聞の進化庭園I(綱同事90.4-99.9%)は細菌

自体の進化m.によく一致していた.このことは術進遺伝子が変わ
らずに発現銅節領織の変化が色濃量の変動に関与していることを示

嘘する.

lpAOl 
光合成細菌ヘリオバクテリアのカロテノイドの再同

定:久4'-Diaponeurosporene 

Oili重重二井上和仁2，赤池光博2，小林正美3，
大岡宏造4，M. T. Madigan5 (1日本医大・生物，

Z神奈川大・理・応用生物 3筑波大・物質工学，

4大阪大・理・生物， SSouthern IlIinois Univ.) 

光合成細菌ヘリオバクテリアは1983年以降，土

題提より 3属5種が発見された.カロテノイド色素は

十分な分析に基づかずに neurosporeneと報告され

ていた.

今回，全種についてカロテノイドを分析し，炭素

数30の 4，4'・Diaponeurosporeneを主成分として

持つことが判明した.さらに微量成分として不飽和

度の異なる Diapolycopeneなども存在していた.

光合成生物では Diapocaroteneの存在は知られ

ていなかった.またこのカロテンは Neurosporene

と同じ数の共役二重結合を持つので，カロテノイド

としての機能面では他の光合成細菌と差異はないと

恩われる.しかし炭素数が10短いため色素置白複合

体中での存在様式に興味がもたれる.
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lpA02 
光合成細菌へリオバクテリアの光化学反応中心粒
子の精製とその性質
鑑盤皐位、赤池光博、楠元範明1、服部昭彦、桜井
英博1、井上和仁(神奈川大・理・応用生物、 1早
稲田大・教育・生物)

鉄硫黄型反応中心を持つへリオバクテリアから
はまだ活性の高い標品の精製が報告されていない。
我々はH.mobilisから界面活性剤TritonX・100を用
いて光化学反応中心粒子を可溶化後、ショ糖密度
勾配超遠心によって精製したが、この標品は光還
元される鉄硫黄センターを結合している。また膜
標品では閃光により光酸化されたCytC553が約
t1/2=2伽nsで再還元されるが、 Triton粒子では閃光

により光酸化されたCytは観察されない。 Triton粒
子で445nm付近に正の差吸収を示す成分(P798+?)
は、約t1/2=2加msでdecayした。ショ糖密度勾配超

遠心後、さらにD臥 EBiogelAカラムクロマトグラ
フィーによって精製を進めると、 3Fe-4S型と思わ
れる鉄硫黄センターがESRによって検出された。
現在ヒドロキシアパタイトカラクロマトグラフィ
ーによる精製について検討を行っている。

lpA03 
緑色イ約細菌 CHWROBIUMTEPIDUMにおける

ハサテリ紗nn7ィJ~C の7ェt7ィチン化と矯養液中の Mg量変化

時国誠二、鍋田敬三、伝浦克美 (都立大・理・

生物)

緑色イオウ細菌Ch1orobium担pidumをhighlight， 46・C条件下で猪

養を行うと約2週間で格養液は緑色から湯茶色に変わる。これは集

光器官~nn')-À内で1円子'Jt夕日目列島 cの7ェオ7-11/イじが起きることによる

ことを先に報告した.この機摘を探る目的で第養液の吸収スベクト

ルおよびpHを測定し、さらに培養液、細胞質ならびにヲnn')-A内の

それぞれのMg量を測定した. この結果、培養液中のpHの変化

はJ\ ' 聖子'Jt~nn7イ J~ cの7ェt7ィチン化には関係ないことが示唆された。

一方、培養液中のMg量は、 J¥・クテリオク目n7ィJI， cの7ェオ7H/化に対応し

て変化することがわかった。 すなわちjγ夕刊抄nn7-1Jl.cを雌れた

Mg は~nn')-À膜を通り、細胞質を経由して培養液に移動しているこ

とが示唆された.単厳したクnn')-Aにおいてもけんだ〈液中のMg温

度が減少すると7ヱt7H/化の速度が増加したことから、何らかの要

因で細胞質内の Mg温度が減少することが生細胞での7エオ7Hi化に

関与していると考えられる。



lpA04 

Zn-パクテリオクロロフィルをもっ細菌
Acidiphilium rubrumの光合成反応
車撞盤t主，伊藤繁，平石明嶋田敬三2 小林正
美3 高市真一4 若尾紀夫5(基生研豊橋技科
大エコロジー工 2都立大理 3筑波大物質工，
4日医大生 5岩手大農)

我々は好気性好酸性細菌Acidiphilium(Ac.)属が、
znを配位したパクテリオクロロフィル(Bαのをも
つことを発見した。 Ac.rubrumは暗所、300C、 pH3.5
で有機栄養培地で増養し、超音波処理で膜標品を
調製した.即'LC、質量分析、レーザ分光を行った.

Ac. rubrumのは紅色細菌型の反応中心とLHlを持
つ.お1・BChlaの吸収ピークは、 Mg-Bchlに比べて
5.......15 nm短波長シフトしている。細胞では13:2: 1 
のzn・BChla: : Mg-BChl a: : BPhe a組成比を示し、
膜標品や反応中心標晶ではMg-BCl喧が消失した.
閃光照射後の過渡吸収スベクトルは電子供与体
スペシャルベアの酸化とアクセサリ-BCl世の電場
シフトを示した.これらのピークも短波長にずれ
ておりZn-Bα副こ光活性があることが判明した.
光強度依存性の測定から、 LHl中のzn・BCl帥為ら反
応中心に効率よく励起エネルギーが移動している
こともわかった。〈参考>'M紘aoet al. PIanI Cell 
Physiol. (1996) 37 : 889・893.

lpA05 
Zn-パクテリオクロロフィルを使う細菌の光合成色素タンパク

豊E量二松浦寛美伊藤繁久岩減雅代平石明
iIi市真一‘.小林正重量若尾紀夫6

('書官立大・理・生物基主主研豊橋銭科大・エコロジー工学，

‘日医大・生物筑波大・物質工学系岩手太"."応用生物)

我々は好厳性細菌 Acicliphiliumrゆr帽の持つパクテリオ
クロロフィル練色素がマグネシウムの代わりに亜鉛を中心金属

とするZn-パクテリオクロロフィル(Zn-B仙1)であり、この色

素が光合成活性に利用されていることを示したれ〉 本研究で

はこの酋の色無タンパクの単穫を訟みその性貨を調べた。

腹分画から LDAO処理、凍結融解、電気泳動により反応中

心および光鋪集タンパク LH 1と恩われる色素被合体を得た。

いずれも対応する紅色光合成細菌の色素タンパクに全体的に似

た吸収スペクトルを示すが、聞け aのものに対応する近赤外都

のピークはすべて有震に短波長シフトしていた.反応中心分画

の吸収スペクトルは旗標晶の光照射による吸収変化と良い対応

を示した。有後溶媒中での Zn-8ChIの吸収ピークはMc-8Ctけの

ものより約7n・短波長シフトしているが、タンパク中での吸収

ピークはほぼ間程度あるいはより太きなシフトであった.また‘

L H 1と恩われる色素タンパクlまSDS処理により 81伽則二ピ
ークが移動した。これは通常の紅色光合成細菌のLH1から得

られるサブユニットフォーム(8820)に対応するZn-BCh1タイプ

LH1のサブユニットフォームと思われた.

以上の結果は各色素タンパク中における Zn-8飢iの存在状態

は釜本的に通常の紅色光合成細菌の対応するタンパク中のMc-

Bα、lのものと岡嫌であることを示唆すると思われる.
WWakao・tal. (1996) Plant Cell Physiol. 37・889-893
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lpA06 
Zn-パクテリオクロロフィルを使う好気性細菌
Acidiphilium周の光合成タンパクの一次構造

丞阜量遣、松浦克襲、平石明¥若尾紀夫ヘ嶋田敬三

(都立大・理・生物、'盤橋銭術科学大・エコロジー工学、

'岩手大・農・応用生物)

Acidiphilium属の光合成細菌に見られる光合成タン

パクは Mgの代わりにZnが配位したパクテリオクロロ
フィル分子を結合している。 PCR法によって

Aciゆ;"hiliumrubrumおよびその近縁種の光捕集タン

パクと反応中心タンパクをコードする遺伝子をクロ一

二ングし、決定した塩基配列から推定されたアミノ酸

配列を他の光合成細菌の Mgタイプの反応中心と比
較した。他の細菌において保存性の高いLサブユニッ

トの 168番目の Hisおよび 172番目の疎水性アミノ酸

が、 Acic放iphiliumではそれぞれ Gluおよび Metであっ

た。これらのアミノ酸を RhodoblJctersphseroidesの反

応中心の立体構造に当てはめると、スペシャルペアの

極めて近傍に位置する。また、光捕集タンパクにおい

てもパクテリオクロロフィルの近傍に位置すると予想さ

れる Asnが、 Ac.幼iphiliumにおいては電荷を持つ Asp

であった。これらのアミノ酸は Zn-パクテリオクロロフィ
ルの安定化に重要な働きをしている可能性がある。

lpA07 

ラン藻($戸ech∞:ystisSp. S回 inPCC6803)の全遺伝
情報の解析

金壬重二、小谷博一、佐藤修正、中村保一、田中
亜矢子、浅水恵理香、宮嶋伸行、杉浦昌弘l、田畑
哲之(かずさDNA研、 l名大・遺伝子)

単細胞性ラン藻 Synech即 :ystisSp. strain PCC6803ゲ
ノムの全塩基配列、 3，573，470bpの決定については、
昨年度本大会で報告した。今回は、塩基配列をもと
に行ったPCC6803ゲノムに含まれる全遺伝情報の解
析結果を報告する。

1) PCC6803ゲノム上に3，166の蛋白質遺伝子を推定
した。類似性検索の結果、 55%はすでにその機能が

報告されているか、他生物の蛋白質遺伝子に類似性
を示した。このうち、類似性により機能を推測でき

る44%を15の機能別カテゴリーに分類した。

2)構造RNAは2組の完全に同一配列のr悶 A遺伝子群

と41種類42コピーのほNA遺伝子を同定した。

3)プラスチドゲノムと比較した結果、機能不明なも

のも含めて、類似の遺伝子が多数見つかった。

PCC6803ゲノムの配列デー夕、解析データは、ラ

ン藻データペース (CyanoBase)として、インター
ネット上で1996年9月から一般公開されている

[http://www.kazusa.or.jp.cyanobase/]。



lpA08 
遺伝子タギングを利用したラン藻 PJectonemabo.明nwnの変
異導入系の開発と野価

退去盆丞明石智行人蔵田祐一1、高橋康弘 (阪大・院・理・生
物、 1阪大・蛋白研)

ラン藻 m町白牌m.OO'Y岨阻は、完全暗所でも従属栄養的に生育
でき、電気穿孔法による形質転換が可能なため、種々の生理機能に
対する遺伝学的解析に適している。我々は、ラン藻細胞内で複製し

ないプラスミド(pTAFIO:nc坦遺伝子とQ断片を含む pUC12誘導体)
を用いた、タギングによる変異導入系の側発を進めており、予備的

な実験として既知の chJL..chJN オベロンの破織について静細な解析
を行った。

chlL (光非依存性プロトクロロフイリド還元酵素サプユニット)
遺伝子の後半部分ををpTAFIOに繁いで細胞内に導入し、得られた変

異体10績はいずれも暗所生育下でクロロフィル量の低下とプロト
クロロフィリドの蓄積という、 chlL、ChJNの遺伝子被割直線と同じ形

質が見られた。Southem解析を行ったところ、プラスミドが染色体
のぬι領滅に1つまたは2つ組み込まれていた。また、変異体から
調製した金剖A画分を用いて大E闘を形質転換すると、プラスミ F
を大腸菌に回収することが可能であり、得られたプラスミドはラン

藻に導入したものと同ーであることを確包した。このことから、ラ
ン藻細胞内に導入されたプラスミドは染色体上の相同領織に組込ま

れた状態で復製されるものの、一節は再組換えにより染色体から放
出され、遊縫した状態で存在する可能性が示吸される。

p. bolyan帥聞Aの SawA節分分解物を pTAFIOに繋いで細胞内
に導入し、暗所での生育が遅くなる変異体を選別した。上記予備実

験の場合と同織に、~異体からプラスミドを大腸曹に回収すること
が可能であり、得られたプラスミドについては、 P. bolyan聞の野

生採に再導入することにより形質との対応を確恕した。現在、プラ
スミドに挿入された S.u3A断片ならびに、 inverae町 Rによって得
られた染色体上の周辺節分の都造について解析を進めている。

lpA09 
ラン藻の光依存性 H+放出における CotAの役割
盟国雄盤、加藤彰、加藤大和、北野勝彦1、大河浩、
同 I嘉男(名大・生物分子応答研究センタ一、 1名
城大・農)

cotAは植物に普遍的に存在するcemA遺伝子と相
向性を持つSyneclwcystis PCC68aの遺伝子で、光
依存性H+放出に関与している(昨年度本大会で報
告) 0 cotA遺伝子は翻訳開始点として 2つの可能
性が存在するが、 cotA欠領変異株(地9)へ長さの
異なる2種類のDNAを挿入したところ、 440アミノ
酸をコードするDNAを合む領域が機能を相補した。
従って、 cotAは高等植物のCemA(229・231アミノ
酸)より大きい蛋白質をコードする事が明らかに
なった。一方、 Syneclwcoccus PCC7942から単離
したcotA遺伝子ば、 421アミノ酸から成るタンパク
質をコードしていた。これらの結果、 CotA/CemA
には高等植物の短いタイプとラン藻、ゼニゴケ、
クラミドモナスの長いタイプがある事が明らかと
なった。抗CotA抗体を用いたウエスタン解析によ
り CotAはチラコイド膜と細胞膜に局在しているこ
とが判った。さらに、阻害剤やM29以外の変異株
を用いH+放出機構について解析をした結果、
DCMUおよびCCCPはH+放出を阻害し、 PSI欠損変
異株も光依存性H+放出を示す事が判った。従って
PSIはこの反応に必須ではなく、 H+放出機構の駆動
にATPが関与していると考えられる。しかし、
CotAにはATP結合領域が存在せず、単独でH+輸送
体として機能している可能性は低く、別の蛋白質
と複合体を形成していると考えられる。
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lpAlO 
ラン藻 Synechocystis PCC6803における 5つの

ndhD遺伝子の発現におよぽす低C臼の影響
玄湿温， 園田雅俊， 加藤大和， 小川晃男(名大・

生物分子応答研究センター)

ラン藻の無機炭酸輸送系はNAD(P)H
dehydrogenaseを合む光化学反応系 I循環電子伝達
の関与が明らかにされている。 一方、 NA町P)H
dehydrogenaseのサプユニットであるndhB遺伝子は
低C02浪度下で強く発現が誘導され、 ndhB欠損変

異株は細胞内に無機炭酸を浪縮することができな
いことが明らかにされている。章受近Synechocystis

PCC儲 aの全ゲノム配列が決められ、 12種類のndh
遺伝子の存在が明らかにされた。これらのndh遺伝
子群の内ndhD、ndhF遺伝子についてはそれぞれ、
5および4コピー存在し、機能的役割の分担がな
されているのではないかと推測される。我々はこ
れらのM初遺伝子の機能的な役割を解析すること
を試みた。ラン藻を高C02浪度条件下から低C02浪

度条件下へ移し、 ndhD遺伝子の発現パターンを調
ベたところ、低CU2濃度で発現が誘導されるもの、
恒常的に発現しているものとがあり、遺伝子によ
ってその発現様式が異なっていた。現在、それぞ
れのndhD遺伝子を不活性化させた変異株を作製し、

その機能の解析を進めつつある。

lpAll 
Synechocystis sp. PCC 6803のPsaK遺伝子被

爆株の作製友ぴ表現型の解析

呈釜山主主、イ中本準(埼玉大・理・分子生物)

光化学系 I色素タンパク質複合体 (PS1)は、

10種以上のポリペプチド(ランソウでは G友ぴ

Hを除く Aから Mのサブユニット}から構成さ

れていると考えられている。これらのサブユニッ

トの機能を明らかにするために、特定のサブユ

ニットの遺伝子を不活性化した変異株が作製さ

れてきた。

本研究において、我々は機能力f全く解明され

ていない PsaKサブユニット遺伝子をジーンター

ゲティング法により破援した変異株を初めて単

離した。この変異株は、光独立栄養条件下にお

ける生育は可能であったが、薗体のクロロフィ

ル量が顕著に減少していた。変異株からチラコ

イド膜を単隠し、タンパク賓の組成を調べたと

ころ、 43kDaタンパク質カ頓箸に減少していたo



lpA12 
好熱性ラン色細菌Synec，加cocc凶 vulcanωからの光化学

系I反応中心複合体の新しい精製法

よ韮盟皇~、証頭宏和、菓子野康浩、小池裕幸、佐藤和彦

(姫路工業大・理・生命科学)

これまで幾つかの研究室で、好熱性ラン色細菌の光

化学系 I反応中心復合体が精製され、その結晶化も行

われてきた。しかしそれらの精製された複合体練晶は、

その調製、精製過程において、強力な界面活性剤処理

やカラム等での長時間の処理により幾つかのサプユ

ニットを失っており、必ずしもタンパク質組成が健全

であるとは言えなかった。

我々は、好熱性ラン色細菌Synec恥coccusvulcanusよ

り、結晶化法を含む温和な手段により高い活性と健全

なタンパク質組成を保持した光化学系 I反応中心複合

体を精製したので、その結果について報告する。

SDS-PAGE分析の結果、結晶化された光化学系 I複

合体はラン色細菌で知られている12種全ての光化学系

I複合体ポリペプチドを保持していることが分かった。

lpA13 
光合成細菌へリオバクテリアHeliobaciJJusmobi1必の遺
伝子ライブラリーによる紅色光合成細菌Rhodobacter
ω戸油価色素合成変異株の機能的相補
証山主孟、 c.E. Bauer1、井上和仁(神奈川大・理・
応用生物、 lDept.Biol.， Indiana Univ.) 

光合成細菌へリオバクテリアは主要な光合成色素
としてBacteri∞:hlorophyll(Bchl泌を持ち、また、その
光化学反応中心は鉄硫黄型に属する。今回、へリオ
バクテリアH.mobilisの染色体DNAライプラリーに
よって紅色光合成細菌R.ωrpsulatus色素合成変異株
ZY5(bchLにKrn)， IDB(bchN::Krn)， IDA(bchB:まm)，
DB391(bchP:ポm)，DB350(bchl::Krn)， ZY6(bchH:にKrn)を
機能的に相補させることができたので報告する。
光合成的に相補されたR.ωipsuJa伽株は光照射下で
Bchla合成能を示し、 B800-850色素蛋白複合体を形成
した。相補株よりプラスミドを取り出しR.capsuJatus
色素合成変異株に再導入したところZY5(bchL:玉川，
IDB(bchN::Krn)， IDA(bchB::胎n)相補株から取り出し
たプラスミドはL、ずれもbchL， bchN， bchBをそれぞれ
相補した。また、 bchB相補株を暗所で培養したとこ

ろBchlaの合成は見られず626nm付近に何らかの色素
中間代謝産物と思われる吸収極大が認めらた。これ
らの結果は少なくともbchBを相補させたプラスミド
にはへリオバクテリア由来の光依存性Pchlide還元酵
素が存在している可能性を示している。
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lpA14 
緑色イオウ細菌クロロピウムの反応中心:cyt c→P840の電
子伝達におけるグリセロールの影響
本盟主進、岩滅雅代1、伊藤繁1
(阪大・院・理・生物、 1基金研)

緑色イオウ細菌の反応中心は，構造・機能の上で光化学系
I反応中心との類似性が指摘されている。しかし一方におい
てそのタンパク質はホモダイマー構造をとることが推測され、
従来のヘテロダイマー型反応中心との違いが注目されている。
我々 は ChJorobiumfepid，聞から5本のサプユニット(コア:
65 kDa、 FMO:41 kDa、 FTfFB : 31 kDa、 cytc: 22 kDa、 18
kDaタンパク)から構成される安定な抱合体標品を単雄・鴻
製し、分光特性と電子移動について調べてきた。この際、
低温 (77K)では cytcから問40への電子伝達が阻害される

ことを見い出した(昨年度本大会)。しかしながらこの阻害
は、温度を 273Kまで上げていっても図復しなかった。今回、
cyt c→P840の反応特性について解析することにした。
反応混液中のグリセロール濠度を上げていくと徐身にcytc 
→問40の電子伝達速度は減少することがわかった。すなわ
ち温度 220Cにおいて、0%グリセロールでの速度の半減期
は0.15msであったが、 ω%にすると 80msに変化した。ま
たこのグリセロールによる影響は、全〈可逆的であった。本
来句tcは膜結合型であるにもかかわらず、 cytc→問40の
電子伝達速度はヘムタンパク質部分の構造的"ゆらぎ"に大き
く依存することが示唆された。

lpA15 
ヘリオバクテリアH.IIIodesticaldUII/におけるP800の二量
体構造と近傍システイン残基との相互作用

豆旦-.1I、大岡宏皆、深見佳枝1、井上頼直(理研・光
合成科学、 1阪大・院・理・生物)

ヘリオバクテリアの反応中心蛋白質はFe.S型に属し、

緑色硫黄細菌と同様にホモダイマー構造を持つと考えら

れている。一次電子供与体P8∞はパクテリオクロロフィ

ルg分子よりなるが、その構造や反応は未だ明らかとなっ

ていない。そこで本研究では、 P800の光酸化の際のフー

リエ変換赤外(FTIR)差スペクトルを測定し、その構造や

相互作用について調べた。

HeliobacteriUII/ IIIodesticaldUII/の膜標品にペンジルピ

オロゲンを電子受容体として加え、 220KでP800の光誘起
FTIR差スペクトル(p伎が!P800)を測定した。得られたス
ペクトルには、 2100c皿-1付近に二量体クロロフィル特有

の幅の広い電子吸収帯が観測され、 P800が他の型の反応

中心のPと同様に二量体構造をとっていることが確かめ

られた。しかし、バンド位置や形の違いから、ぞれは紅

色細菌や緑色硫黄細菌のPとはやや異なる二量体構造で

あることが示唆された。また、 2550/2560cぜにはシステ

イン残基由来のSH伸縮振動が観測され、 P800のごく近傍
にシステイン残基が存在し、恐らく水素結合を介して

P800と相互作用していることが示された。



lpA16 
13C-NMR，分子関lH-IHNOEを用いたパクテリオクロロ
フィ Jレcクロロゾーム類似高次会合体のモデリング
重E一一正p 小山 泰，小椋賢治1，稲垣冬彦1(関西学院
大・ 都臨床研・生産活性)

緑色光合成細菌は，クロロゾームと呼ばれる特徴的な
アンテナ複合体を持っており，タンパクの関与無しに直
接的な色素ー色素聞での相互作用によりBC】11c高次会合体
が形成されている.現在クロロゾーム内での色素分子の
配向状態に測して，①野沢らの"Antiparallel-chain 
model"と② Holzwa同1らの"Parallel-chainmodel"の聞で活
発な議論がなされている.今回モデル系として， S[I， E[ 
BChl cをジクロロメタン/四塩化炭素(=1:3)混合溶液中に
分散し，クロロゾーム類似高次会合体を形成させた.
山この溶液にメタノールを消下し，会合体を連続的に
単量体へと解体していき，各段階での13C-NMR測定を
行った.これら一連のNMRスペクトルに対して，隣接マ
クロサイクJレの環電流効果を反映する13Cイじ学シフトに
着目し会合体構造の決定を試みた.得られた結果は，
"Parallel-chain model"を支持するものであった.
I勾次に， 13C同位元素置換BChlcと非置換BChl&1:1 
の轡合で混合した試料を用い3次元F113C叫巾dF3 13C-
filtered HSQC-NOESYスベクトルを測定した.この手法の
適用により選択的に分子関NOEシグナルのみを検出する
ことが可能となり， 81~7Me， 81~82Me， 18~20Me，7Me 
~20Me， 18Me∞20Me， 1~81， 10~82Me， 8制~7Me聞
での分子関lH-IHNOEシグナルの検出に成功した.この
分子関NOE相関とlH-，13Cイ巳学シフトの環電流効果の両
方を説明するBChl高次会合体のモデルの提出を試み
る.

lpA17 
同位元素置換したクロロフィルaのラマンスベクトルの解析

隼止血革、小山泰(関西学院大 ・理)

クロロフィルの励起状態の構造は、光合成初期過程におけ

る電子伝達やカロテノイドへのエネルギー散逸に重要な役割
を担っていると考えられる。去年の年会では、 15N・Chla、
13C・Chlaのラマンスベクトルから、 NA-Chlaのラマンスベク
トルの経験的な帰属と、この帰属に基づいた三重項・ 一重項
状態の構造の違いについて発表した。今回、 2H-Chla、2H-
15N-Chl a、2H. 15N . 13C-Chl aのラマンスベクトルをさらに
測定し、より正確な帰属を行おうとした。
2H-、2H.15N-、2H・15N・13C-Chlaはクロレラ工業側より
勝入した(1部はサンプルとしていただいた)ものをシリカ

ゲルのHPLCでさらに精製した。ラマンスベクトルの測定に関
しては、去年の年会要旨に示したとおりである。

Petke逮1)のabinitio分子軌道計算の結果によると、マクロ
サイクル上の結合次数の大きさは、 Cb'Cb>C..Cm>Ca-N>Ca-
Cbの順で変化し、この結果をもとにして経験的帰属を行っ

た。現在、同位元素シフトに基づき、基底状態について基準
振動計算を進めているが、結合次数の大きさはPetke逮1)のも
のと傾向が似ていることがわかった。励起状態についても基
準振動計算を行うことにより、各結合に対する力の定数から
励起状態の構造について触れる予定である。

1) J. D. Petke， G. M. Maggiora. L. L. Shipman. and R. E. 
Christoffersen， J. Mol. Spectrosc.， 73， (1978)，311'331. 
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2aAOl 
THE CHARACTERIZA TION OF THE EXCITED-
STATE RAMAN SPECTRA OF THE NATURAL 
ABUNDANCE BACTERIOPHEOPHYTIN a AND 
THE 15N-，2H・AND13C-ENRICHED SPECIES 
Leenawatv LIMANT ARA.， Shun SAKAMOTO， 
Yasushi KOYAMA; Fac. Sci.， Kwansei Gakuin Univ.， 
Nishinomiya 662 

The T 1 and S 1 Raman spectra of natural 
abundance (NA-) BPhe a and 15N-， 2H-and 13C-
enriched BPhe a were measured and the Raman lines 
were characterized in each state. Comparison of the 
characterized Raman lines showed the following: (1) 
Upon excitation (So→TJ， S。→SI)of the macrocycle， 
decrease in the bond order takes place in the Ca，一Cm
bond having the highest bond order， whereas 
increase in the bond order takes place in the Ca-N 
bond having the lowest bond order. (2) In contrast 
to出eRaman spectra of BChl a， there is no change in 
frequency of the ring-breathing vibration of the T1 
and SI R創nanspec凶 ofBPhe a. This phenomenon 
may due to the absence of the magnesium atom in the 
central of macrocycle which affects the changes in 
the bond orders of the conjugated macrocycle upon 
excitations. All other typical characterization of this 
pigment will also be described in detail. 

2aA02 
A11-trans-spheroideneの共鳴ラマン励起プロファイル
佐島徳武、孟ー且孟、橋本秀樹1、小山泰(関西学院大学・
理、 1大阪市大・工・応用物理)

<序> カロテノイドからクロロフィルへのエネルギー伝達に
ついては基底状態(Ag-状態)からの双極子遷移に対して許容

なBu+状態と、禁伽jな2Ag-状態の二つの一重項励起状態が関与
している。2Ag-状態からのエネルギー伝達を考える上で、この

状態のエネルギーの決定は不可欠である。A11-trans'spheroidene
の2A宮ー準位エネルギー決定に関しては、すでに蛍光および蛍光
励起分光を用いた研究が報告されているが1)、不純物に由来す
る準位を観測しているのではないかとの指摘があり最終結論を
得るには到っていない。そこで今回は、共鳴ラマン励起プロ
ファイルを測定することにより2A宮ー準位エネルギーの決定を試
みた。
<実験> 光合成細菌R.sphaeroides2.4.1から梢leI"Oideneを拍
出、単離、精製した。クライオスタ ット中に試料を設置し、液
体窒素温度下でパルスYAGレーザー励起色素レーザーの142∞
-17氏lOcm-1のエネルギーを持つ光でプロープすることにより
ラマンスベクトルを測定した。ラマン散乱の検出は標準光源に
より感度補正したダイオードアレイ検出器を用いた。y4補正し
たY1 (C=C伸縮振動)ラマン線の強度をプロープ光のエネル

ギーに対してプロットすることにより共鳴ラマン励起プロファ
イルを作成した。
<結果> 157∞および172∞cm-1付近に、 2Ag→一~強移に由
来すると考えられる振動構造を伴った共鳴励起プロファイルの
観測に成功した。今後、 CCD検出器を用いて測定波長を近赤
外域まで伸長し、トー0遷移エネルギーの決定を試みるe
1) Y. Watanabe et al.， Chem. Phys. Lett.， 206 (1993) 62-68 



2aA03 
ピコ秒過渡吸収分光法によるスフエロイデンの
21Ag-状態のエネルギー準位と溶媒効果の解析

池血孟，張建平，小山泰(関西学院大・
理・化)

数種の炭化水素に溶解した全トランススフエロ
イデンの、ヒコ秒時間分解Sn~S ， (2IAg-)吸収スベク
トルを測定した。この遷移エネルギーの溶媒の分
極率への依存性は、基底状態の紫外可視吸収分光
によって決定した218.+状態の分極率依存性と非常
によく似ていた。このことは、 Sn状態が218.+状態
であるということを強く示唆している。 n-ヘキサ
ンの場合では、スフエロイデンの過渡吸収スベク
トルは、 1887Ocm-I(53伽m)に強いピークを持ち、ま
たそのピークの高エネルギー側に肩を示した。
我々は、それらをそれぞれ218よ~O)恒 21Ag-(~)遷移お
よび218.+(0)炉 2IAg-(Q)遷移と帰属した。 一方、基底
状態の218，， +~11A.遺移の吸収は、 3599Ocm- 1

(278.5nm)で最大Eなる。これを218.+状態の第ー振
動準位とし、振動準位聞のエネルギー差を14OOcm-1

とすると、 ~~~~+(O)ー!1 Ag-(O)遷移は345枇 m-Iとなる
ので、 21A.-状態のエネルギー準位は1432Ocm-1にな
る。また:2TA.ー状態のエネルギーが溶媒の分極率に
ほとんど依;しないことも見出した。以上の結果
を、カロテノイド・(ノtクテリオ)クロロフィル聞の
一重項エネルギー伝達機構と関連して議論する。

2aA04 
P700a鎗粒子のttJ"t・3秒レーザサオ川河:P700の選択的

励起による初期電荷分穫過程の解析

熊崎茂一¥並よ皇、吉原経太郎1 (帝京大・薬、 T分子

研)

P700当たりわ付知的ゆが約12分子しか存在しない標品

に、 70lnmの偏光した色素レーザー，，"J，A (0.6ps、76MHz)を

照射して、 P700を選択的に励起したときにわ.ピヨ秒領織

で起こる村光(750(土2)nm)の偏光解消の速度と村光寿命

をup-屯onversioni去によって測定した。
1 .偏光/¥'J，Aによって鶴起された村光の偏光解消の速度
は約Ipsであることが示された。この鎗果、 P700から周

りのわ行何回ゆへ励起Z率的.ーが逆流すること、および

P700とわ付知的ゅの聞でIpsの速度で励起I*糾.ーが平衡
化されることが示された。

2" 'T{光強度は2.2ps(35%)、15ps(55%)および>ln8(10%)

の速度で減衰した。 2.2psおよび15psで滅表する成分は

P700とん間での電荷分厳に伴う励起工事時.置の消失を反映

していると考えられるので、この標晶では電荷分畿の速

度lま励起工事糾.ーの移動速度に比べてかなり遅いことが示
された。 2.2psの成分はP700と最も緊密に結合したわ予付

日日7ゅよにある励起I*J，~" ーによって引き起こされる電荷
分離であり、 15psの成分はP700とあまり緊密でないわ汁
知的ゆ聞にも励起工事糾.ーが平衡化されたときの電荷分離

を反映すると推定される。
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2aA05 
光化学系I反応中心キノンの結合侮位とその反応

便益繁岩城耐tl河盛可佐子 1原英之 2S.A.Dzuba

(基生研関西学院大理物理， 2Russian Ac“唄ySci.) 

ホウレンソウ光化浮系 (PS)1反応中心崎電子受容体フィロキノン

をエーテル抽出した後、合成キノン類を再構成し、その結合位置と

反応を検討した。位置はパルスI!SRで測定し、反応はレーザ分光で

測定した。スピンエコーI!SRでレーザ照射後1μ秒での門∞+Qーラ

ジカル対を涜定し、スピン聞の双極子相互作用を見措置った。この結

果、本来のフィロキノンと合成キノン (diBr-ナフトキノン、 OHーア

ンスラキノン等)では円∞+とQ-聞の(恥乙咽)距援として25

Aを得た。これより、合成キノンがフィロキノン結合節位へほぽ完

全に再構成されている事が示された。一方、分子サイズのやや大き

いテトラニトロフルオレノン (F)では約lA短い距障が得られ、

レーザ分光で測定された円∞+F-聞での電荷再結合速度がP700+

Q-間より約2倍の速さであることに裏付けを与えた。これらの距

隠は光佑学系H反応、中心で同様な方法で見績られたプラストキノン

や、置換 DBIIIB-と P680+聞の距滋、あるいは紅色細菌反応中心で

の UQーと P860+聞の中心咽距鷲より約 2A短い.これよりX線結

績回折ではまだ決まっていない PSI複合体内のキノン位置を推定し

た。(多考)A. Dzuba et a1. Phys.白銅.Let.(1996) in press 

2aA06 
カンキツとその近縁種の光化学系 1サプユニット遺伝子

童主盤盟，高橋正宏槍山哲夫 1(農水省・四国農試埼

玉大・理・分子生物)

光化学系 1複合体(psI)の P鎗D，PsaEサプユニットは高
等植物では核の psaD， psaE遺伝子にコードされ， PsaCと
P鈍A'P鎗 Bサプユニット聞の安定な会合に必要と考えられて

いるが，その役割には不明な点も多い。これらサプユニットの

機能を解明するため， 2俗体で形質転換も可能なカンキツお

よびその近縁種であるカラタチよりpsaD，psaEのcONAクロ

ーンを単離してその構造を解析した。

ネーブルオレンジ(Ci/rUssinensis Osbeck) ，ポンカン

(Ci，かusreticulata Blan∞) ，および近縁のカラタチ(Poncirus

0・ifoliataRafin.)のcONAライブラリをスクリーニングした結果，

3品種いずれからも2種類の戸aD(psaDa，psaDbと命名)と
1種類の psaEクローンが得られた。予想アミノ酸配列は
psaDa/psaDb， psaEともにネーブルオレンジとポンカン聞で
完全に一致し，またカラタチ由来のものとではそれぞれ6，1，
I残基に置換が見出された。それぞれの予想分子量は

psaDa: 23，1570a， psaDb: 22，8870a， psaE: 15，20lOa (し、ず

れもネーブルオレンジ/ポンカン由来のクローンでの推定

値)で，配列中には各サプユニットのN・末端アミノ酸配列と完

全に一致する配列が見出された。成熟型のアミノ酸配列は既

に報告されている高等継物のものとよく一致した。またサザン

分析より，これらの遺伝子はカンキツ品種聞でよく保存されて

いると考えられた。



2aA07 
系 I複合体の蓄積に必須な葉緑体にコードされた

Ycf4タンパクは複合体の構成サプユニットか?

高橋裕一郎(岡山大・理・生物)

葉緑体ゲノムの保存された読み取り枠ycf4は見か
けの分子量21Kのタンパクをコードし，それを失活

させた緑藻クラミドモナスの形質転換体は系 I複合

体を蓄積できない.野生株から精製した系 I複合体

標品には少量のYcf4タンパクが検出さたが，これま

でに報告されている系 I複合体標品にはこのタンパ

クの存在は報告されていない.

そこで野生株のチラコイド膜を界面活性剤で可溶

化しショ糖密度勾配超遠心法で分離した画分を分析

したところ， Ycf4タンパクはLHCIIが分離される密
度の低い画分と系 Iより密度の高い画分に検出され

た.したがって， Ycf4タンパクは系 I複合体の構成

サプユニットではないと考えられる.またチラコイ

ド膜を架橋剤のDS6で処理すると， 40K付近に 3本

の架橋産物と考えれるシグナルが検出された.これ

らの結果から， Ycf4タンパクは狙自のたんぱく質複

合体を構成してチラコイド膜に存在することが示唆

された.

2aA08 

光化学系 Iの鈍Daサプユニットについて
檎山哲夫，佐藤昭夫，高橋正宏，中津康至，鈴木浩一，清水
徳m・(埼玉大・理・分子生物四国良試・果樹研}

我々は前回の発表でこれまで光化学系 11(PSII) 
のサブユニットとしてデータパンクなどに登録さ

れてきた 5kDaタンパク質について，これが反応中

心複合体 (CPI，巨大サプユニットのみで構成)に
強固に結合していることから，光化学系1(PSI)の
サブユニットと考えたほうがよいと提案した。その

後この 5kDaサプユニットが，ホウレンソウとダイ

コンの他に，チンゲンサイ，コムギ，パセリ，シュ

ンギク，ヨウシュヤマゴボウ，オレンジなどのいず

れも PSI画分に存在することを見出した。またホウ
レンソウ葉緑体をジギトニンによる温和な処理で

得られたPSI画分 (D144)や，界面活性剤を使わず
に分画したヨウシュヤマゴボウのストロマチラコ

イド画分 (PSIのみからなる)に多く局在すること
も分かった。これらの結果から 5kDaタンパク質は

やはり PSIIではなく PSIのサプユニットと考える
方が妥当であると結論し，とりあえずPsaYと命名
することを提案する。
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2aA09 
pmgAは光化学系2/系1量比の調節に関与する
日原由香子、池内昌彦(東大・教養・生物)

我々は先に、シアノバクテリアSynechocystis
sp. PCC 6803から、光狼立栄養条件、特に強光条件
下では野生稼より良い生育を示すが、光混合栄養条
件下では生育盟書を受ける変異稼 (WL株)を見い
だし、その変異遺伝子 (pmgA)のクローニングと
遺伝子破壊椋の作製を行なった (1996年度植物学
会)。本大会ではそれらの表現型をさらに詳細に解
析した結果について報告する.
系2と系1の量比を表す低温鐙光のF695/F725比

は、弱光 (20μEmセー1)での培養では野生線、 WL
株とも0.5--0.6であった。強光 (300μEm-2s-1) に
移すと、野生糠は1.0と大きく系21系1量比を変動さ
せたが、 WL椋は0.7と変動が少なかった。 pmgA
破壊練はWL株と問機な傾向を示した。さらに電子
伝達活性を測定すると、野生株では弱光から強光に
移すと系2活性/系1活性比が高くなるのに対し、 WL
株、 pmgA.破嬢抹では培養条件にかかわらずほぽ一
定値を示した。
以上の結果から、野生株では強光下で相対的に系
1を減少させるような適応があり、 pmgA.遺伝子産
物がこの調節機構に関与していることが示唆された。

2aAlO 
アジド光処理によるPSIIの失活はアジディル
ラジカルではなくアジドイオンによる

高梨寿，真野純一，浅田浩二(京都大・食研)

Tris処理したPSII践にNaN3と電子受容体存在下で
光照射 (Azide-光処理)すると、電子伝達(yz司~)が

阻害される.このときNよイオンがPSII.化側のyz+
ラジカルにより3X103M1s-lで酸化され、 N3・ラジ
カルが生成する [1996年度植物生理学会年会]. 
N3・ラジカルとN3・イオンのどちらが限寄分子種であ

るか明らかにするために、 Azide-光処理によるPSII
活性の阻害速度とN3'ラジカル光生成速度に対する

Nよイオン灘度の効果を調べた。阻害速度はNaN3濠
度に比例して40mMまで直線的に増大した.一方、
DMPO・スピントラップESR法またはNaN3を電子供与
体としたDCIPの光遺元速度より求めたN3'ラジカル

生成速度Ict20mM NaN3で飽和し、阻害速度とは比
例しなかった.従って、阻害分子種はN3・ラジカル

ではなく、 N3・イオンである.阻害にはPSIIのターン
オーバーが必夏であることから、 N3-イオンは光酸化

又は光還元されたPSII成分と反応し、電子伝達の組
奮を引き起こすと考えられる。



2aAll 
光合成光化学系E内環状電子移動における荷電位型チトク

ロムb-559と非ヘム鉄の役割

墨孟重量、手島圭三、赤堀興造(広島大学・総合科学)

PS n中で電荷分離により生じた電荷を再結合させる PSn 
内環状電子移動は反応性の高いラジカJレを消去しPSn光阻
害反応に防御的に働いていると予想される。 本研究では分

光学的測定を容易にするため、PSnの集光性蛋白質を大部分
除去し、さらに、 Tris処理を行い、水分解系を失活させ光阻

害環境を形成させた試料(TrisRC)と TrisRCより Fe2+を除去し

た試料{ーF~+-TrisR C)と Zn2 +置換した試料(Zn2 +-TrisRC)を銅製

した。 レーザーフラッシュフォトリシス法による測定で人

工電子供与体Mn2+を加え、通常の直線状電子移動のみ起こる

条件にすると消滅する半減期100-200仰の成分をP680+

再逮元過程と QA再酸化過程でともに観測した。これらの 100

-200仰の成分はともに酸化還元電位依存性(E"= 420-
470mV)を示し、高官E位舗で増加した。これはCytb-559の
高電位型の酸化還元電位とほぼ対応した。 また、それぞれ

の100-200μ成分の量はTrisRCが-Fe2+-TrisRCとZn2+-

TrisRCの約2倍であり、 pH6.4を変化の中点として、高い

pHでは地加した。 このとき TrisRCは.Fe2+. TrisR CとZn2+ー

TrisRCの約2t音のpH変化を示した。これらの事実から PS

E内環状電子移動と高官E位型Cytb.559及び非へム鉄との関
わりについて考察する。

2aA12 
光化学系E電子伝達体の相対位置

1.チロシンとプラストキノンQA

基丞型主，原英之，河盛阿佐子*赤堀興造

(関学大・理，牢広大・総合科学)

α処還を施したP釦I排ヘム鉄(F?)のスピンが刊
になるため仏・のm 信号をβ 似 5の位置に観測できる。
この試料をお3Kで20秒間光照射した後γ万三に急療する
事によりYtとOA・を同時にトラッナできた。またZ乃Kで
8分間光照射後3分間階置した後77K.に急凍する事により

YD+とOAを同時にトラッデできた
これらの誤料を用いて'2+1'明uet悶 E1α制 lSpinE伽

(ES町の測定を行った。'2+1'E駆出主電子スピン聞の双極
子相互作用を直張検出し，スピン聞の距離を決定すること

が可能である。これより，仏~YZ及び OA-YD聞の距離を各々
37Á， 38Åt~綻し丸これらの結鼎拡叫o噸叫D.etal. 
(1995)のがム動らYz及川聞の蹴 (37土SA)Iこ近
し呼置である。

当日は、これまでに求められた光化学系E電子伝達体の

相対位置の結果と交えて議論する。
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2aA13 
光化学系Eの電子伝達体の相対距厳:

n. P 6 8 0とプラストキノンQAなど

1河盛阿佐子原英之岩波雅代伊藤繁，

2鞠逮也佐藤公行赤楓興造， 4 Sergei A.Dzuba. 

1関学大理基礎生物研広大総合ロシア科学アカ

アミー

レーザー照射直後の電荷分荷量でP680+QA-ラジカ

ル対のスピン偏極した信号が90度位相でチロシンDの

信号に邪魔されずに観測できる.ここでは前述のシアン処

理によりノンへム鉄を反磁性としたものの他.鉄を豆鉛に

置換したもの.単商雄量lしJた反応中
成した3種のpsnについてES E EM(官電E子スピンエコ
一振幅変調)を鍍測し，そのフーリエ変換より双極子相互

作用を決定し.次式

hV- I1A~(3∞s29 ・ 1) (1) 

より距陵試料に依存して26-29Aの範囲で決定した.

水分解系からの距穫についても紹介する

2pAOl 
破棄発生光化学系11複合体の結晶化:界面活性剤

の影響

主一豊ι1，2、青山ー浩1，2、井上頼直1，2、神谷

信夫2 (1理研・光合成科学、 2理研・.造生物)

イネより精製した酪素発生光化学系11粒子は、

ドデシルマルトシドを界面活性剤としたときに結

晶化するが、その給品の分解能が低く、結晶のパ

ッキングにらせん対称性があり構造解析には適し

ていない.そこでドデシルマルトシドを他の各種

界面活性剰に置き換え結晶化を誌みた。その結果、

デシルマルトシドや、DeoxyBigchap， CYMAL・3，

Zwittergent 3・'2を用いたことにより結晶が得

られた.この内、デシルマルトシドにより生成し

た結品はサイズが0.2x 0.2 x 0.05 cmの六角板

状のものと針状のものがあり、ドデシルマルトシ

ドにより得られた結晶と似ている.これら結晶の

性質をX織を用いて検討中である.また、結晶化

用線品の純度や精製方法についても再検討してお

り、その結果を合わせて報告する.



2pA02 
威厳片中における光化学系11~・合体の電子顕微鏡法による徳造解析

亙叫盤、中里膨芳¥真相暗浩太、井上車圏直(理研・光合成科学、 1科鎌

田・さきがけ}

チラコイド臓中における光化学系 11の配置と繍遣について調べる

ために、ホウレンソウ由来の光化学系111横断片を、可溶化することな

〈電子顕微鏡法により観療し、徳造解析を符った.

光化学系 11組合体の欄造については績敏のグループによって電子

顕微鏡;去を用いた布陣造解析が行われている.Boekema等は可湾化さ

れた光化学系111複合体がこ量体を形成していることを級告している.

一方、 Holzenburg等l孟二次元結晶中で光化学系111恒合体が単量体と

して存在していると主領している.しかし、天然のチラコイド眼中で

光化学系11組合体が単置体なのかニ量体を形成しているのかは現在の

ところ鎗蛤が出ていない.

われわれは、より天然のチラコイド臓に近い系として BBY型の光

化学系11.断片を用い、電子顕微鏡像から構造解析を行った.構造解

析の手法としては単一位子解析法(single particle analysis )及

び戚断片中で光化学系11縫合体が再配列した二次元結Aのフーリ工法

による解析を用いた.解析の鎗果、 BBY型の.断片中では光化学系

11複合体は主に2つのドメインからなるように見えた.また.粒子の

大きさはおよそ8・10nmであった.年会ではBoekema等が報告し

たこ量体とわれわれの栂途解析との比般を行う予定である.

2pA03 
光化学系11複合体の電子線三次元締途解析

中里勝芳、真榔i告太1、石川尚人豊島近2、市村年昭久

井上積直 1 (科鎗団・さきがけ、 1理研・光合成科学、 2東大・

分生研、 3工銭院・生命研)

ホウレンソウ由来の光化学系11複合体 (CP47，01，02， cyt.b559， 
psbl蛋白)を二次元鎗晶化し1)、この複合体の三次元得遣を電子

線三次元締進解析により明らかにした。負染色した二次元結晶を 0

.から60.までほぼ 1O.間隔で傾斜させて像を撮彫し、画像解
析により、光化学系11複合体の立体構造を分解能20Aで明らかに
した。本複合体の高さ(膜面に垂直方向の最大畏)と膜iii方向の最

大長はともに約80Aであった。負染色賦料のため、主に11面から
突出している部分の構造に関する知見が得られた。ルーメン側とス

トロマ側に突出した郵分の禍進はかなり異なり、いずれか一方が腺

薗から25-30A程度突出しているのに対して、他方はほとんど
臓に浬もれていることが明らかになった(狭い範囲ではあるが10 

-15A程度突出している鶴分がある).CP47， 01，02， cyt.b559， 
ps剖蛋白から栂築された系11複合体のルーメン側には、 CP47の大
きならループ(約20kOa)や01友ぴ02のE圏外ヘリックスがあるこ
とか'知られており、 E量薗からルーメン側に出ているポリペプチド
鎖の総分子量はストロマ側の2倍以上になる。従って、 E直面から 3

OA弱突出している方がルーメン側、他方がストロマに対応すると
考えられる。これらの結果は原子間カ顕微鏡による二次元結晶表面

の観寮結果とほぼ一致した。系11復合体内での01/02ヘテロダイマ
ーとCP47の位置について報告する予定である。
1) K. Nakazato， et al. (1996) J.Mol. 8101.257，225・232
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2pA04 
変異導入によるPSII電子移動調節におけるPSII.Lの
機能解析
杉山立志、小湾真一郎、豊島 則
(京都大学大学院、人間7毒事研究科)

PSII複合体構成タンパク質のlつであるpsbLにコー
ドされたPSIHタンパク質はPSIIの電子移動調節に
関与している。
本研究では、大腸菌を用いた大量発現系によって
一連のPSIH変異体を作製し、それらを PSII.Lを除去
した反応中心複合体に再構成することにより、PSIIの

篭子移動に関与するPSIH上のアミノ酸残基の同定
を行い、次のような結果を得た。なおPSII.LはC末端
側に1本の膜貫通αヘリックス配列を持っている。
①N末端の親水性の15残基まで欠失させても、野生型
のPSIHと同じ電子移動活性(ET活性)を示した。
②推定される aヘリックスのN末端に近いSLY'を
.LLLーに置換した置換体ではET活性がいくぶん低
下した。
③C末端の7残基.FSNYFFNを.LLL YFFN;' FSNLLLN; 
および.FSNYFFLに置換した重要体ではET活在示
ほとんど失われた。
④C末端のAsnをAspに置換した置換体ではET活性が
完全に失われた。
これらの結果はPSII.LのC末端側が竜子移動に直接関
与していることを示唆している。

2pA05 
光合成光化学11(PSII)酸化側での電子移動に対す
るPSIHの役割

墨旦単車、杉山立志、中野雄喜、豊島喜則

(京都大学大学院、人間・環境学研究科)

変異を導入したPSIHを用いた再構成実験から、

PSIHのC末端領域がPSII電子移動に関与しているこ

とが明らかになった。この領域はPSII複合体中では

P680の酸化側に位置すると考えられ、 PSII.LがPSII

の駿化側での電子移動に関与している可能性を示唆

している。そこでこの可能性を直接調べる目的で

EPRによりsignal11に対するPSII.Lの効果を再構成

法により調べた。

QAへの電子移動活性を持つPSIIコア複合体に、

Fe(CN)63存在下、定常光照射を行うとz+、D+に起
因する signal11が観測されるが、 PSIIコア複合体か

ら PSIHを取り除くと、 signal11の生成は消失し

た。この複合体にPSIHを再構成すると、 QAキノン

の有無に関わらずsignal11が再び現れた。この結果

からPSIHがZ→P680+の電子移動過程に直接関与し

ていることが明らかとなった。変異を導入した

PSIH再構成実験の結果とあわせてPSII酸化側電子

移動に対するPSII.Lの役割について考察する。



2pA06 
光化学系Eによる 2価Mnイオンの酸化反応

小野高明(理研・光合成科学)

光合成酸素発生は光化学系n酸化側に存在するMnの4原
子クラスターにより触媒されるが、 Mnクラスターの結合部
位、機造、反応、機作は未知の部分が多い。 Mnクラスターは
光活性化反応により、光化学系蛋白質複合体が完成した後に

光化学系Eに組み込まれる。光活性化では、光化学系Eに結
合した 2価のMn:M n (1I)治官酸化型のyz+により酸化
される。 Mn (1I)はMnクラスターの結合官官位、又はその
近傍に結合しているはずであり、 Mn (II)の酸化反応の解

析よりMnクラスターに関する情報を得ることが可能と考え
られる。そこで、 Mn (1I)の閃光による酸化反応を蛍光収
量の変化により測定した。トリス処理、 CaClz刈HρH処理
系E膜標品ではMn (1I)の酸化反応は光化学系E当たり l原
子のMnで飽和し、 Kmは0.3μMであった。この結果は、
系E当たり 4個存在すると考えられるMn (II)の結合部位が
等価ではなく、 Mn (II)酸化部位の親和性が他の結合部位と
比較して高〈、この部位に結合したMn (11)のみが閃光で酸

化されることを示している。一方、表在性33kDa蛋白質を
結合したNHρH処理系E膜標品ではMn (II)に対する親和性
が著しく低くなっており、 Mn(1I)は酸化部位以外にまず結
合し、これらの部位が飽和した後、酸化部位に結合すると考

えられた。表在性33kDa蛋白質はMnクラスターの安定化
に関与している。本結果は、 Mn (II)の酸化部位への結合の
親和性が、 33kDa蛋白質の結合により変化することを示し
たもので、 Mnクラスターに対する安定化作用を考える上で
興味深い現象である。

2pA07 
Ca除去psn中に見られる新しし、EPR信号の検出
二竪昼童、河盛阿佐子1、小野高明

(理研，光合成科学、 1関西学院大、理)

高等植物の光合成初期過程を担う光化学系E蛋白

質複合体は水を分解し、酸素を発生する機能をもっ。

酸素発生は光化学系Eに含まれるマンガン4核から

なるクラスターによって行われるが、その構造はほ

とんど明らかになっていない。 caを除去した光化学
系n試料は酸素発生が限害され、 S2状態では変形マ
ルチライン信号が検出できる。 更に、 ca除去試料
に光を照射すると変形マルチライン信号が消失し、

g=2付近にS3と呼ばれる信号が観測される。

今回、我々は低磁場 <&""'15)に新たな信号を発見し、

S=2と同定した。 さらに、配向膜中でのスベク

トルイ立置の磁場の方向依存性の解析から信号種の分

子軸が膜面方向のあることがわかった。 起源とし

ては同種核のMnゐh 対または単核Mn(lll)が考えら

れる。
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2pA08 
葉緑体酸素発生系の光再活性化反応でのCa 2+イオン

要求性の再検討と、その作用機作の解析

血工昼、水津直樹、山川昌康(筑波大・生物科学系)

トリス処理葉緑体酸素発生系の光再活性化反応では、
Mn2+添加が欠かせないが、 Ca 2+要求性は調製した

葉縁体毎に変わり一貫性がない。 特に、ホウレンソ
ウの幼若で小さな業から調製した業縁体では、 Ca 2+ 

を加えなくても再活性化ができた。 一方、葉緑体中
C a 2+含量は、幼若葉の葉緑体の方が成熟業の葉緑体

より少ない逆の測定結果が得られた。 また、光化学
系n粒子の光再活性化反応では、 Ca 2+を再活性化反
応後に加えるだけでよい事が報告されている。
最近、トリス処理と低張液処理とアルコール処理を
組合わせ調製した処理葉緑体は、強いCa 2+要求性を

示すと共に、 O.5MCaCI2を含む液での前処理
でCa 2+が葉緑体に弱く結合保存される事が分かつた。

C a 2+前処理葉緑体は、幼若葉のトリス処理葉緑体と

同様、 Ca 2+無添加の光再活性化反応で酸素発生能が
回復した。 強いCa 2+要求性を示す葉緑体では、ク

ロロフィノレ蛍光の誘導がCa 2+で促進され、強光下の

光化学系 Iの酸素吸収反応がCa 2+で抑制された。

とれらの反応と酸素発生能回復の関連を調べ報告する。

2pA09 
アミノ酸置換体を用いた光合成Mn安定化蛋白質の帯構造、機能
の解析

孟丞童盆l、臼井美奈l、島津恒夫人平野昌彦1、加藤栄2
( 1東レリサーチセンター、 Z東邦大・理・生物)

我#は、好熱性シアノバクテリアSynechococc郎 elongatusを
用い、水分解反応に重要な役割を果たしているMn安定化蛋由

貿側SP)の構造および機能部位について研究を進めている。昨
年度の本大会では、プロテアーゼに感受性の高い領域

(VaIl48-Gly163)について部位特異的アミノ酸置換体を作
製し、活性に与える影響を関ぺた。本研究では、これらの置

換体について結合能と活性の相関についてさらに詳細に検討

したので報告する。

MSPのVaI148-GIy 163領域中には、正電荷を持ったアミノ
酸3種類(Arg152，Lyslω， Arg162) と負電荷を持ったアミノ
費量1種類(Asp158)が存在し、PSIIとの結合および活性の安
定化に関与しているものと推定される。これらのアミノ酸を

中性アミノ酸に置換した変異体 (R152Q， KI6OQ， R162Q， 
Dl58N)は、 PSIIに対する顕著な特異的結合能の低下を示した。
このことは、これらのアミノ酸が蛋白質表面に存在し、 PSII
との結合に関与していることを示している。次に電荷を保持

した置換体 (R152K，KlωR， R162K， D158E)を作製しj結合能
を調べたところ、Dl58Eのみ結合能を回復し水分解活性も天
然型に匹敵したが、他の変異体は依然として結合能が低下し

たままであった。このことから、Asp158の負電荷lipSIIとの
結合に重要であるが、Arg152，Lysl60， Arg162は正の電荷だけ
でなく側鎖の構造も結合に重要であることが判明した。
本研究は通産省産業科学技術研究制度の一環として新エネ

ルギー・産業技術総合開発機構からの委託を受けて実施した。



2pAlO 
紅藻チアニヂウムの酸素発生系II標品に存在する 3種φ表
在性蛋白 (20kDa、12kDa蛋白と cytc-550)の再構成

重量呈車、福田哲也、太田尚孝、沈建仁1、榎並 a勲

(東理大・理・生物、 l理研・光合成科学)

最近、我々は好酸性紅藻チアニヂウムから酸素発生系II

標品を単調監精製し、その標品に表在性蛋白として、 33kDa 

蛋自の他に、 20kDa、12kDa蛋白と cytc-550の3種の蛋白

が結合している事を報告した [Enamiet a1. (1995) B.B.A. 

1232，208-216]。本研究では、これら 3種の表在性蛋自の

再構成実験を行った。各表在性蛋白は酸素発生標品の

CaCl
2
抽出液をイオン交換カラムにかけ精製した。酸素発生

標品を1M CaCl
2
処理する事により 4種の表在性蛋白を遊

離させた標品に精製した各表在性蛋白を再構成した。その

結果、最大の酸素発生活性の回復には、 33kDa蛋自の他に

3種の全表在性蛋白の再結合が必要であった。この事は、

紅漢で初めて発見された20kDa蛋白も酸素発生に必須な表

在性蛋白である事を示している。33kDa蛋白も含め4種の

表在性蛋白のいろいろな組み合わせでの再構成実験から得

られた再結合能と再活性化能の結果から、これら表在性蛋

自の機能について討論する予定である。

2pAll 
紅藻チアニジウムの酸素発生標品に存在する表在性12kDa蛋自

のクローニングと発現

皇盆皇室E、太田尚孝、沈建仁1、加茂政晴2、榎並勲 (東理大・理・生
物、 1理研・光合成科学、 2東理大・生命科学研究所)

我々 は、紅藻チアニジウムから単商量した精製酸素発生系U;懐品に、4

種の表在性蛋白 (33kDa，チトクロームc550，12凶aおよび20kDa)が

結合している事をすでに報告した1En姐 iet al. (1995) B.B.A. 1232， 
208-2161。本研究では、これら表在性蛋自の中の12kDa蛋白をクロー
ニングし、その会温是正配列を決定するとともに、その遺伝子の大脇酋に

よる大量発現に成功したので報告する。 12kDa蛋白は純化した酸素発

生系E稼品をCaCl.処理し、 4種の表在性蛋白を進両監したのち、イオン

交換カラムにより精製した。精製した12凶 a蛋自のN末端アミノ陵配

列を決定し、その配列からミックスプライマーを合成し、Aベクターに

組み込んだcDNAをテンプレ』トにPCRを行い、コードするDNA断片

を得た。得られた配列から再度プライマーを合成し、Aベクタープライ

マーと PCRを行うことにより、 5・ー倶!および3・ー側までのフラグメント

を得、金配列を決定した。得られたクローンは62個のアミノ陵残基よ

りなるリーダー配列と 93個のアミノ酸残基からなるマチユアな蛋白

(分子量=10513);をコードしていることが明らかになった。このアミノ
酸配列をスイスプロットヂータペースに対しホモロジーサーチしたとこ

ろ、 Phormidiumの9kDa蛋白と 44.6%、Syn町h町ystisの12kDa蛋白と

36.6%の相同性を示した。またpET-15bを用いて、この蛋白を大腸菌に

大量発現させることに成功した。発現した蛋白をメタルキレートカラム

を用いて精製したところ、この発現蛋白もCaCl.処理した系E探品に再

結合し、酸素発生を活性化することが明らかとなった。
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2pA12 
PS 11複合体との静電的結合に関与する表在性33kDa 

蛋白のリジン残基の同定

生差盆王、沈建仁l、太田尚孝、堂前直2、瀧尾績士2、

井上頼直l、榎並 勲(東理大・理・生物、 l理研・光合成

科学、 2理研・生体分子解析室)

我々は、これまで、表在性33kDa蛋自の負電荷ではなく

正電荷カfpSII膜蛋白との静電結合に重要である事を報告し

てきた。本研究では、 33kDa蛋白のどのリジン残基が膜蛋

白との静電結合に関与しているか明らかにする目的で、溶

液中にfreeに存在する 33kDa蛋白と膜蛋白に結合した状態

の 33kDa蛋自のリジン残基を N-succinimidylpropionate 

(NSP)で修飾し、 NSP修飾されたリジン残基をprotease処

理した後のTOFマススベクトJレによる質量分析により従定

した。その結果、溶液中でfreeに存在する時にのみNSP修

飾される 33kDa蛋白のリジン残基を含むドメインは、 1E・

4K、66K-76K、130K、159K、 186K、230K-236Kである

事が判明した。これらの結果と TNBSあるいは N-

hydroxysuccinimidobiotin修飾で得られたこれまでの結果と

を総合して、 PSII膜蛋白と相互作用している 33kDa蛋自

のリジン残基について討論する。

3aAOl 
表在性18-kDaタンパク賓のc聞 A配列中に予

想される二次構造部位に対応するポリペプチド

部位の役割

室重畳二堕1，録原朋彦1，2 (1筑波大・バイオ
システム 2筑波大・生物)

光化学系 Hの表在性18-kDaタンパク質はチ

ラコイド膿のプロリルエンドプロテイナーゼ

(PEPnase)によってPro12-Leu13結合を特

異的に分解される.この切断部位に対応する

cDNAの部位にはstemand loop構造が予測

され、その部位が変異を受けにくく重要な部

位であることが示唆された.そこで我々は、

stem and loop構造形成部位によってコー

ドされるポリペプチド部位の役割を調べるた

めに、 PCR-mutagenesis}，去によりcDNAの二

次構造を除き、変異タンパク質を作成した.

変異の導入により 18・kDaタンパク質の

Proll・Gly16部分が欠如した.現在、変異に

よってチラコイド膿への再結合能やPEPnase

感受性がどのように変化するか調べている.



3aA02 
ジチオスレイトール感受性四量体プロテアーゼの精製
と性質
相漂幸子1、桑原朋彦1，2 (1筑波大・バイオシステム、

2筑波大・生物)

これまでの研究[1]により、我々はホウレンソウの
光化学系11肢から単隠されたジチオスレイトール感受
性四量体プロテアーゼ(DST防がポリフェノールオキシ
ダーゼ (P問)と同一物であることを示唆した.P聞は
チラコイド内陸に局在するが、その生理的な機能は不

明である.
DSTPは抗体力ラムを用いたアフィニティークロマ
トグラフィーによって精製された.ゲルろ過クロマト
グラフィーによって、四量体および単量体のDSTPが
分服された.単量体の銅含量を測定したところ、タン
パク質1分子あたり0.4原子の銅が検出された.アミ
ノ酸配列からは2Cu/proteinと予想されるので、測定
結果は精製途中に錫が遊園Eしたことを示唆する.
DSTPlet光化学系11の表在性23-kDaタンパク貨を20-
kDa断片に分解するが、この活性は嫌気条件下(グル
コースオキシダーゼとグルコースによる)で完全に抑
制された.このことは、タンパク質分解に磁素が重要

な役割を果たしていることを示唆している.
[1] Kuwabara， T. FEBS Lett. 371， 195-198 (1995) 

3aA03 
光化学系11膜を用いたビオラキサンチンデエボキシ

ダーゼの反応系とTween20の効果
是盆山塞血l、高市真ーヘ桑原朋彦1，3、 (1筑波大・バ

イオシステム、 a日医大・生物、 s筑波大・生物、)

ビオラキサンチンデヱポキシダーゼ(VDE)はビオ
ラキサンチン(Vio)を脱エポキシ化し、アンテラキサ
ンチンを経て、ゼアキサンチン(Zea)に変換する。
Zeaはクロロフィルの過剰なエネルギーを熱として
消散し、光合成の光阻害を防ぐ。

これまでVDEの活性は、 Vioと脂質の混合物を基
質として測定されてきた。我々は、光化学系II膜を

基質としたよりネイティプな系による新しい反応系

を開発した。これまでの測定法では、界面活性言明jは

VDE活性を阻害すると考えられており 、事実、
0.005% Tween 20は40%の阻害をもたらした。とれ
に対し光化学系II膜との反応系ではTween20は、
VDE反応中のヱイジングを抑制し、 VDEを安定化さ
せることが示唆された。旧測定法で見られた

Tween20によるみかけの阻害は、 Vioと脂質によっ
て形成される基質の高次構造をTween20が破捜す
るためと考えられる。
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3aA04 
系11反応中心タンパク01のC末側のアミノ酸を置換

したクラミドモナス形質転換体の解析

塞国壁盤，佐藤公行，高橋裕一郎(岡山大・理・生物)

系11反応中心タンパク01のC末側のアミノ酸配列

は高度に保存され，機能上重要な役割を果たしてい

ると考えられている.我々はすでにクラミドモナス

の01のN末から343と344番目のLeuとAlaをPheとSer
(1343FA3制S)に， 344番目のAlaを円。(A344P)
に置換した形質転換体を作出し，それらの光感受性

が高くなったことを見出した.そこで，強光照射が

これらの形質転換体にどのような影響を与えるかを

調べた.強光下では， 1343FA3制Sの系II活性は速や
かに失われた.系11タンパクも野生型より速く減少

し， 01とCP43の半減期はそれぞれ約20分と90分で
あった.一方， A344Pでは系11タンパクの減少はさ
らに促進され， CP43タンパクは40-50分で半減し
た.また，どちらの形質転換体でも，系Iのタンパ

クの減少は見られず，強光照射による影響は系11に

特異的であった.D1は，光照射下で急速に代謝回転

するタンパク質である.したがって，この光感受性

の分子機構を，両形質転換体の系11タンパクの分解

と系11の活性を関連させて考察する予定である.

3aA05 
psbA遺伝子のrandommutagenesisにより得られた
強光耐性ラン藻株の耐性機構の解析
茸以組、 1，2鳴坂義弘、井上頼直、 1，2佐藤公行

(理研・光合成科学、 1基生研・情報制御、 2岡山大・理)

ラン藻Synechocystissp. PCC 6803株psbAII:遺伝子
のinvitro random mutagenesisにより、強光下でも光
合成色素の退色が見られない“強光耐性株"が18株
選抜された別arusakaet a1.， 1995 )。本研究では、こ
れらの変異株について、 D1・タンパク質上のアミノ
酸置換の光化学系IIの機能への影響を物理化学的手
法により解析し、その光耐性機構について考察した。
変異株から調製されたチラコイド膜では、 D1-タン
パク質の強光照射による分解速度にほとんど差異は
認められないが、細胞を用いて測定した熱発光特性
には、 QバンドとBバンドのピーク温度がシフトして
いる場合、 Bバンドの4周期振動にダンピングが生
じている場合など、株によって異なる変化が見られ、
また、フラッシュ照射に応、答する蛍光の解析では、
対照株と比較してFOが増大した場合、 βセンターの
比率が増加した場合など、異なる表現型が確認され
た。ここでは、ランダムに生じた変異部位の領域上
での多様性の知見を踏まえ、また、これまでに得ら
れている電子伝達特性の変化やアンテナ系での励起
エネルギー移動に見られる変化などを力I昧して、 “強
光耐性"の機構について考察する。



3aA06 
大腸菌内で大量発現された酵素を用いたDlタンパ

ク質ι末プロセシングの生化学的・免疫学的解析
山本由E伝子稲垣言要九佐藤公行 1.2 (1岡山大・

理・生物基生研)

D1タンパク質は，葉緑体内で前駆体として合成さ

れた後，核支配の酵素により c-末端延長部分の切断
を受け成熟化する。この過程は，光化学系 11を特徴
づける酸素発生の機能発現に不可欠であることは明

らかであるが，一方で，この延長部分の存在理由や，

その切断による機能発現の機構は，未だ不明のまま

である。我々は，この過程に関与する酵素 (CtpA)

を純化することにより同定し，その遺伝子の同定と

塩基配列の決定を行うとともに，この酵素を大腸菌

内で活性を持つ状態で大量に発現させる系の構築に

成功した(山本ら，日本植物学会第60回大会発表)。
本研究では，大腸菌から His-tagを利用して精製し

たホウレンソウ C-末端プロセシング酵素に対する特

異抗体の作成に成功し，さらに，本酵素の活性を持

たないとされる ScenedesmusLF・1株のチラコイド膜
上の前駆体D1タンパク質を基質にし，プロセシング

活性を SDS司PAGFlWestem分析で測定する系を確立

した。ついで，この系を用い，膜上での本酵素の生

化学的・酵素学的解析を行った。

3aA07 
光化学系Eの酸化側光阻害におけるD1蛋白質分解過程の特徴

山主室、中谷悦子、逸見，.博、山田水奈

{岡山大・理・生物)

ホウレンソウ光化学系E膜およびコアを 0.8MTrls (pH 

9.0)または3mMhydrox.ylanune (pH 6.5)で処理し、光照射

後、D1蛋白質の分解をSOS/ur四一PAGEおよび Westem/

ECLで解析した。昨年の本大会で、 hydrox.ylar凶ne処理した

膜では、 Trl告処理膜に比べて01蛋白質の分解の程度が大き

く、 01蛋白質の高分子側架橋産物が少ないことを報告したが、

同じ傾向が、光化学系Eコアでも見られた。Hydrox.ylanune

処理療品には膜表在住蛋白質OEC33が存在しているので、

OEC33がD1蛋由貿の分解に対して促進的な作用をしている

ことが示唆される。 OEC33が、 01蛋白質の分解の初期段階

とその後の二次的な分解のどちらに関与するかなど、 OEC33

のD1蛋白質分解における具体的な役割を、 01蛋白質の部位

特異的抗体を用いた分解産物の解析や、 OE口3をTrls処理

した膜に再構成するなどの方法で、現在検討している。光化

学系Eの還元側阻害には酸素が必要であるが、酸化側阻害に

は同80+やTYI乞+などの酸化ラジカルの関与が考えられてい

る。光化学系Eの酸化側光阻害における酸素の影響を調べた

ところ、嫌気条件でTrls処理光化学系E膜に光照射すると、

01蛋白質の分解が起こり難くなった。従って光化学系団量化

側阻害での01蛋白質分解にも酸素が関与しているといえる。
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3aA08 
光阻害にともなう光化学系E反応中心蛋白質損傷の酸素要求性

徳富{宮尾)光嵐 山本直樹(農水省・生物研)

光化学系n(psn)の光阻害は、 PS匝還元側jが領傷を受ける

acceptor-side photoinhibition (AS-PI)とPS硯駿化側が績傷を

受けるdonor-sidephotoin凶 ition(DS-PI)のふたつの異なる

機縛で進行する。 AS-PIにおいては、 psnの失活と反応中心蛋白

質 (01，D2蛋白質)の損傷(切断と架橋)はともに活性酸素が

関与する反応であり、酸素存在下でのみ進行する。一方DS-PI

においては、反応中心内部に生成した酸化カの高いカチオンラ

ジカルが失活と蛋白質の損傷を引き起こすと考えられており、

蛋白質の損傷は酸素に依存しないとされている。

問，DH処理で酸素発生を失活させたpsn膜標品に光を照射

すると (DS-PI)、 01，皿蛋由貿が切断を受け、同時に様々な

蛋白質架橋産物が形成された。窒素ガス還滅下で光照射を行な

うと、蛋白賓の切断はほぼ完全に抑制され、また架橋反応も大

きく抑えられた。このことは、 AS-PIの場合と同様に、国羽に

よる蛋白質績傷も酸素に依存する反応であることを示している。

活性酸素スカベンジャーの効果を調べた実験で、同O2とO2ーとが

DS・刊における蛋白質損傷に関与する可能性が示唆された。

3aA09 
タバコ葉緑体NAD(P)Hデヒドロゲナーゼに依存す

る循環的電子伝達

遠藤剛、鹿内利治¥橋本隆¥山田康之1、横

悶明穂 1.2、浅田浩二(京大・食研、 1奈良先端大・

バイオ、 2Res.Inst. Innov. Tech. Earth (RITE)) 

タバコ葉緑体のNAD(P)Hデヒドロゲナーゼ(NDH)

は、チラコイド膜に存在し、還元型フェレドキシン

からプラストキノンへの電子伝遣を触媒しているこ

とを明らかにした。この活性は高濃度のアンチマイ

シンAおよびミトコンドリア悶Hの阻害剤ロテノン、
アミタール等で阻害された。これとは別に、低濃度

のアンチマイシンAで阻害を受ける活性がみとめら

れたが、これは従来から知られるフェレドキシン・

キノンレダクターゼ(F(F)によるものと考えられる.

タバコ葉緑体NDHは、単厳チラコイド膜では、

NAD(P)Hを電子供与体としない点でらん藻NDHと

異なるが、これは、チラコイド膜の銅製過程で、

NAD(P)H結合部位が失活または、欠落したものと

考えられるo NDH に依存する循環的電子伝達と

FQR に依存するものとの関係について現在検討し
ている。



3aAlO 
ラン藻Synechocystis陀 C儲侶NAD(P)H
dehydrogenase (ND町の精製
松尾道憲、遠藤剛、浅田浩二〈京都大・食研)

ラン藻のロテノン感受性NDHは呼吸鎖と光合成
の循環的電子伝達系で機能し、電子伝達とプロト
ン勾配の形成を触媒している。しかし、 NDHの
分子的性質はまだ明らかではない。そこで、ラン

藻 Synechocystis陀 C個目を用いNDHを精製した。
菌体をフレンチプレス処理して得た摘出液につ

いて、 NADPHを電子供与体、ニトロブルーテト
ラゾリウムを電子受容体とする活性染色を行った。

低分子量の2本のバンドはそれぞれdrgA遺伝子
産物と開Rであり、高分子量のパントがNDHで
あることが明らかとなった。

菌体の膜画分をCHAPSで可溶化し、陰イオン
交換、ゲルろ過クロマトグラフィーによって分子

サイズが311kDaのNDHを精製した。プラスト
キノンを電子受容体としたときの NADPHに対す
るKm値は4.8μMであり、 NADHでは反応が進
行しなかった。ウエスタンプロッティングで疎水
性のNDH・A、NDH・8サプユニットに対する抗体
と反応しなかったことから、精製したNDHは疎水
性サプコンプレックスから解離した親水性サプコ

ンプレックスであると考えられる。

3aAll 
ランソウSynechocystisPCC 6803 NAD(P)Hデヒドロ
グナーゼ(NDH)のHQNOによる阻害
米華玲、遠藤剛1、松尾道愈1、小川晃男2、浅田浩二1

マ軍菌科学院上海植物生理研、 l京大・食研、 2名大・

生物分子応答研究センター)

ランソウSynechocystisPCC 6803のPS1循環的電
子伝達はチラコイド膜に結合するNDHによって触媒

されるIMiet al. PCP 35: 163， (1994)， 36: 661， 
(1995))。今回、 2'heptyl-4-hydroxyquinoline N-oxide 
(HQNO)がNDHを阻害することを見出したので報告す
る。

HQNOはミトコンドリアComplex1の阻害剤である
Capsaicinと同様、光照射によって生ずる光還元当量
のプラストキノン還元を反映する光照射終了後のク

ロロフィル蛍光上昇を抑制した。さらにHQNOはサ
イトゾルからプラストキノン (PQ) を経由する
P700.への電子伝達を組害したが、 H20からmethyl
viologenへの直線的電子伝達には影響しなかった。チ
ラコイド膜から部分精製したNDHの活性 (PQによる
NADPHの酸化)はHQNOにより阻害された。以上の
結果から、 SynechocystisPCC 6803 のPSI循環的電
子伝達を触媒するNDHはHQNOによって阻害される
ことを明らかにした。
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3aA12 
タバコ葉緑体におけるミクロソーム型シトクロム P450
モノオキシゲナーゼと光合成電子伝達系との相互作用

髭遁差翠1、有馬大"'， Ii崎幾康九大川秀郎日
('神戸大・自然科学、 a住友化学・生命研、神戸大.Al

I目的1高等植物において、ミクロソーム型シトクロム P450
(P450)モノオキシゲナーゼは P450とNADPH判 50還元酵素(還元
理事素)が電引云途系を構成し、NADI'Hの電子を用いて分子状酸素を
活性化して脂溶性基質に一原子酸素添加反応を触媒する。本酵素系
の業縁体における存在は報告されていない。そこで、ラット肝ミク
ロソームのP450およびその醇母還元酵素との融合酵素と光合成電子
伝達系をカップリングさせて、光エネルギー依存性の高薬物代謝能
を付与した形質転換捕物の作出を試みた。
防法およE摘果1αMV35S或いは批Sのプロモータの制御下で、
RuBisCO小サプユニット(批S)の葉緑体輸送シグナルをラット
CYP1A1 c[別AおよびCYP1A1と目撃母還元欝棄の融合遺伝子に連結
してタバコで発現させた。形質転換タバコの葉緑体薗分は光照射下、
NADPH無添加の条件で、 CYP1A1を発現したタバコはコントロール
タバコの3-8倍の、融合酸素を発現したタバコは8-16倍の高い
モノオキシゲナーゼ活性を示した。暗条件下、および以::MUの添加
によりこれらの活性はコントロールのレベルにまで低下した。また、
形質転換タバコ植物体は除草剤クロロトルロンに耐性を示した。
一方、ラット CYP1A1を発現した酵母ミクロソームとホウレンソウ
のフエレドキシンおよび剛Rとの却凶m 再構成実験において、本
活性はNADPH+CYP1A1系に比べて、それにフェレドキシン、開R
あるいは両者を添加するとそれぞれ1.5倍、L8倍、 2.3倍の活性の
上昇が寵められた。また、これらの活性は∞処理によって阻害さ
れた。以上の結果、ミクロソーム型CYP1A1は光合成電子伝達系で
生成したNADI剤、剛R、あるいはフェレドキシンを介して電子を授
受することによってモノオキシゲナーゼ活性を示したと推測される。

3aA13 
葉緑体共役因子CFlのy，&サプユニットの役割

込墨~盤、本橋健、加藤康之、 STROTMANN，H.l、天野

豊己(東工大・資源化学研究所、 Heinrich-HeineUniv.摘

物生化学研究所)

我々は、葉緑体共役因子CFlのy，&サプユニットの役割

を分子レベルで解析することを目的として、まずこれらの

サプユニットの大腸菌を用いた大量発現系を構築した。発

現したサプユニットは、好熱菌PS3のTFl由来のa・8サプ

ユニットとキメラ複合体を形成した。CFlのyサプユニット

の性質に起因するこのキメラ複合体の性質について昨年の

本学会で報告したが、今回はより効率よくキメラ複合体を

得る系を構築し、この性質の詳細を調べた。キメラ複合体

のATPaseの至適温度は、好熱菌由来の複合体 (65度)に

比べ10度前後低かった。好熱菌由来の複合体のATPase活

性は、メタノールによってやや阻害されたが、キメラ複合

体のそれは、 CFlと同様に著しい促進が見られた。 CFl由来

のEサプユニットは、キメラ複合体のみを強く阻害した。こ

のように、キメラ複合体は多くの点で CFlの性質を反映し

ており、今後CFlのyおよび Eサプユニットの調節機能の

解析を進める上で、非常によい実験系であると恩われる。



laBOl 
hのsource-sinkモデル植物のsink-lilit粂件に

おげる光合成代謝の制御鎗織に関する研究

湿血盆ニ、鍾後仁、村木功、宮下三幸(弘前大・

理・生物)

アマランサス(A・aranthuscruentus)の棄の基
部に発銀させて、一枚の棄と綬だげからなる単純

なhのソース・シンク・モデル植物を開発した.

このモデル縞物を連続明期条件下で、 sink器官

で消費されるよりも多くの光合成産物をsource糠

官で生産させると、光合成速度は低下し、 sink-

lilit状態となった。そして、棄のsucroseとRuBP

含量が地加したが、 PGA含量は低下した.また、

RuBPcase活性が低下した.この不活性化した

RuBPcaseは、 C02とHg2+およびPiとHg2+とのincu-

bationによって、その活性を完全に回復した。

Sink-lilit状態のしモデル植物で得られた以上の

結果は，ダイズの薬から作られたC3のモデル植物

をsink-lilit条件下に置いた場合に認められた結

果と 一致した.

Sink-lilit条件では、し植物に闘有のC4回路の

主要酵素であるPEPcarboxylaseの活性も低下した.

laB02 
インゲンの英切除巴よる藁の光合成の低下は、

光合成機能タンパクの量の滅少を伴怠わない

型豊麗差、村松伸一、収野圏、前忠彦

(東北大・鹿・応生化)

シンク制限下での光合成低下の要因を探る定め

l之、インゲンの英を切除し、葉の光合成への生理
生化学的怠影響を調べ定。英切除巴より、葉の光

合成速度は著しく減少し定。同時巴、気孔の閉鎖

巴伴走ょう葉内C02分圧の低下も示され足。さら巴、

葉内C02分圧=15Paの光合成速度を調べると、英

切除区で対照{英有)区巴比べて減少しており、葉肉

細胞内の光合成活性の低下が示唆され足。しかし、

Rubiscoなどの光合成機能因子の主要怠タンパク

量や酵素活性は、対照区よりも英切除区で高<維

持されていることがわかっ定。ま芝、 Rubiscoと

sucrose-phosphate synthaseの活性化率は、それぞ

れ英切除巴よりやや減少する傾向巴あっ足。

従って、インゲンの英切除巴よる光合成の低下

は、葉内外の C02の匹敵阻害や光合成機能因予の

生体内での不活性化怠ど巴よるもので、主要怠タ

ンパク質の量や活性の低下巴よるものでは怠いと

結論し走。
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laB03 
7イス7-ラントの CAM化に伴って葉緑体に誘導される

G6P輸送活性の性質

呈藍萱，金井龍二(埼玉大・理・分子生物)

CAM (c随 sulac鎗nacid metabolism)では葉緑体内のヂ
ンアンの合成・分解が重要な役割を果たす。 7イ]..7.ラント

仰脂即物'anfl畑mmcrystalHfIII11)では塩ストレス4こよる CAM
化の過程で、デン7"ン分解系及び解穂系のいくつかの

酵素活性が誘導されることが知られている。

そこで我々は葉緑体から細胞質への代樹産物輸送
を明らかにするため、 C3型友tひぴfCAM型7円イス刀7.うわントカか‘ 
ら無傷葉緑体を単離し、シ少刈lリJコUンオ刺イ晶膚濠過i逮怠心法により
14C_7ゲ.J旧b旧コ-]..友ぴ

を測定した。 CAM型葉緑体は暗所でG6Pを活発に
取込み、ストロマ中の温度は 180秒間で外液の3倍に透

した。しかし、 C3型葉緑体の取込みは CAM型の約
1110であった。また、 14C_7'旧・1の輪送活性は C3
型、 CAM型葉縁体共に低かった。CAM型葉緑体へ

のG6P輸送の初速度は光照射により制 50%に阻害

され、また、0.5mM Piにより規争的に阻害された。
一方、CAM型葉録体への32Piの取込みも G6Pによ

り競争的に阻害され、そのKi=6.2mMはG6P輸送

のKm=O.44mMの約 14倍であった。これらのこと
はCAM型11]..7

0

ラント薬縁体で G6PとPiを交換する

輸送体が新たに誘導されていることを示嘘する.

laB04 
C02濃度のちがいによる好熱性ラン藻の光合成系の

変化

宮入祥夫(工技院・生命工学研)

好熱性ラン藻Synech町 'OCCUSeJongatusの高濃度C02

下における生育の特性と光合成系の変化について

報告する。前固までに、本ラン藻は空気中のCU2

濃度から80%までの広いC02濃度範囲で生育するこ

とが分かつており、 C021こよる培地のpHの低下が

生育速度の低下に関係することが示唆された。今

まで1∞%CU2下では生育しなかったが、菌体の接
種量を増やすことにより l∞%CU2下でも生育する
ことが明らかになった。培養初期の培地のpHは薗

体の接種量により変化しなかった。 1∞%CU2下で生
育した細胞を少量植え継いで再びl∞%C02下で培養
しても増殖せず適応性の獲得は認められなかった。

また異なるCU2濃度下で生育した細胞はその形態や

光合成活性等に若干のちがいが見られた。



laB05 

光照射時にみられるラン藻SynechocuccusPCC7942の細胞外へ

の還元等量の放出

西野徹、姫野道夫、 l池田篤治、佐藤良平、和田野

晃 (大阪府大・農・応用生化京大・農..R化)

ラン藻のCiトランスボーターは、主にPSIを介するサイク

リックな電子伝達系によりエネルギーが供給されていると考

えられているが、どのようにしてそのエネルギーが消費され

ているかは不明である。 一方、池田等はラン藻がグルコネー

トを酸化する課程で還元等量を細胞外へ放出することを明ら

かにしている。この還元等量の放出と、 Ciトランスポートが

エネルギーを必要とすることに何らかの相関があると予測し

て本研究を行った。還元等量の放出の検出は、作用電極とし

てglassycarbon電極、カウンター電極としてpt電極、基準電極

としてAg/AgCl電極を用い、 3極ボルタンメトリックアナライ

ザーにより行った。ラン藻はSynechococcusPCC7942を用い、

電極とラン藻聞の還元等量のキャリアーとして、フェリシア

ナイドを加えた。ラン藻細胞はglassy carbon電短に乗せ、議

縮し、透析膜でパッケージングした。0.5 mgChl/mlのラン藻

10μlをパッケージングし、 25mM BTp.HCl (pH8.0)緩衝液で

満たしたセル中で、光を照射すると数μAレベルの電流の発生

が確認された。この電流が、光に依存したラン藻の還元等量

の放出によることを、ラン11の温度、及びフェリシアナイド
の狼度を変化させ確認した。先化学系の阻害弗jの影響や、突

然変異体の還元等量放出能についても検討した。

laB06 

マウスカーポニックアンヒドラーゼを業肉細胞細胞質

に発現する形質転換タバコの光合成特性について

塾主藍圭1、阿部敬一郎2、石井龍一1(1東大、農、作

物、 2アドノTンス、 DDSR&Dセンター)

C3植物の光合成速度の律速要因に CUlの拡散揺抗

がある。本報告ではこの抵抗に対するカーボニツクアン

ヒドラーゼ(以下CA)の効果を調べた。マウスCAの

遺伝子を発現する形質転換タバコでは、 CAタンパクが

その活性を保持したまま業肉糊跡目胞質に局在してい

ることか官、められた。形質転換株の光合成速度は、大気

条件下では妻子生株との聞に有為な差は認められなかっ

た。しかしながら、 C臼漉度が光合成速度をより強く

律速するような条件、すなわち低CUl濃度あるいは高

02濃度下で形質転換株の光合成速度が高くなる傾向が

見られた。特にマウスCAの発現レベルカ鳴い植物体群

では、野生株と比べ有意に高川直を示していた。さらに、

形質転換株は野生株より有意に低いC臼補償点を示し

ていた。
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laB07 

クロレラのCOz適応に関与するカルポニックアンヒ

ドラーゼ以外の要因

d温鹿星、 Z.Ramazanov、自宕醤得(新満大・理・
生物、 Tech.Inst. Canary Islands， Spain) 

微細蕩類は生育時のCOz温度に応じてカルポニッ

クアンヒドラーゼ(CA)やCOzII繍機嫌の活性を調節

しその光合成特性を産化させ適応する.本研究では、

COz温度に影響されずconstitutivelこCAを合成す

るChlorell a vul伊ri5 (Kosi kov)を用いて、 COz適
応に関与するCA以外の要因について光合成COz圃定

のキネテイクスから解析した.その結果、低COzへ

の適応に障しては、 5μMHC~. (0.12μM COz)を

Kmとし150μmol(ml PCV)・1h・1をVmaxとする因

子(Low-Km factor)を新たに鶴漉することにより

COzに対する規和性を綱大させることおよび

Rubisco量を減少させることが明らかとなった.一

方、高COzへの適応に際しては、 Rubisco量を相大

させ量大光合成速度を綱大させると同時にLow-Km

factorの鶴樽を停止することが明らかとなった.

laB08 

ラン濠Synechococcussp. PCC7942のcmpAB∞遺伝子群

はHC03-.送体をコードしている

圃誼Eム、 DeanPrice'、MurrayBadger 1、小川晃男Z、
小俣途男(名大.a信用生物科学、 lMolec.Plant physiol.， 
Res. Sch. Biol. Sci.， Australian National Univ.、z名大・生
物分子応答研究センター}

ラン蕩Synechococcussp. PCC7942の cmpABCD遺伝子群

は、同じ綜の硝酸イオン能動総送体と縄問のABC型鎗送体を

コードしているo cmpAの発現が炭窯欠乏によって楊導される

ことから、 我hは以前、この遺伝子が無償炭素 (COzおよび

HC03-; Ciと記す)の能動繍送に関与すると錐定した.しか

し、cmpABの欠失変異縁 (M42)がCi鎗送活性を示すこと

からその徳能は不明のままであった.今回我々は、 20・50

ppmの低C02条件下で生育させた野生総と M42のHC03-紛

送活性を詳細に比較し、 cmp遺伝子携の微能について再検討

を行ったo M42は低CO2条件下で野生総と同等の生育を示し

たが、その HC03-の取り込みの初速度l草野生線の40-60%

であった.またマススペクトル法で測定した光照射下の定常状

態における HC03-取り込み速度も野生練の 60・70%であっ

た.培地中の Na+の滋度が低い場合でも、野生総はtl大活性
の30%程度の HC03-取り込み活性を示したが、M42は

HC03ーをまったく取り込まなかった.以上の結果より、

cmpABCDは低滋度の Na+存在下で働能する HC03-能動.送

体をコードすることが明らかとなった.



laB09 
遺伝子タギング法によるクラミドモナス高∞2要求

変異株の単厳と解析

福津秀哉、石崎公腐、松枝昭治、三浦謙治、

井上達也、大山莞爾(京大・農・農化)

低∞2条件に適応する機構(無機炭素濃縮機構)

に関わる遺伝子を単離同定するために、遺伝子タ

ギング法を用いてクラミドモナスから高α主要求変
異株を単厳し、その生理学的性質を解析した。ク

ラミドモナス核ゲノムにコードされる硝厳還元酵

素遺伝子(nitl)を遺伝子タギングの指標として用い、

高∞2濃度(5%)要求性変異株のスクリーニングを

行った。 nitl遺伝子の挿入変異によって低∞2濃度

条件で増殖が野生株より遅くなった株を9株単離

した。得られた変異株の中には、光合成の無機炭

素に対する親和性が低下した株 (~/2(CI)値が低∞2
条件でも高∞2条件と変化ない株)や、 CA遺伝子

に変異はないのに、その発現が低∞2条件で全く誘

導されない株も得られた。

lpBOl 
Engineerlng of C4 photosynthesis genes in 
rice， a C3 plant， for increased photosynthetic 
efficiency. 
Maurice S.B.Ku1， MikaNomurn2， S必ciko同ro鴎 3，
Seiichi Toki3 and恥匂koωMatsuoka2.
1 BotanyDe四rtment，Washington State University. 
2BioSαence Cel耐久 Nagoya University. 
3 National Instiωteof A伊c凶ωralRω0山田

Ourotリectivesof manipu1ating C4 pho蜘卯thesisgenes 
1Dロplants，such as rice，創可2もoincrease their tolerance 
ωenvironmental stress andωincreぉe their 
phot四ynthetic efficiency. Using 組 Agro旬cterium
media凶 transformationsy批 m，we have produced 
many transgenic riαplants harboring three C4 
photosyn曲目is genes sep副司tely-phosphoenolpyruvate 
伺 I加xy同 e，pyruvate， pi dikinase組 dNADP-malic 
e皿yme.Data on exp陀ssionof these C4 phoωs戸thesis
genes in transgenic riωplants will be presented. In the 
l叩 grun， perf.ωm組 ceof transgenic plants with a high 
level of exp四ssionof thωe genes under various stress 
C叩 ditionswill be evalua飽d.In addition， expression of 
由峨泥山田 geneswill be in直egra島dinto the same plants 
through∞nventiα1aI hybridization in orderωcreate a 
C4-like p加もosynthesis 組 d th凶 increωe their 
photosynthetic efficiency. 
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lpB02 
B剛治arisvi叩araにおけるC3、C4光合成特性の発現:
PEPカルポキシラーゼ遺伝子の解続
裏~三・甲斐元士人高辻博志上野 修， ('農水省生物
研、 2学援特別研究員・九大.A)

水陵商生植物、 E附 harisvivi同点、陸上ではC4型、水中

ではC3型の光合成特性を示し、 C3、C4光合成特性の発
現制御機構を解析する上で興味深い横物である。ここでは、

C4光合成酵素PEPカルボキシラーゼ(PEPC)の酵素学的およ
び遺伝子発現についての解析結果を報告する。本組物の陸生

型のPEPCは、 PEPに対するKmfl直等、 C3・C4中間的な酵素
学的特性を持っていた。 PEPCをコードしていると推定される
cDNA (pepl)を陸生型から単調監し、構造解析を行ったところ、
peplにコードされるタンパク質は、 C4植物のPEPC遺伝子よ
りむしろ C3植物のそれと高い相同性を示した。器官別並び
に生育条件を変えたときのpeplの発現レベルの比較では、水
生型よりも隆生型の光合成組織(蒋)で高く、また、隆生型

を時処理することにより低下することが明らかとなった。光

合成組織における発現の速いは、水生型の同一個体中でも認

められた。発現量は、気相に曝された稗で最も高〈、水中で

生育した稗では低下した。さらに、水生型のアプシジン酸処

理によっても、水中で発現が誘導された。これらの結果は、

peplが酵素学的特性およびタンパク質構造は明確なC4とは異
なるにもかかわらず、発現の環境条件に対する応答のパター

ンとしてはC4型であることを示唆している。

lpB03 
窒素に応答したC4ホスホエノールピルビン酸
カルポキシラーゼ (PEPC)活性調節

出畳一J匿、杉山 達夫(名古屋大・農・応用生物科
学)

C 4PEPCは光に応答したリン磁化によりその活性
が高まると同時に、リンゴ酸に対する感受性が低下

する。またこの酵素は窒素ストレスからの回復過程
において優先的に蓄積されるが、窒繁栄養状態の変

化に迅速に対応するためには翻駅後のレベルでも制

御されているのではないかと考えられる。本研究で
はPEPC活性の翻訳後調節に与える窒素の影響につい

て調べた。霊祭欠乏トウモロコシに窒棄を補模する
と、暗所から明所への移行に伴うPEPCの活性化とリ

ンゴ酪に対する感受性の低下が抑制された。連続光

照射下においては窒素補鴻によりその活性が低下

し、リンゴ酸に対する感受性が高まった。また、硝

酸補織により業の細胞中のリンゴ酸濃度が高まるこ

とが確認された。これらのことから、窒素ストレス

トウモロコシのC4PEPCは遺伝子発現レベルでは窒

素により正の制御を受けるが、酵素活性レベルでは

負の制御を受けることが明らかとなった。このこと

から窒素欠乏状態ではPEPCはリンゴ酸による阻害を

受けにくいが、窒素補境によりその阻害は強くなる

との結論を得た。



lpB04 
ラン穣形質転換機Mrlにおける Chromatiumvinosum 

RuBisCOの発現が光合成に与える影響
小島佳代，原納究，姫野道夫，小林裕和・

和田野晃 (大阪府大'.・応用生化静岡県大・
食品栄科)

ラン漢の炭素代謝の調節織機を明らかにするために、
SynechcむαxusPCC7942にKmC02値が低い紅色硫貧

光合成細菌 Chromatiumvinωum由来のKmC02値が

低いRuBisCO遺伝子 (CVrbc)を、シャトルベクターを
用いて導入した形質転換株MTlが得られた。この形質転

換徐における C.vinosum RuBlsCOの発現について検
討した。その結果、導入したプラスミドは安定に維持さ

れていること、 C.vtnosum RuBisCOは lnvivoで、活
性を有するL8S8構造で cytosolに存在していることが

明らかになった。
本研究では、 CVrbcのプロモーター領績を改良するこ
とにより、 MT1におけるCVrbcの発現量を向上させ、
IPTGを用いて発現を誘導することによって、 CVrbcの

発現に伴う光合成の変化を検討することを試みた.その

結果、 CVrbcの発現には CVrbcのプロモーターが機能
しており、プロモーターの上流領峻が発現のために必須
であることが明らかになった.現在、得られた形質転換
徐における CVrbcの発現に伴う光合成の変化について

検討している.

lpB05 
生業におけるRubisco活性の測定

豊山主ム・柴田勝・小林普親(九大・農・林)

生業の光合成において、チラコイド膜を流れる

電子は炭酸固定のみならず、光呼吸やメーラ一反応

によっても消費される。しかし、光呼吸や酸素還元

による電子消費はガス交換法により定量することは

できない。我々は、クロロフィル蛍光とガス交換速

度の同時測定を行うことにより、光合成炭酸固定や

光呼吸、メーラ一反応などに依存した電子の流東を

測定する方法を開発した。この方法により、 RuBP

カノレボキシラーゼによるC02吸収速度 (Vc)および

RuBPオキシグナーゼによる02消費速度 (Vo)など、

生業におけるRubisco活性の測定が可能となった。

キュウリ葉において、一定強度の光照射のもとで、

気相中のC02濃度を変えながら電子の流東およびVc、

Voを測定すると、 C02濃度の上昇とともにVcの糟加

とVoの減少が起こることを見出した。
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lpB06 
イネ rbcSアンチセンス遺伝子導入による

Rubisco減少は、高 C02環境における光合成の窒

素利用効率の向上にむすびっくか?

牧野周1、島田多喜子2、宅見黛雄2、兼子健太郎

1、松岡信3、島本功4、仲野広美 1、徳富.宮尾

光恵5、前忠彦 1、山本直樹5e東北大'.、
2石川農短大・農資研、 3名大・分子応答、 4奈良

先端大・バイオ、 5農水省・生物研)

Rubiscoは、現在の大気 C02分圧下(36Pa)の光

合成の律速因子の一つではあるが、高 C02分圧下

では、その存在量は、光合成全体のバランスにお

いて、過剰となる。そこで、私達は、イネ rbcS
アンチセンス遺伝子を導入した形質転換体イネを

作成し、高 C02環境下(100Pa以上)に対する

Rubiscoの適量化がその条件での光合成能の向上

にむすびっくかどうかについて検討した。まず、

100Pa C02での Wild-typeの Rubiscoの実効割合

から、その条件における Rubiscoの適量値を算出

し、その Rubisco含量を有するアンチセンス植物

を選抜した。選抜された植物は、 Wild-type植物

に対して、 100-115Pa C02条件において、 5%・15%

高い光合成能を示した。

lpB07 
INHIBITION OF THE ACTIVITY OF RUBISCO 
BY SALTS AND ITS RESCUING BY RuBP AND 
GLYCINE BETAINE 
ANWARUZヌAMAN1，Kazuki OGAWA 1，2， Tetsuko 
TAKABE3， Ken-lchi TOMIZAWA， Akiho YOKOTA1，2 
(IPla岨tMol. Physiol. Lab.， RIτ"E， Kizu， Kyoto 619・02;
2Dept. Biosci.， Grad. Sch. Biol. Sci.， NAIST， Ikoma 630・
01; 3Biosci. Cent.， Nagoya Univ.， Nagoya 464・.01)

A number of repo巾 haveappeared on the effects of 
salts on photosynthesis i且plantsand algae. Photosystem 11 
is one of白e，tar~~~， .inj~ed ， ?~鈎lts . The activity of 
RuBisCO is also inhibited by high∞ncentrations of salts， 
but the en勾meis rescued企omsalt inhibition by glycine 
betaine in cyanobacteria. However， the mechaおm of 
inhibition of RuBisCO by salts is not known. Effect of salts 
on the activity of RuBisCO of higher plants has not yet been 
investigated. 
h出isstudy， wc cxanined也eeffects of chloride鈍lts
of sodium and potassium on the activity of RuBisCO 
purified企omspinach， using a spectrophotometer， to follow 
adeαease in the absorbance of RuBP at 280 nm with time. 
Activation of RuBisCO was not affected by salts. 
However， salts inhibited白eactivity of RuBisCO only in白e
initial phase of the reaction course.τbe inhibition was 
nullified∞mpletely in the prolonged reaction∞urse錨 if
白eRuBPωrboxylationitself resαled白een勾me企om鈍lt
inhibition. When betaine was added in the presence of 
salts， there was no inhibition of RuBisCO activity.σ'artly 
supported by百leKansai Elec凶cPower Company Ud.) 



lpB08 
チラコイド族企pHによるリプロース1，5ビスリン酸
(RuBP)カルボキシラーゼ/オキシゲナーゼ(RuBiSCO)の
フォールオーパー調節

二室麹弘、横田明穂1(地球環境研RITE，1奈良先端大学
院)

基質∞zおよびRuBP飽和下RuBiS∞は零時反応のキネテ
ィクスを示さず、反応の進行に伴い基質消費速度が低下
する{フォールオーバーσa1lover)と呼ばれる}。我々は、
廿日大根生薬での光照射後のRuBiS∞のキネティクスを
経時的に調べ、 RuBiS∞活性が低下する時間域でFallover
率が異なることを見いだし、凪vivoでのfallover調節機構
を考察した。材料および方法:200/002および380

ppm∞2通気下赤色光強度を15∞J1F1m~岬江}からDarkあ
るいは4∞μ肋n2β(ML)へ変える光処理を廿日大様生薬に
行った。租抽出液RuBiS∞によるRuBP消費の初速をVi，
反応開始IOminでの消費速度をVfとし、 1・Vf/ViをFallover
$とした。廿日大根生業のクロロフィル蛍光をPAMChl-
F1uorometぽを用い測定した。結果および考察:光処理
。乱=>Dark，lll-=>ML)によりRuBiS∞活性は半減期2m血
で約50%低下した。一方、 E 下50%を示すFallover率は
DarkあるいはML遷移後lminで10%へ減少し、2min後50
%へ回復した。 Fallover率の減少時間域は、チラコイド膜
dpH消失によるnon-photochemiω1quenchi唱の解消時間域
と一致し、 invivoでRuBiS∞副iv蹴がRuBiS∞の
Falloverを調節していることが示唆された。(一部は
PECIMITIの支援で行われた)

lpB09 
葉緑体形質転換法によるRuBisCO大サプユニット
遺伝子の改変寓湾健一1、鹿内利治2、下出綾子l、
chr包出eHoFoyer

3、横田明穂1
、
2 ctR 1 TE ・

植物分子生理、 2奈良先錨大・バイオサイエン
ス、 31 N RA) 
Sp:おはEMS処理により得られた、RuBisCO活性の
ないタバコ突然変具体である。このSp25のRuBisCO
大サプユニット遺伝子(成L)の配列を野生型のも
のと比較したところ322番目のグリシンがセリンに
変化していた。そこで、このアミノ酸置換iJ"<Spおに
見られるb胎∞活性喪失の原因であるか否かを明
らかにするため、パーティクルガンによる葉緑体形
質転換法により野生型成Lの導入を行い、 RuBisCO
活性が回復するかどうかの検討を行った。導入に用
いたDNAは、野生型IbcLとその配列の下流にスペ
クチノマイシン耐性に関与する遺伝子を掃入したも
ので、 Sp25のrbCLとの相同組換を期待して構築した。
形質転換体の選別はスペクチノマイシン耐性を指標
に行ない、 8系統の独立した耐性株を得た。このう
ち一系統を対象に、その葉の組抽出液のRuBisCO活
性を常法に従って検討したところ、 Sp25の場合には
見られな~\3ーフォスフォグリセリン酸の生成が確
認された。このことは、この形質転換体はRuBisCO
活性を持っていることを示すものである。以上の結
果は、 SpおがRuBisCO活性を示さないのは322番目
のグリシンがセリンに変化したことによるという仮
説を強く支持するものである。(一部はPECIMITIの
支鍍で行われた〉
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lpBlO 
ホスホリプロキナーゼにより生成するリボース 1，5・
ピスリン酸
主竪宜:、東願、柴田均3、横田明穂 1・4(IRITE'
植物分子生理、 2京都大・農・地域環境科学、 3島根大

・生物資源科学、 4奈良先端大・バイオサイエンス)

ホスホリプロキナーゼσRK)は、光合成炭素還元
(PCR)回路においてリプロース 5・リン酸(Ru5P)をリ

ン酸化し、リブロース 1ふピスリン酸(RuBP)を生

成する酵素として知られている。我々は、この酵素

がリポース 5・リン酸(R5P)もリン酸化し得ることを

明らかにし、 PCR回路での新しい経路を予測した。

今回、ホウレンソウ PRK精製標品を用いて、 R5P

からの反応の生成物を単厳・精製した。生成物の

NMRスベクトルは、 RuBPのものとは全く異なって
いた。このことは、 R5PがPRK精製標品に混入し

たR5Pイソメラーゼの反応を経て、見かけよリン酸

化されている(R5P→Ru5P→RuBP)のではなく、直
接リン酸化されていること示している。従来の PRK

反応はPCR回路の中間代謝産物により阻害されるが、

R5Pリン酸化反応に対しでもこれらの阻害は見られ

た。現在、 R5Pからの生成物リボース 1，5・ピスリン
酸(RBP)による、これらの反応阻害を検討中である。

この研究の一部は NEDOの愛託を受けたものである。

lpBll 
光呼吸活性の低いクラミドモナス突然変異株

鈴木健策(農水省・東北農試・生理生態研)

ホスホグリコール酸ホスファターゼ (PGPase)

活性欠損突然変異株は生育に高いCO
2濃度が必要で、

大気条件下では光があたると生育できない。これ

は光呼吸の最初の産物ホスホグリコール酸の蓄積

により光合成が著しく阻害されるためと考えられ

る。クラミドモナスのPGPase活性欠損突然変異株

であるpgpl・18・7F(Suzukietal.1990)にさらに突
然変異を起こさせ、大気条件下でもよく生育でき

る二重突然変異株を選抜したところ、高CO
2培養細

胞の光合成のCO2に対する親和性が、野性株より明

らかに高い株が得られた (Suzuki1995)。特に、

7FR2E、7FR2F，7FR2Nの3株では大気条件にさ
らした時のホスホグリコール酸の蓄積速度が18-7F

株の3分の 1以下と低かった(鈴木 1996)。今回
はこれらのPGPase活性欠損突然変異株において、

光呼畷を抑えて大気条件下での生育を可能にした

突然変異が何であるかを知る手がかりを得る目的

で、ホスホグリコール酸の挙動を更に詳細に検討

するとともに、ルビスコのCO/02相対特異性、お
よびカーポニックアンヒドラーゼ活性等について

比較検討したので報告する。



lpB12 

高C02耐性を持つ緑藻Chlorococcumlittoraleと耐
性を持たないStichocoα'UsbaciJlarisのシトクロム b6
/fの光酸化還元変化

岩崎郁子，蔵野憲秀，宮地重遠((株)海洋バイオ

テクノロジー研究所，釜石研究所)

高CO，耐性を持つ緑灘C.littoraleは4O%CO?へ
移行後、量子収率の低下が見られるがやがて回複す
る。一方耐性を持たないs.bacill81かは回復せずに死
滅する。 HPLCで求めた還元型PoolPlastoquinoneの
割合は、C.littoraleでは約60%(空気)から90%以上
(量子収率低下時)に増加した。この時期のチラコイ
ド膜のPSII活性(DCIP光還元)は、低下しても70%残
ることから、 PS11の光臨害の回避の機構が予想され
る。今回PS1とPS11の聞に存在するCytl∞hromeb6/f 
の酸化還元状態を調べた。 PAMシステムの高感度測
定プローブ(ED・10IUS)を用い、系11を励起する赤
色光(中心波長655nm)照射下で白色光Wを照射し、
検出側に干渉フィルター(中心波長:565nm， b& 554 
nm， t)を用いて吸収変化を調べた。 2つの緑藻は空
気条件ではb、fが光還元されたが、4O%CO移行後
b、fどちらも光酸化され、 DCMU添加でこれらの
変化は消失した。しかしDBMIB添加では2種の緑
藻は異なる挙動を示した。4O%CO，のs.何cillarisのf
の光酸化は変わらなかったが、C.IIttoraleのfは光
還元されようになった。

李朝日i量殺善説明輪車里著書要員霊F開明

lpB13 
イネ棄の光合成における長期水ストレスの彫響

大橋敬子、牧野周、前忠彦{東北大 ・農・応生化}

業内水分含量が低下するような水ストレス下では、棄の水

ポテンシャルの低下とともに光合成速度は低下する.比較的

軽度な水ストレス下では気孔が簡じることにより光合成速度

が低下しさらに水ストレスが進行すると業肉における光合

成活性も低下することが知られている.しかしながら、植物

がこのような水ストレス下に長期間(週から月)さらされた

場合はどのような彫響が現れるかそしてその環境へどのよう

に適応していくかについては全くわかっていない。そこで転

たちは、人工気象室内でイネ(ノトヒカリ)を水耕栽格し

第7業鏑出期から3週間、ポリエチレングリコール (23mM

PEG4ぽ10)を用いて水餅液の水ポテンシャルを下げ、その条

件での水ストレスが傭棄の光合成に与える彫響について調べ

た。結果 大気∞2分圧下36(Pa)での光合成適度は水スト

レス処理区で低下し、それに伴い気孔コンダクタンスおよび

業内C02~圧も低下した。しかし葉内∞β圧の低下は測

定された光合成速度の低下を説明するほどではなく、現実に

業内CO2分圧20(Pa)での光合成速度 (A20) も低下してい

た.一方、CO2飽和の光合成速度には両区で差がなく葉身全

N含量、Rubisco含量においても差は認められなかった。従っ

て、A20の低下原因はRubiscoの活性化状態の低下等が考えら

れ、現在検討中である。
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lpB14 
コムギ棄の老化過程と展開過程における弱光環境への光合

成構成因子の応答と光合成

盤杢盤五三、牧野周、前忠彦(東北大・農・応生化)

コムギ葉の光合成情成因子の弱光環境への応答を老化

過程と展開過程に分けて調べた。コムギは人工気象室内で

光強度450μmolquanta m-2 s-'にて栽培し、第4業完全展

開後 2呂田から光強度がそのままの標準区と寒冷紗を用い

て遮光処理(45μmolquanta m-2 s-')区を設け栽矯を継続し

たの老化過程の応答については第 4葉、展開過程について

は第6棄の完全展開業を材料として調べた。

老化過程における遮光処理は、タンパク態 Nあたりの Chl
含量、 Rubisco含量に影響を及ぼさなかったが、 CF，含量は

弱光区で標準区に対し少なくなっていた。また、光飽和、高

CO2分圧下の光合成速度 (A...)は弱光区で標準区に対し
低くなり、 CF，含量に対する A岨は1本の直線に回帰された。

一方、弱光区で展開した第 6棄は標準区で展開したものに

対しタンパク態 Nあたりの Chl含量を増加させ、集光能力を
高くするという応答を示した。

以上から、コムギ葉は弱光環境に対し老化過程と展開過

程では異なった応答を示すという可能性が示唆された。

lpB15 
亜硫酸のChlorellavulgaris光合成及び細胞内ATPレベ

ルに対する影響

降旗敬，持丸真里，関口憲二，石渡悟，藤原敬

之，桜井英博(早稲田大、教育、生物)

われわれはChlorel/a細胞による亜硫酸の取り込み

は非解離型分子種匝S03が濃度差依存的に細胞膜を単

純鉱散されることを示唆する結果を得た(日本植物学

会第60回大会)。

Chlorella に亜硫酸を濃度および時聞を変えて取り

込ませたのち遠心で洗い、 30分間強光照射した。残存

する光合成活性を酸素電極及て沖AMによって測定し

たところ、 PS11が障害を受けたことが判った。亜硫酸

が単純拡散によって取り込まれるとすれば、f亜硫酸

濃度jx r取り込み時間jの積は常に一定の阻害効果を
もたらすことが期待されるが、実際は低濃度・長時間

の方が高濃度・短時間のインキュベートよりも大きな

阻害効果を示した。これは光合成阻害においては取り

込まれた亜硫酸のサイトソルから葉緑体への移動が

重要な意味を持つことを示唆する。また、E硫酸取り
込みに伴って細胞内ATPレベルが著しく低下した。




